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古
琉
球
期
王
権
論
支
配
理
念
と「
周
縁
」諸
島

荒
木
和
憲

本
稿
の
目
的
は
、
古
琉
球
期
に
王
権
と
不
可
分
に
生
成
さ
れ
た
一
次
史
料
（
金
石
文
）
の
分
析
を

軸
と
し
て
王
権
の
支
配
理
念
を
析
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
王
権
と
「
周
縁
」

（
周
辺
と
辺
縁
）の
諸
島
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

尚
泰
久
代
に
東
ア
ジ
ア
の
普
遍
的
な
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
支
配
理
念
が
形
成
さ
れ

た
。
そ
の
担
い
手
は
儒
仏
一
致
を
基
本
と
す
る
京
都
五
山
系
の
禅
僧
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
王

位
継
承
が
不
安
定
で
、
君
臣
関
係
も
未
成
熟
で
あ
り
、「
周
縁
」
諸
島
の
支
配
も
緩
や
か
だ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
尚
泰
久
は
琉
球
国
中
山
王
・
大
世
主
と
い
う
制
度
的
・
実
体
的
地
位
だ
け
で
な
く
、
法

王
・〈
皇
帝
〉・〈
天
子
〉
と
し
て
の
理
念
的
地
位
を
標
榜
し
、
沖
縄
島
内
外
の
統
合
を
図
っ
た
。　

尚
泰
久
代
に
形
成
さ
れ
た
支
配
理
念
は
、
第
二
尚
氏
王
朝
へ
の
移
行
後
も
、
し
ば
ら
く
は
王
権
の

あ
り
方
を
規
定
し
た
。
尚
真
代
の
前
半
に
お
い
て
は
、
禅
僧
に
よ
る
王
権
の
称
揚
が
一
段
と
進
み
、

王
の
「
皇
帝
」（
帝
王
）
や
「
天
子
」
と
し
て
の
理
念
的
地
位
が
明
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

尚
真
代
の
後
半
に
は
、
奄
美
諸
島
の
大
島
・
喜
界
島
に
中
央
集
権
支
配
が
及
び
、
そ
の
〈
周
辺
〉

化
が
進
展
し
た
。
さ
ら
に
先
島
の
武
力
制
圧
を
契
機
と
し
て
、宮
古
諸
島
は
〈
辺
縁
〉
か
ら
〈
周
辺
〉

へ
の
移
行
が
進
み
、
八
重
山
諸
島
は
〈
辺
縁
〉
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
尚
真
の
武
断
的
な
姿
勢
は
、

王
権
の
最
盛
期
を
現
出
さ
せ
た
が
、
従
来
の
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
支
配
理
念
と

は
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
琉
球
独
自
の
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
理
念
の
中

核
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

尚
真
代
か
ら
尚
清
代
に
か
け
て
、
太
陽
思
想
の
高
揚
が
図
ら
れ
、
太
陽
神
は
聞
得
大
君
を
媒
介
と

し
て
王
に
武
力
を
授
け
る
存
在
と
な
り
、「
島
討
ち
」「
国
討
ち
」
の
「
お
も
ろ
」
が
創
作
さ
れ
た
。

儒
学
思
想
に
お
け
る
舜
帝
は
、
琉
球
独
自
の
「
天
」
観
念
と
結
合
し
て
「
舜
天
」
と
な
り
、
王
統
の

始
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
従
来
の
「
天
下
」「
上
国
」
と
い
う
観
念
も
、
儒
学
的
な
も
の
か
ら
琉

球
独
自
の
も
の
へ
と
変
容
を
と
げ
た
。
こ
う
し
た
支
配
理
念
の
転
換
を
支
え
た
の
は
、
琉
球
人
に
よ

る
官
人
組
織
と
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
神
女
組
織
で
あ
り
、
そ
の
表
現
手
段
と
し
て
選
択
さ
れ
た

の
が
「
か
な
文
字
」
で
あ
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
王
権
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縁
、
仏
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祇
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は
じ
め
に

古
琉
球
史
研
究
で
は
、『
中
山
世
鑑
』（
一
六
五
〇
年
）、『
中
山
世
譜
』（
蔡
鐸
本

一
七
〇
一
年
、
蔡
温
重
修
本
一
七
二
四
年
）、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）、

『
琉
球
国
旧
記
』（
一
七
三
一
年
）、『
球
陽
』（
一
七
四
五
年
）
の
よ
う
な
正
史
・
地

誌
類
、
あ
る
い
は
士
族
層
の
家
譜
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
れ
ら
は
近
世
琉
球
の
編
纂
物
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
述
の
正
確
性
に
は
留
意

を
要
す
る
し
、
第
二
尚
氏
王
朝
の
論
理
で
第
一
尚
氏
王
朝
以
前
の
歴
史
が
叙
述
さ
れ

て
い
る
恐
れ
が
大
い
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
古
琉
球
期
の
文
字
資
料
に
大
き
な
制
約
が

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
今
日
に
残
さ
れ
た
文
字
資
料
が
一

次
史
料
と
し
て
徹
底
的
に
検
討
・
分
析
さ
れ
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な

く
、
ま
さ
し
く
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
次
史
料
を
類
型
別
に
み
れ
ば
、
古
文
書
（
辞
令
書
）
の
悉
皆
調
査
（
（
（

と
そ
れ
に
も

と
づ
く
高
良
倉
吉
氏
に
よ
る
一
連
の
辞
令
書
研
究
（
（
（

の
成
果
が
特
筆
さ
れ
、
最
近
で
は

上
里
隆
史
氏
・
屋
良
健
一
郎
氏
に
よ
る
辞
令
書
の
古
文
書
学
的
研
究
（
（
（

も
行
わ
れ
て
い

る
。
金
石
文
（
（
（

に
関
し
て
は
、
第
一
尚
氏
王
朝
期
の
梵
鐘
銘
か
ら
禅
宗
寺
院
・
禅
僧
の

実
態
を
導
き
だ
し
た
高
橋
康
夫
氏
の
研
究
（
（
（

、
石
刻
碑
文
か
ら
古
琉
球
期
の
文
字
表
記

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
迫
っ
た
村
井
章
介
氏
の
研
究
が
特
筆
さ
れ
る
（
（
（

。

高
良
倉
吉
氏
は
「
同
時
代
史
料
を
基
礎
に
置
い
て
抽
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
歴
史

の
相
」
を
設
定
し
、
そ
れ
を
要
素
に
し
た
「
論
理
」
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正

史
の
記
述
を
相
対
化
し
、
か
つ
批
判
す
る
と
い
う
手
続
き
を
必
要
と
す
る
」
と
指

摘
し
て
お
り
（
（
（

、
最
近
、
黒
嶋
敏
氏
ら
が
提
唱
す
る
「
琉
球
史
料
学
」
は
、
一
次
史
料

の
も
つ
潜
在
的
な
可
能
性
を
ひ
き
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
（
（

。
一
次
史
料
の
分
析

と
い
う
歴
史
学
の
基
本
的
な
方
法
論
を
徹
底
し
、
歴
史
像
の
骨
格
を
構
築
し
た
う

え
で
、
外
国
の
同
時
代
史
料
、
あ
る
い
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
う
ち
年
代
が
特
定

さ
れ
る
「
お
も
ろ
」（
嘉
靖
十
年
〈
一
五
三
一
〉
編
纂
の
第
一
所
収
の
四
一
首
、
お

よ
び
近
世
編
纂
の
第
二
以
降
に
含
ま
れ
る
生
成
年
代
に
関
す
る
記
述
を
と
も
な
う
も

の
（
（
（

）
な
ど
に
よ
っ
て
肉
付
け
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
一
次
史
料
な
い

し
同
時
代
史
料
か
ら
導
か
れ
た
歴
史
像
と
近
世
編
纂
物
が
描
く
歴
史
像
と
を
突
き
あ

わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
（
（1
（

。

古
琉
球
史
研
究
の
方
法
論
的
な
問
題
点
を
先
に
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
少
な
い

な
が
ら
に
現
存
す
る
一
次
史
料
が
王
権
と
不
可
分
に
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら

に
は
、
一
次
史
料
に
も
と
づ
く
王
権
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
も
ち

ろ
ん
近
世
の
正
史
類
が
古
琉
球
期
の
王
権
の
正
像
を
照
射
し
て
い
る
部
分
も
多
い
で

あ
ろ
う
し
、
そ
う
し
た
二
次
史
料
に
依
拠
し
た
先
行
研
究
の
意
義
を
否
定
す
る
つ
も

り
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
一
次
史
料
な
い
し
同
時
代
性
の
高
い
史
料
に
よ
っ
て
古
琉

球
期
王
権
像
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

従
来
、
古
琉
球
期
の
王
権
に
関
す
る
議
論
は
、
文
学
・
民
俗
学
の
分
野
で
活
発
で

あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
王
権
の
賛
歌
で
あ
る
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
存
在
が
あ
る（（
（

。）

も
ち
ろ
ん
歴
史
学
に
お
い
て
も
、
中
央
集
権
（
（1
（

・
仏
教
政
策
（
（1
（

な
ど
の
絡
み
で
王
権
の
問

題
が
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
真
正
面
か
ら
総
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
豊
見
山
和
行
氏
は
「
琉
球
国
」
の
形
成
を
論
じ
る

な
か
で
、「
内
な
る
琉
球
化
」
と
「
外
か
ら
の
琉
球
化
」
と
い
う
視
点
を
提
起
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
「
天
」
と
結
び
つ
く
土
着
の
王
権
観
念
の
形
成
、
後

者
は
明
皇
帝
に
よ
る
琉
球
国
王
の
冊
封
が
相
当
し
、
琉
球
の
王
権
は
冊
封
に
よ
っ
て

完
成
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
（
（1
（

。
後
者
に
関
し
て
は
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る

が
（
（1
（

、
前
者
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
古
代
史
の
王
権
論
に
着
想
を
得
な
が
ら
、「
王
」
の
制

度
的
・
理
念
的
位
置
づ
け
（
（1
（

、
琉
球
王
権
の
「
支
配
理
念
」
と
し
て
の
宗
教
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
（
仏
教
・
儒
教
・
神
祇
（
（1
（

）、「
周
縁
」（
周
辺
と
辺
縁
（
（1
（

）
と
し
て
の
奄
美
・
先

島
諸
島
の
位
置
づ
け
、
と
い
っ
た
諸
問
題
を
同
一
の
俎
上
に
お
い
て
考
察
す
る
。
そ

の
た
め
の
格
好
の
素
材
と
な
る
の
が
梵
鐘
銘
や
石
刻
碑
文
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は

王
権
の
主
観
的
な
意
思
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
が
事
実
を
伝
え
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て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
を
丹
念
に

読
み
解
く
こ
と
で
、
王
権
の
支
配
理
念
と
そ
の
背
景
に
あ
る
現
実
的
な
政
治
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。

そ
こ
で
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
第
一
尚
氏
王
朝
の
第
六
代
の
王
で
あ
る
尚
泰
久

（
在
位
一
四
五
三
―
六
〇
）
の
治
世
に
集
中
的
に
鋳
造
・
掛
着
さ
れ
た
梵
鐘
の
銘
文
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
万
国
津
梁
鐘
」
と
し
て
知
ら
れ
る
旧
首
里
城
正
殿
鐘
一
口
を
除

け
ば
、
現
存
ま
た
は
拓
本
が
確
認
さ
れ
る
二
二
口
は
画
一
的
な
銘
文
を
も
つ
。
小
島

瓔
禮
氏
は
、
単
純
な
仏
教
政
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
梵
鐘
政
策
と
で
も
い
う
べ
き
、

政
治
的
統
一
の
力
」
が
作
用
し
た
も
の
と
評
し
て
お
り
（
（1
（

、「
君
臣
道
合
、
蛮
夷
不
侵
」

と
い
う
特
徴
的
な
文
言
に
関
し
て
は
、
名
幸
芳
章
氏
・
島
尻
勝
太
郎
氏
が
王
族
の
抗

争
と
い
う
不
安
定
な
情
勢
の
反
映
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
11
（

。「
君
臣
道
合
」
に
関
し
て
、

高
橋
公
明
氏
は
「
王
の
側
か
ら
の
臣
下
に
対
す
る
攻
勢
」
の
表
れ
と
み
て
、
尚
泰
久

代
に
な
っ
て
王
が
寨
官
（
按
司
）
に
対
す
る
超
越
性
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

指
摘
す
る
（
1（
（

。
一
方
、「
蛮
夷
不
侵
」
に
関
し
て
、
豊
見
山
和
行
氏
は
、
こ
こ
か
ら
琉
球

の
華
夷
意
識
を
読
み
と
っ
て
い
る
（
11
（

。
い
ず
れ
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
梵
鐘
銘
は
尚
泰
久
の
王
権
、
な
か
ん
ず
く
王
の
権
力
と
そ
れ
を
支

え
る
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
分
析
す
る
た
め
の
恰
好
の
素
材
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
琉
球
国
と
「
蛮
夷
」（
辺
縁
な
い
し
異
域
）
と
の
関
係
を
探
る
手
が
か
り

と
も
な
り
う
る
（
11
（

。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
、
尚
泰
久
の
治
世
を
起
点
と
し
て
、
古
琉
球

期
（
第
一
尚
氏
～
第
二
尚
氏
王
朝
）
の
王
権
の
論
理
を
析
出
し
て
い
き
た
い
。

❶
尚
泰
久
代
に
お
け
る
梵
鐘
鋳
造
の
意
義

尚
泰
久
が
鋳
造
・
掛
着
し
た
梵
鐘
の
う
ち
、
現
存
ま
た
は
拓
本
等
が
確
認
さ
れ
る

の
は
計
二
三
口
に
の
ぼ
る
（
11
（

。
琉
球
史
を
眺
め
て
み
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
梵
鐘
が
鋳

造
・
掛
着
さ
れ
た
時
代
は
な
く
、
尚
泰
久
の
治
世
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
本
章
で

は
、
そ
の
銘
文
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
琉
球
国
の
王
の
制
度
的
・
理
念
的
地
位
、
お

よ
び
王
権
の
支
配
理
念
を
導
き
出
し
た
い
。

1　

尚
泰
久
代
に
お
け
る
梵
鐘
鋳
造
と
琉
球
相
国
寺

一
四
五
八
年
に
首
里
城
の
正
殿
に
梵
鐘
一
口
（
万
国
津
梁
鐘
）
が
掛
着
さ
れ
た
ほ

か
、
一
四
五
六
～
五
九
年
に
は
首
里
・
那
覇
の
仏
教
寺
院
・
道
教
廟
（
天
妃
宮
・
天

尊
殿
）
や
魏ぐ
い
く古

城
に
少
な
く
と
も
二
二
口
の
梵
鐘
が
掛
着
さ
れ
た
（
現
存
は
七
口
）。

こ
れ
ら
の
梵
鐘
に
刻
ま
れ
る
銘
文
の
素
案
を
作
成
し
た
の
は
、
琉
球
相
国
寺
の
第
二

世
住
持
の
渓
隠
安
潜
で
あ
る
。
高
橋
康
夫
氏
は
、
渓
隠
安
潜
を
芥
隠
承
琥
と
同
一
人

物
と
み
る
説
を
否
定
す
る
小
島
瓔
禮
氏
の
見
解
を
支
持
し
た
う
え
で
、
尚
泰
久
が
創

建
し
た
大
寺
で
あ
る
天
界
寺
の
鐘
銘
に
安
潜
が
「
開
基
」
と
し
て
み
え
る
こ
と
、
天

界
寺
創
建
前
は
相
国
寺
が
尚
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と
、
安
潜
は
京
都
五
山
僧
で

は
な
く
五
山
で
修
行
し
た
琉
球
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
（
11
（

。

安
潜
が
琉
球
人
で
あ
る
か
否
か
、
相
国
寺
が
菩
提
寺
で
あ
る
か
否
か
は
措
く
と
し

て
、
相
国
寺
の
他
寺
に
対
す
る
優
位
性
は
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。
と
り
わ
け
万
寿
禅

寺
鐘
・
龍
翔
寺
鐘
の
場
合
、
両
寺
の
住
持
と
渓
隠
安
潜
が
連
名
で
銘
文
を
作
成
し
て

お
り
、
相
国
寺
と
両
寺
と
の
統
属
関
係
を
窺
わ
せ
る
。

中
世
後
期
の
日
本
で
は
、
室
町
幕
府
が
禅
宗
に
体
制
的
な
保
護
を
加
え
、
五
山
十

刹
の
官
寺
制
度
が
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
統
括
す
る
僧
録
司
は
相
国
寺

鹿
苑
院
主
で
あ
っ
た
。
琉
球
禅
宗
の
興
隆
の
背
景
に
日
本
の
五
山
系
禅
僧
と
の
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
（
11
（

、
尚
巴
志
代
に
既
に
「
十
刹
」
と
い
う
語
彙
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
（
11
（

か
ら
す
れ
ば
、
琉
球
王
権
が
室
町
幕
府
の
官
寺
制
度
（
五
山
十
刹
）
を
模
倣
し

た
可
能
性
が
高
い
。
一
四
五
二
年
頃
の
状
況
を
描
い
た
「
琉
球
国
図
」（
沖
縄
県
立

博
物
館
・
美
術
館
蔵
（
11
（

）
に
は
「
国
聖
寺　

僧
禄
」
と
あ
り
、
官
寺
を
統
括
す
る
「
僧

録
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
国こ
く
し
ょ
う
じ

聖
寺
」
は
金
石
文
は
お
ろ
か
正
史
類
に
も

確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
相
国
寺
を
誤
解
し
て
記
載
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（
11
（

。
し

た
が
っ
て
、
相
国
寺
の
住
持
が
僧
録
を
兼
務
す
る
と
い
う
体
制
が
と
ら
れ
て
お
り
、

渓
隠
安
潜
は
僧
録
と
し
て
の
立
場
で
梵
鐘
の
画
一
的
な
銘
文
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
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王
権
の
支
配
理
念
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2　

旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
の
検
討

そ
れ
で
は
、
尚
泰
久
代
の
梵
鐘
と
し
て
最
も
著
名
な
旧
首
里
城
正
殿
鐘
の
銘
文
を

検
討
し
よ
う
。

　
�

琉【
Ａ
】球

国
者
、
南
海
勝
地
、
而
鍾
三
韓
之
秀
、
以
大
明
為
輔
車
、
以
日
域
為
唇

歯
、
在
此
二
中
間
湧
出
之
蓬
莱
嶋
也
。
以
舟
楫
為
万
国
之
津
梁
、
異
産
至
宝
充

満
十
方
刹
、
地
霊
人
物
、
遠
扇
和
夏
之
仁
風
。
故【
Ｂ
】吾

　

��

王
大①

世
主
〈
庚
寅
〉
慶
生
〈
尚
泰
久
〉、
茲
承②

宝
位
於
高
天
、
育
蒼
生
於
厚
地
。

為
興
隆
三
宝
報
酬
四
恩
、
新
鋳
巨
鐘
、
以
就
本③

州
中
山
国
王
殿
前
掛
着
之
。
定④

憲
章
于
三
代
之
後
、
戢
文
武
于
百
王
之
前
。
下
済
三
界
群
生
、
上
祝
万
歳
宝
位
。

　

辱
命
、
相
国
住
持
渓
隠
叟
、
求
銘
。
々
曰
、

　
　

須⑤

弥
南
畔　

世
界
洪
宏

　
　

吾
王
出
現　

済
苦
衆
生

　
　

截
流
三
象　

吼
月
華
鯨

　
　

泛
溢
四
海　

震
梵
音
声

　
　

覚
長
夜
夢　

輸⑥

感
天
誠

　
　

堯⑦

風
永
扇　

舜
日
益
明

　
　
　
　
　

〈
戊
寅
〉
六
月
十
九
日
〈
辛
亥
〉

　
　
　
　
　
　

大
工
藤
原
国
善

　
　
　

住
相
国
渓
隠
叟
誌
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
〈　

〉
は
割
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〔【
B
】
書
き
下
し
文
〕

　

�

故②

に
吾
が
王
大
世
主
庚
寅
に
慶
生
せ
る
尚
泰
久
、
茲こ
こ

に
宝
位
を
高
天
に
承う

け
、

蒼
生
を
厚
地
に
育
む
。
三
宝
を
興
隆
し
て
四
恩
に
報
酬
せ
ん
が
為
、
巨
鐘
を

新
鋳
し
、
以
て
本
州
中
山
国
王
殿
の
前
に
就
き
之こ
れ

を
掛
着
す
。
憲
章
を
三
代
の

後
に
定
め
、
文
武
を
百
王
の
前さ
き

に
戢お
さ

む
。
下
は
三
界
の
群
生
を
済す
く

い
、
上
は

万
歳
の
宝
位
を
祝
す
。
命
を
辱か
た
じけ

な
く
し
、
相
国
住
持
渓
隠
叟
、
銘
を
求
め
ら

る
。
々（
銘
（に

曰
く
、「
須
弥
の
南
畔
は
世
界
洪
宏
な
れ
ど
も
、
吾
が
王
出
現
し
て

苦
し
め
る
衆
生
を
済す
く

う
。
三
象
を
截
流
し
て
月
に
吼ほ

ゆ
る
華
鯨
は
、
四
海
に
泛

溢
し
て
梵
音
声
を
震
わ
す
。
長
夜
の
夢
を
覚
ま
し
て
感
天
の
誠
を
輸い
た

さ
ば
、
堯

の
風
は
永
く
扇
ぎ
、
舜
の
日
は
益
ま
す
明
る
か
ら
ん
」
と
。

こ
の
銘
文
の
前
半
部
分
（【
A
】）
は
「
万
国
津
梁
鐘
」
と
い
う
通
称
の
由
来
と
な
っ

て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
を
む
す
ぶ
中
継
貿
易
で
繁
栄
す
る
「
海
洋
国
家

琉
球
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
近
年
で
は
こ
れ
に
触
れ
な
い
概
説
書
は
皆
無
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
（
11
（

。
そ
の
一
方
で
、
後
半
部
分
（【
B
】）
に
着
目
し
た
研
究

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
わ
け
で
あ
る
が
（
1（
（

、
琉
球
の
王
権
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

記
述
に
満
ち
て
お
り
、「
吾
王
」
で
あ
る
尚
泰
久
が
帯
び
る
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
が
明

示
ま
た
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
個
別
に
み
て
い
こ
う
。

傍
線
部
①
の
「
大
世
主
」
は
、
琉
球
弧
の
社
会
に
お
け
る
支
配
者
の
表
象
と
し
て

の
「
世
主
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
尚
泰
久
が
「
大
世
主
」
と
称
し
た
の
は
、
各
地

に
割
拠
す
る
「
世
主
」（
按
司
層
）
を
統
べ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
線
部
②
に
「
宝
位
を
高
天
に
承う

く
」
と
あ
り
、「
銘
」
に
は
「
四
海
」
と
い
う

表
現
が
み
え
る
。
こ
れ
は
儒
学
の
天
命
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
尚
泰
久
は

「
高
天
」
か
ら
「
宝
位
」（
地
上
の
支
配
者
と
し
て
の
地
位
）
を
認
め
ら
れ
た
存
在
、

す
な
わ
ち
〈
天
子
〉
と
し
て
、「
四
海
」（
天
下
）
に
君
臨
す
る
と
い
う
理
念
的
な
地

位
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
⑥
に
は
「
感
天
の
誠
を
輸い
た

す
」
と
あ
り
、
天

を
感
動
さ
せ
る
ほ
ど
に
誠
を
尽
く
す
と
い
う
〈
天
子
〉
と
し
て
の
姿
勢
が
宣
言
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
暗
示
的
に
表
現
さ
れ
る
王
の
属
性
に
つ
い
て
は
、〈
天
子
〉
な
ど

の
よ
う
に
表
記
し
、
史
料
に
明
示
さ
れ
る
「
天
子
」
な
ど
と
区
別
す
る
こ
と
を
断
っ

て
お
く
。

傍
線
部
③
に
は
「
本
州
中
山
国
王
殿
」
と
あ
る
。「
本
州
」
は
琉
球
国
の
意
で
あ

る
が
、「
中
山
国
王
殿
」
の
「
国
」
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、「
国
」
の
上
位
概
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念
と
し
て
「
州
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
本
州
中
山
国
王
殿
」

は
、「
琉
球
国
中
山
王
」
の
「
王
殿
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。
た
だ
し
、
明
皇
帝
か

ら
冊
封
さ
れ
た
「
琉
球
国
中
山
王
」
と
し
て
の
制
度
的
地
位
を
表
現
し
た
も
の
か
否

か
は
一
考
を
要
す
る
。
冒
頭
で
明
と
琉
球
を
「
輔
車
」（
頰
骨
と
下
顎
骨
）
に
喩
え
て

対
等
な
関
係
と
し
て
表
現
し
、
か
つ
明
年
号
を
避
け
て
干
支
年
号
を
使
用
し
て
お
り
、

両
者
の
名
分
上
の
君
臣
関
係
を
読
み
取
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
代
の
事
例
で
は
あ

る
が
、「
浦
添
城
の
前
の
碑
」（
一
五
九
五
年
）
に
「
り（

琉

球

国

中

山

王

（

う
き
う
こ
く
ち
う
さ
ん
わ
う

し（

尚

寧

（

や
う
ね
い
ハ
、
そ（

尊

敦

（

ん
と
ん
よ
り
こ
の
か
た
二
十
四
代
の
わ（
王
（う

の
御
く（

位

（

ら
ゐ
を
つ（
継
（き

め
し
よ
わ
ち
へ
」
と
あ
り
、
受
封
（
一
六
〇
六
年
）
以
前
の
尚
寧
が
「
王
」
の
位
を

継
承
し
て
「
琉
球
国
中
山
王
」
を
称
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
琉
球
国
中
山
王
」
と

い
う
称
号
は
、
本
質
的
に
は
琉
球
独
自
の
「
王
」
観
念
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
地
位
を
強
化
す
る
た
め
に
明
皇
帝
の
冊
封
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
正
殿
鐘
の
掛
着
は
尚
泰
久
の
受
封
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
本
州
中
山
国
王

殿
」
と
い
う
表
現
に
は
、
明
皇
帝
か
ら
冊
封
さ
れ
た
「
琉
球
国
中
山
王
」
で
あ
る
こ

と
も
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

傍
線
部
⑤
に
は
「
須
弥
の
南
畔
は
世
界
洪
宏
な
れ
ど
も
、
吾
が
王
出
現
し
、
苦
し

め
る
衆
生
を
済す
く

う
」
と
の
表
現
が
み
え
る
。
こ
れ
は
仏
教
的
世
界
観
を
述
べ
た
も
の

で
、「
須
弥
の
南
畔
」
と
は
、
須
弥
山
を
中
心
と
す
る
世
界
に
あ
っ
て
、
南
方
に
存

在
す
る
と
さ
れ
る
人
間
世
界
（
贍
部
洲
・
閻
浮
提
）
を
意
味
す
る
。
そ
の
人
間
世
界

で
「
苦
し
め
る
衆
生
」
を
救
済
す
る
た
め
、
尚
泰
久
は
「
出
現
」
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
脈
に
お
け
る
「
吾
が
王
」
と
は
、
仏
教
を
護
持
す
る

王
、
す
な
わ
ち
〈
法
王
〉
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

傍
線
部
⑦
に
は
「
堯
の
風
は
永
く
扇
ぎ
、
舜
の
日
は
益
ま
す
明
る
か
ら
ん
」
と
の

表
現
が
み
え
る
。
こ
れ
は
尚
泰
久
を
古
代
中
国
の
聖
王
と
さ
れ
る
堯
帝
・
舜
帝
の
理

念
の
継
承
者
と
し
て
賛
美
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
④
に
「
憲
章
を
三
代

の
後
に
定
め
」
と
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
「
三
代
」
と
は
古
代
中
国
の
聖

世
と
さ
れ
る
「
唐
虞
三
代
」
に
由
来
す
る
も
の
で
、
堯
帝
（
陶
唐
氏
）・
舜
帝
（
有

虞
氏
）
の
後
継
者
で
あ
る
夏
・
殷
・
周
の
三
王
朝
を
指
し
て
い
る
（
11
（

。
つ
ま
り
、
尚
泰

久
を
「
唐
虞
三
代
」
の
系
譜
を
ひ
く
聖
王
で
あ
る
と
賛
美
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
儒
学
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
は
禅
僧
が
多
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
尚
泰
久

を
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
に
擬
し
て
賛
美
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
銘
文
の
後
半
部
分
（【
B
】）
に
お
い
て
、
尚
泰
久
は
琉
球
国
中
山

王
・
大
世
主
と
し
て
の
制
度
的
・
実
体
的
地
位
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、〈
天
子
〉〈
皇

帝
〉〈
法
王
〉
と
し
て
の
理
念
的
地
位
を
兼
ね
備
え
た
存
在
で
あ
る
と
賛
美
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

3　

梵
鐘
群
の
銘
文
に
み
え
る
五
つ
の
属
性

旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
に
み
え
る
尚
泰
久
の
五
つ
の
属
性
は
、
そ
の
他
の
二
二
口
の

画
一
性
の
高
い
梵
鐘
銘
に
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
典
型
例
と
さ
れ

る
普
門
寺
鐘
銘
（
一
四
五
六
年
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵
）
の
全
文
を
掲
げ

よ
う
（
11
（

。

　
　

琉①

球
国

　

王
大②

世
主
庚
寅
慶
生
、
茲
現③

法
王

　
　

身
、
量
大
慈
願
海
、
而
新
鋳
洪

　
　

鐘
、
以
寄
捨
本
州
普
門
禅
寺
、

　
　

上
祝
万④

歳
之

　

宝
位
、
下
済
三
界
之
群
生
、
辱

　
　

命
、
相
国
安
潜
為
其
銘
、

　
　
　

銘
曰
、

　
　

華
鐘
鋳
就
、
掛
着
珠
林
、

　
　

撞
破
昏
夢
、
正⑤

誠

　

天
心
、
君⑥

臣
道
合
、
蛮
夷
不
侵
、

　
　

彰
鳧
氏
徳
、
起
追
蠡
吟
、

　
　

万⑦

古
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皇
沢
、
流
妙
法
音
、

　

景
泰
七
年
歳
次
〈
丙
子
〉
九
月
廿
三
日

　
　
　
　
　

開
山
承
琥
証
之

　
　
　
　
　

大
工
国
吉

　
　
　
　
　

奉
行
智
賢

　
　
　
　
　

与
那
福

　
　
　
　
　

中
西

傍
線
部
①
・
②
に
「
琉
球
国
王
」「
大
世
主
」
と
あ
る
が
、「
王
」
の
字
の
み
一
字

擡
頭
（
単
擡
）
さ
れ
て
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
に
お
い
て
、

「
吾
／
王
大
世
主
」
と
い
う
よ
う
に
、「
王
」
の
字
が
平
出
（
改
行
）
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
対
称
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
琉
球
国
王
」
は
「
吾
が
王
」
に
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
琉
球
国
の
王
」
と
訓
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
琉
球
独
自

の
「
王
」
観
念
を
表
現
し
た
も
の
で
、
旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
の
「
本
州
中
山
国
王
」

（
琉
球
国
中
山
王
）
と
同
義
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
年
紀
に
明
年
号
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
明
皇
帝
か
ら
冊
封
さ
れ
た
「
琉
球
国
中
山
王
」
で
あ
る
こ
と
も
含
意

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

傍
線
部
③
に
「
法
王
の
身
を
現
す
」
と
あ
る
の
は
、
旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
に
「
須

弥
の
南
畔
は
、
世
界
洪
宏
な
れ
ど
も
、
吾
が
王
出
現
し
」
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
お

り
、
こ
こ
で
は
「
法
王
」
と
し
て
の
理
念
的
地
位
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

傍
線
部
④
に
は
「
万
歳
の
宝
位
」
と
あ
る
が
、「
宝
位
」
の
文
言
は
「
王
」
の
字

と
同
じ
く
一
字
擡
頭
さ
れ
て
お
り
、
王
の
地
位
を
「
宝
位
」
と
称
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
旧
首
里
城
正
殿
鐘
銘
の
「
宝
位
を
高
天
に
承
く
」
と
対
応

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
宝
位
」
と
は
〈
天
子
位
〉
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

傍
線
部
⑤
に
「
正
に
天
心
を
誠
に
す
」
と
あ
る
の
も
、
正
殿
鐘
銘
の
「
感
天
の
誠
を

輸
す
」
と
対
応
し
て
お
り
、〈
天
子
〉
と
し
て
「
天
心
」
に
忠
実
に
従
う
姿
勢
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

傍
線
部
⑦
に
は
「
万
古
の
皇
沢
」
と
あ
る
。「
皇
沢
」
の
文
言
も
「
王
」
の
字
と

同
じ
く
一
字
擡
頭
さ
れ
て
お
り
、
王
の
恩
沢
を
「
皇
沢
」
と
称
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
万
歳
の
宝
位
」
と
対
句
を
な
す
も
の
で
あ
り
、「
皇
沢
」
と
い

う
文
言
か
ら
は
、
や
は
り
王
を
〈
皇
帝
〉
に
擬
そ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
と
れ
る
。

4　

梵
鐘
銘
か
ら
み
た
尚
泰
久
代
の
統
治
理
念

旧
首
里
城
正
殿
鐘
お
よ
び
二
二
口
の
梵
鐘
の
銘
文
は
、
尚
泰
久
が
琉
球
国
中
山

王
・「
大
世
主
」・〈
天
子
〉・〈
皇
帝
〉・
法
王
と
し
て
の
属
性
を
兼
ね
備
え
た
存
在
で

あ
る
と
賛
美
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
琉
球

国
中
山
王
と
い
う
称
号
は
、
本
質
的
に
は
三
山
の
う
ち
の
中
山
の
王
統
の
継
承
者
で

あ
る
こ
と
を
表
象
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、〈
周
縁
〉
諸
島
は
お
ろ
か
、
沖
縄
島
内

に
割
拠
す
る
世
主
（
按
司
）
と
の
差
別
化
を
図
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
明
皇
帝

の
冊
封
は
、
か
つ
て
は
山
北
王
・
山
南
王
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
中
山
王
の
称
号
は
、
琉
球
国
全
体
の
支
配
権
を
正
当
化
す
る
も
の
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
琉
球
国
中
山
王
が
沖
縄
島
と
〈
周
縁
〉
諸
島
に
ひ
ろ
く
支
配
を
及

ぼ
す
に
あ
た
っ
て
は
、「
大
世
主
」
と
い
う
称
号
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
琉
球
孤
の
社
会
に
割
拠
す
る
「
世
主
」
に
優
越
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
大
世
主
」
と
し
て
の
姿
を
、
儒
学
観
念
に
も
と
づ
き
暗

喩
し
た
の
が
〈
皇
帝
〉
と
〈
天
子
〉
で
あ
る
。
両
者
は
同
義
的
で
は
あ
る
が
、〈
皇
帝
〉

が
沖
縄
島
に
お
け
る
絶
対
権
力
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、〈
天
子
〉
は
そ

の
空
間
を
超
越
す
る
普
遍
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
腑
分
け
し
て
み
る
な
ら
ば
、
二
二
口
の
梵
鐘
の
銘
文
に
「
君
臣
道
合
」

「
蛮
夷
不
侵
」
と
い
う
文
言
が
一
様
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

「
君
臣
道
合
」
は
、「
君
」（
君
主
）
と
「
臣
」（
臣
下
）
が
一
致
結
束
す
る
こ
と
を

祈
願
す
る
文
言
で
あ
る
。
沖
縄
島
と
〈
周
辺
〉
諸
島
に
割
拠
す
る
世
主
（
按
司
）
た

ち
を
「
臣
」
と
し
て
扱
い
、
み
ず
か
ら
は
「
君
」
た
ら
ん
と
す
る
、
尚
泰
久
の
意
思

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
大
世
主
」
が
複
数
の
世
主
た
ち

に
君
臨
す
る
姿
を
、
中
国
の
皇
帝
に
擬
し
た
の
が
〈
皇
帝
〉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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「
蛮
夷
不
侵
」
は
、
沖
縄
島
な
い
し
は
〈
周
辺
〉
諸
島
ま
で
を
含
め
た
領
域
を

〈
中
華
〉
と
し
て
措
定
し
、〈
辺
縁
〉
諸
島
と
〈
異
域
〉
を
「
蛮
夷
」
と
位
置
づ
け
た

う
え
で
、「
蛮
夷
」
が
〈
中
華
〉
を
侵
す
こ
と
が
な
い
よ
う
祈
願
す
る
文
言
で
あ
る

と
い
え
る
。
琉
球
国
中
山
王
が
「
蛮
夷
」
に
対
す
る
〈
中
華
〉
を
自
認
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
沖
縄
島
な
い
し
は
〈
周
辺
〉
諸
島
と
い
う
限
定
さ
れ
た
空

間
を
超
越
す
る
普
遍
的
な
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
四
海
」

（
天
下
）
を
治
め
る
〈
天
子
〉
で
あ
る
と
い
う
、
冊
封
の
論
理
と
は
相
反
す
る
琉
球

独
自
の
論
理
が
登
場
し
、
華
夷
の
入
れ
子
構
造
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
属
性
で
あ
る
「
法
王
」
は
、
仏
教
の
護
持
者
と
し
て
の

表
象
で
あ
る
が
、「
法
王
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
ま
た
は
暗
示
す
る
銘
文
を
刻
ん
だ

梵
鐘
を
首
里
城
正
殿
・
仏
教
寺
院
・
道
教
廟
な
ど
の
主
要
施
設
に
掛
着
し
た
の
は
、

王
権
が
仏
教
に
対
し
て
鎮
護
国
家
の
役
割
を
期
待
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。こ

れ
ら
の
王
権
の
要
請
に
応
え
た
の
が
相
国
寺
住
持
の
渓
隠
安
潜
で
あ
る
が
、
彼

が
京
都
五
山
で
修
行
し
た
琉
球
僧
で
あ
る
と
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
（
11
（

。
中
世
日
本

の
禅
宗
は
宋
代
以
降
の
儒
仏
一
致
を
基
本
と
し
て
お
り
、
鎮
護
国
家
を
標
榜
す
る
既

存
の
顕
密
仏
教
勢
力
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
治
心
」
だ
け
で

な
く
、
儒
学
思
想
に
お
け
る
「
治
国
」
の
論
理
を
為
政
者
に
対
し
て
積
極
的
に
説
い

て
い
た
（
11
（

。
室
町
期
の
官
寺
制
度
が
確
立
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
そ
う
し
た
「
興
禅

の
方
便
」
と
し
て
の
儒
学
の
必
要
性
は
薄
れ
た
も
の
の
、
禅
僧
た
ち
は
実
学
と
し
て

の
儒
学
を
学
習
し
て
い
た
と
い
う
（
11
（

。
渓
隠
安
潜
の
儒
学
知
識
の
深
浅
や
文
才
の
優
劣

は
措
く
と
し
て
、
彼
が
儒
仏
一
致
の
禅
宗
界
で
培
わ
れ
た
儒
学
知
識
に
も
と
づ
き
、

琉
球
国
中
山
王
を
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
に
擬
し
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
古
琉

球
期
の
禅
宗
が
鎮
護
国
家
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
、
仏
教
的
側
面
（
治
心
）
だ
け

で
な
く
、
儒
学
的
側
面
（
治
国
）
か
ら
も
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
（
11
（

。

こ
の
よ
う
に
、
尚
泰
久
は
梵
鐘
の
一
斉
鋳
造
と
い
う
営
み
を
と
お
し
て
、
琉
球
国

中
山
王
・
大
世
主
と
い
う
制
度
的
・
実
体
的
な
地
位
と
法
王
・〈
天
子
〉・〈
皇
帝
〉

と
い
う
理
念
的
地
位
を
統
合
し
、
そ
の
支
配
理
念
を
銘
文
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
旧
首
里
城
正
殿
鐘
は
「
万
国
津
梁
鐘
」
と
し
て
の
側
面
だ
け

で
な
く
、
首
里
城
正
殿
の
正
面
部
（
殿
前
）
と
い
う
王
権
の
象
徴
的
な
エ
リ
ア
に
掛

着
さ
れ
た
梵
鐘
で
あ
る
と
い
う
、
第
一
義
的
な
意
義
が
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
一
四
五
六
～
五
九
年
と
い
う
ご
く
短
い
期
間
に
梵
鐘
が
一
斉
に
鋳
造
さ

れ
、
仏
教
寺
院
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
設
に
掛
着
さ
れ
た
こ
と
の
政
治
史
的
な
意
義

も
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。　

❷
尚
泰
久
代
に
お
け
る
王
の
位
相

�

尚
泰
久
は
琉
球
国
中
山
王
・
大
世
主
と
し
て
の
制
度
的
・
実
体
的
地
位
、
お
よ

び
〈
天
子
〉・〈
皇
帝
〉・
法
王
と
い
う
理
念
的
地
位
を
兼
ね
備
え
る
存
在
で
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
属
性
を
政
治
史
的
文
脈
の
な
か
で
個
別
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

1　

琉
球
国
中
山
王
・
大
世
主
と
し
て
の
尚
泰
久

尚
泰
久
は
先
王
（
兄
）
の
尚
金
福
と
兄
の
志
魯
、
お
よ
び
甥
の
布
里
の
相
次
ぐ
死

去
に
と
も
な
い
王
位
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
同
時
代
史
料
で
あ

る
『
明
実
録
』
景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
二
月
己
亥
（
十
八
日
）
条
を
あ
ら
た
め
て

確
認
し
て
お
こ
う
。

　

�

琉
球
国
掌
国
事
王
弟
尚
泰
久
、
遣
使
来
朝
貢
。
因
奏
、
長
兄
国
王
金
福
薨
。
次

兄
布
里
与
侄
志
魯
争
立
、
焚
焼
府
庫
、
両
傷
俱
絶
。
将
原
賜
渡（
鍍
（金

銀
印
鎔
壊
無

存
、
今
本
国
臣
庶
、
推
臣
権
国
事
。
乞
賜
鋳
換
、
用
鎮
邦
民
。
命
所
司
給
之
、

賜
使
臣
宴
并
鈔
幣
等
物
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

琉
球
国
掌
国
事
王
弟
尚
泰
久
、
使
い
を
遣
わ
し
来
た
り
て
朝
貢
す
。
因
て
奏
す

る
に
、「
長
兄
国
王
金
福
薨
ず
。
次
兄
布
里
と
侄
志
魯
と
争
い
立
ち
、
府
庫
を
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焚
焼
し
、
両と
も

に
傷
つ
き
て
倶
に
絶
ゆ
。
原も
と

賜
り
た
る
鍍
金
銀
印
の
鎔
壊
し
て
存

す
る
こ
と
無
き
を
将も
っ

て
、
今
本
国
の
臣
庶
、
臣
を
権
国
事
に
推
す
。
乞
う
ら
く

は
鋳
換
す
る
を
賜
い
、
用も
っ

て
邦
民
を
鎮
め
ん
こ
と
を
」
と
。
所
司
に
命
じ
て
之こ
れ

を
給
せ
し
め
、
使
臣
に
宴
并
び
に
鈔
幣
等
の
物
を
賜
う
。　

先
王
の
尚
金
福
は
「
長
兄
」、
布
里
は
「
次
兄
」、
志
魯
は
「
侄
」（
甥
）
と
あ
る
。

尚
金
福
の
没
後
、
王
位
を
め
ぐ
っ
て
布
里
と
志
魯
が
軍
事
衝
突
し
た
こ
と
で
、「
府

庫
」
が
炎
上
し
、「
鍍
金
銀
印
」（
琉
球
国
中
山
王
印
）
が
滅
失
し
た
あ
げ
く
、
布

里
も
志
魯
も
傷
死
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
尚
泰
久
が
群
臣
・
庶
人
か
ら
「
権
国
事
」

（
仮
の
国
務
執
行
者
）
に
推
戴
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
尚
泰
久
は
明

に
遣
使
し
、
あ
ら
た
め
て
鍍
金
銀
印
を
鋳
造
・
賜
給
さ
れ
た
い
と
請
う
た
た
め
、
明

の
代
宗
（
景
泰
帝
）
は
こ
れ
に
応
じ
て
印
を
賜
給
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
奏
文
の
内
容
を
ど
こ
ま
で
真
実
と
み
な
す
か
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
尚
泰
久

が
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
「
世
子
」
と
称
し
て
報
喪
（
11
（

し
た
わ
け
で
は
な
く
、

わ
ざ
わ
ざ
「
王
弟
」「
権
国
事
」
と
し
て
の
立
場
で
王
権
の
分
裂
・
抗
争
を
告
白
し

て
報
喪
す
る
と
い
う
、
明
側
に
疑
念
を
抱
か
れ
か
ね
な
い
手
段
を
と
っ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
鍍
金
銀
印
が
手
元
に
な
く
、「
世
子
」
と
し
て
請
封
の
表
文
を
捧

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
採
っ
た
弥
縫
策
と
い
え
る
が
、
印
の
滅
失
理
由
に
つ

い
て
も
、
単
な
る
火
災
で
は
な
く
、
戦
火
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
王
権
の
分
裂
・
抗
争
は
、
隠
蔽
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
の
公
然
の
事
実
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
11
（

。

尚
泰
久
の
表
文
に
は
群
臣
・
庶
人
か
ら
「
権
国
事
」
に
推
戴
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

そ
れ
を
引
用
し
た
『
明
実
録
』
の
地
の
文
に
は
「
掌
国
事
」
と
あ
る
。
群
臣
・
庶
人

に
よ
る
推
戴
は
、
古
琉
球
社
会
に
お
い
て
、
王
か
ら
下
級
役
人
に
至
る
ま
で
集
団

に
よ
る
推
挙
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
（
11
（

、
明
側
も
君
臣
の
一
致
を
琉

球
国
中
山
王
の
冊
封
の
要
件
と
し
て
い
た
（
1（
（

。
群
臣
・
庶
人
か
ら
の
推
戴
を
主
張
す
る

こ
と
で
、
明
側
は
「
権
国
事
」
の
尚
泰
久
を
実
体
の
あ
る
国
務
執
行
者
、
す
な
わ
ち

「
掌
国
事
」
と
認
定
し
、
鍍
金
銀
印
を
賜
給
し
た
の
で
あ
る
（
11
（

。
尚
泰
久
は
群
臣
・
庶

人
に
推
戴
さ
れ
た
時
点
で
王
位
を
継
承
し
て
琉
球
国
中
山
王
と
な
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
対
明
外
交
の
局
面
に
お
い
て
は
、
受
封
ま
で
は
「
掌
国
事
」
と
し
て
の

立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
（
11
（

。��

こ
の
と
き
代
宗
が
尚
泰
久
に
発
し
た
景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
三
月
二
十
七
日
付

の
勅
諭
（
原
本
）
が
最
近
紹
介
さ
れ
た
（
11
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
王
弟
」
尚
泰
久
が
「
王

舅
」
応
志
古
ら
を
明
に
遣
わ
し
て
「
表
文
」
と
「
馬
」「
方
物
」
を
捧
げ
て
き
た
の

に
対
し
、
代
宗
は
こ
れ
を
「
忠
誠
」
と
し
て
賞
し
、
応
志
古
ら
に
「
錦
幣
」
を
「
特

賜
」
し
て
い
る
。
こ
の
勅
諭
の
存
在
に
よ
っ
て
、
前
掲
の
『
明
実
録
』
景
泰
五
年
二

月
己
亥
（
十
八
日
）
条
は
、
北
京
で
朝
貢
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
た
時
点
を
示
す
記
事
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
琉
球
―
福
建
―
北
京
間
の
行
程
に
半
年
以
上
は
要
す
る
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
（
11
（

、
尚
泰
久
が
琉
球
国
中
山
王
（
明
向
け
に
は
権
国
事
）
に
推
戴
さ
れ

た
の
は
、
一
四
五
三
年
の
夏
～
秋
頃
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
清
代
の
進
貢
船
の
出
航

事
例
が
冬
季
（
十
一
～
十
二
月
）
に
集
中
す
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
（
11
（

、
尚
泰
久
は
同
年

夏
～
秋
頃
に
即
位
し
て
ま
も
な
く
、
報
喪
使
節
を
派
遣
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
尚
泰
久
が
称
し
た
「
王
弟
」
と
い
う
地
位
に
も
注
目
さ
れ
る
。
単
純
に
王

の
弟
と
い
う
意
味
で
し
か
な
い
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、『
海
東
諸
国
紀
』

琉
球
国
紀
で
は
、
尚
徳
（
七
代
、
尚
泰
久
の
子
）
の
後
継
の
王
で
あ
る
「
中
和
」
に

は
、「
王
弟
」
の
「
於
思
」
と
「
次
弟
」
の
「
截
渓
」
が
い
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、「
王
弟
」
が
王
位
継
承
予
定
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、「
次
弟
」
と
は
区
別
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
つ
ま
り
、
尚
泰
久
が
「
王
弟
」
と
称
し
た
の
は
、
前

王
尚
金
福
が
自
ら
を
王
位
継
承
予
定
者
と
し
て
定
め
て
い
た
と
主
張
す
る
た
め
で
あ

ろ
う
。

朝
鮮
の
『
端
宗
実
録
』
元
年
（
一
四
五
三
）�

五
月
丁
卯
条
に
「
琉
球
国
王
弟
」
が

「
岐
浦
島
」（
喜
界
島
）
に
親
征
し
た
と
の
記
事
が
み
え
る
。
こ
の
段
階
で
の
「
王

弟
」
が
布
里
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
袋
中
著
『
琉
球
神
道
記
』（
一
六
〇
八
年
）

に
「
国
王
第
五
代
尚
泰
久
ノ
時
、
諸
嶋
を
平
グ
、
後
ニ
兵
ヲ
遣
シ
テ
鬼
界
嶋
ヲ
討

ニ
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
正
史
類
が
尚
徳
代
の
暴
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政
と
し
て
喜
界
島
親
征
を
糾
弾
す
る
の
に
対
し
、
古
琉
球
末
期
に
は
尚
泰
久
代
に
喜

界
島
を
征
討
し
た
と
す
る
伝
承
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
尚
泰

久
・
尚
徳
二
代
に
お
い
て
は
軍
事
行
動
を
抑
制
す
る
方
向
に
移
行
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
伝
承
は
尚
金
福
代
に
「
王
弟
」
尚
泰
久
が
喜
界
島
に
遠
征
し
た
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
。「
王
弟
」
が
王
権
の
軍
事
を
分
掌
し
、
王
権
内
部
で
一
定
の
影
響

力
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
り
（
11
（

、
尚
金
福
薨
去
後
の
争
乱
は
、「
王
弟
」
を
は
じ
め
と

す
る
王
族
た
ち
が
軍
事
権
を
分
掌
し
え
た
こ
と
の
帰
結
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
争
乱
を
経
て
王
位
を
継
承
し
た
尚
泰
久
と
し
て
は
、
王
権
の
安
定

化
、
な
か
ん
ず
く
自
ら
の
正
統
性
の
担
保
が
至
上
命
題
と
な
る
。
尚
泰
久
は
群
臣
・

庶
人
に
推
戴
さ
れ
た
時
点
で
琉
球
国
中
山
王
・
大
世
主
の
位
を
継
承
し
た
が
、
そ
れ

を
外
在
的
な
論
理
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
た
め
に
は
、
早
急
に
明
皇
帝
か
ら
冊
封
さ

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

2　

冊
封
さ
れ
た
「
琉
球
国
中
山
王
」
と
し
て
の
尚
泰
久

明
か
ら
冊
封
使
が
来
琉
し
、
尚
泰
久
が
「
琉
球
国
中
山
王
」
に
冊
封
さ
れ
た
の

は
、
王
位
継
承
か
ら
三
年
後
の
一
四
五
六
年
（
景
泰
七
）
の
こ
と
で
あ
る
（
11
（

。
報
喪
と

賜
印
（
一
四
五
四
年
）、
請
封
と
冊
封
決
定
（
一
四
五
五
年
）
と
い
う
段
階
を
踏
む

こ
と
で
、
尚
泰
久
は
「
権
国
事
」
か
ら
「
掌
国
事
」
に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
琉
球
国

中
山
王
に
冊
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

尚
泰
久
の
治
世
に
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
の
う
ち
最
古
の
銘
文
を
も
つ
の
は
、
景
泰
七

年
九
月
二
十
三
日
付
の
五
口
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
「
琉
球
国
／
王
大
世
主
〈
尚

泰
久
〉」
と
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、「
琉
球
国
王
」
と
は
、
本
質
的
に
は
「
琉
球
国

の
王
」（
琉
球
国
中
山
王
）
を
意
味
す
る
が
、
明
皇
帝
の
冊
封
を
も
含
意
す
る
と
す

れ
ば
、
尚
泰
久
は
景
泰
七
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
受
封
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
冊
封
使
は
前
年
四
月
に
発
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
（
11
（

、
来
琉
ま
で
に
一
年
半
程
度
を

要
し
た
こ
と
に
な
る
（
11
（

。
と
も
あ
れ
、
尚
泰
久
が
琉
球
国
中
山
王
と
し
て
梵
鐘
の
鋳
造

に
初
め
て
着
手
し
、
こ
れ
を
相
国
寺
を
は
じ
め
と
す
る
五
か
所
に
掛
着
し
た
こ
と
に

は
、
受
封
を
記
念
す
る
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

受
封
後
、
尚
泰
久
が
明
に
謝
恩
使
を
派
遣
し
た
こ
と
は
、『
英
宗
実
録
』
景
泰
八

年
（
一
四
五
七
）
二
月
庚
子
（
十
七
日
）
条
に
み
え
る
。
こ
の
記
事
が
福
州
到
着
後

ま
も
な
く
の
時
点
を
示
す
記
事
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
1（
（

、「
景
泰
八
年
朔
旦
」（
元
旦
）
と

い
う
象
徴
的
な
日
付
で
の
「
天
妃
宮
」
へ
の
梵
鐘
の
掛
着
は
、
謝
恩
使
の
往
路
の
航

海
安
全
を
祈
願
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
11
（

。

尚
泰
久
が
謝
恩
使
を
派
遣
し
た
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
明
側
で
政
変
が
発
生
し
て
い

た
時
期
と
重
な
る
。
す
な
わ
ち
、
景
泰
八
年
正
月
に
代
宗
が
失
脚
し
、
英
宗
が
重
祚

し
て
年
号
を
「
景
泰
」
か
ら
「
天
順
」
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
ど

の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
琉
球
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
が
、

や
は
り
梵
鐘
銘
で
あ
る
。
同
年
六
月
十
四
日
付
の
龍
翔
寺
鐘
銘
ま
で
は
「
景
泰
」
年

号
を
使
用
し
て
い
る
が
、
六
月
十
九
日
付
の
潮
音
寺
鐘
銘
か
ら
は
「
天
順
」
年
号
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
わ
ず
か
五
日
間
に
天
順
改
元
の
情
報
が
琉
球
に
伝
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
謝
恩
使
は
北
京
へ
の
途
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
福
州
に
残

留
す
る
使
節
の
一
部
が
琉
球
に
帰
国
し
、
天
順
改
元
の
情
報
を
伝
え
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
（
11
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
月
一
日
付
で
の
「
上
天
妃
宮
（
11
（

」
へ
の
梵
鐘
の
掛

着
は
、
使
行
の
最
中
で
あ
る
謝
恩
使
の
復
路
の
航
海
安
全
を
祈
願
す
る
意
味
合
い
を

帯
び
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

尚
泰
久
代
に
お
い
て
、
首
里
城
正
殿
以
外
に
掛
着
さ
れ
た
梵
鐘
二
二
口
の
う
ち
、

実
に
一
九
口
が
一
四
五
六
年
（
景
泰
七
）
か
ら
翌
一
四
五
七
年
（
景
泰
八
・
天
順

元
）
に
か
け
て
の
二
年
間
に
集
中
的
に
鋳
造
・
掛
着
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
冊
封
使

の
来
琉
と
謝
恩
使
の
渡
明
と
い
う
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
密
接
に
連
動
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
尚
泰
久
の
琉
球
国
中
山
王
と
し
て
の
制
度
的
・
実
体
的
地
位
が
確
立
し
つ
つ

あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
渓
隠
安
潜
は
仏
教
思
想
に
も
と
づ
く
「
法
王
」、
な
ら
び
に

儒
学
思
想
に
も
と
づ
く
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
と
し
て
の
理
念
的
地
位
を
加
味
し
た
梵

鐘
銘
を
作
成
し
、
王
権
の
称
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
王
に
対
し
て
理
想
と
す
べ
き
姿
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を
説
い
た
の
で
あ
る
。

3　

法
王
と
し
て
の
尚
泰
久

一
四
五
六
年
（
景
泰
七
）
以
降
に
鋳
造
・
掛
着
さ
れ
た
二
二
口
の
梵
鐘
に
は
、
ひ

と
し
く
「
君
臣
道
合
」「
蛮
夷
不
侵
」
の
祈
願
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、

沖
縄
島
内
で
は
「
君
」
と
「
臣
」
が
一
致
結
束
せ
ず
、〈
辺
縁
〉
諸
島
と
〈
異
域
〉

の
「
蛮
夷
」
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
内
憂
外
患
の
現
実
に
直
面
し

て
い
た
と
い
え
る
。
尚
泰
久
は
内
乱
と
対
外
戦
争
を
終
息
さ
せ
て
、
平
和
の
確
立
を

希
求
す
る
に
あ
た
り
、「
法
王
」
と
し
て
の
理
念
的
地
位
に
も
と
づ
き
、
仏
教
（
禅

宗
）
を
興
隆
し
、
鎮
護
国
家
を
実
現
す
る
と
い
う
発
想
を
抱
く
に
い
た
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

次
代
の
尚
徳
代
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
一
四
六
一
年
（
天
順
五
）
に
琉
球
に
漂
着

し
て
朝
鮮
に
送
還
さ
れ
た
肖
得
誠
ら
の
陳
述
に
よ
る
と
、
首
里
城
で
は
五
日
お
き
に

「
朝
会
」
が
挙
行
さ
れ
て
お
り
、「
朝
官
」
は
「
入
庭
」
す
る
と
「
合
掌
三
拝
」
し
て

い
た
と
い
う
（
11
（

。
中
国
・
朝
鮮
で
は
皇
帝
・
国
王
へ
の
拝
礼
は
鞠
躬
四
拝
礼
で
行
わ
れ

て
い
る
の
で
（
11
（

、
仏
教
儀
礼
に
由
来
す
る
「
合
掌
三
拝
」
礼
（
11
（

は
こ
の
時
期
の
琉
球
の
特

色
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
は
尚
泰
久
代
に
王
の
「
法
王
」
と
し
て
の
理
念
的
地
位
を

可
視
化
・
実
体
化
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
拝
礼
方
式
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

肖
得
誠
ら
を
送
還
し
た
琉
球
使
節
の
普
須
古
が
朝
鮮
側
か
ら
の
「
攻
戦
」（
戦
争
）

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、「
本
国
俗
尚
軽
死
」（
本
国
の
俗
は
尚な

お
死
を
軽
ん
ず
）
と

回
答
し
た
よ
う
に
（
11
（

、
好
戦
的
な
気
風
は
容
易
に
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
王
は
「
法
王
」
と
し
て
の
治
心
を
強
調
し
、「
朝
官
」
に
「
合
掌

三
拝
」
礼
の
実
践
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
普
須
古
が
持
参
し
た
尚
徳
書
契
に
「
鎮

邦
家
」（
鎮
護
国
家
）
の
た
め
大
蔵
経
を
贈
与
さ
れ
た
い
と
い
う
文
言
が
あ
る
（
11
（

の
も
、

同
じ
文
脈
の
な
か
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

尚
泰
久
代
に
お
け
る
仏
教
興
隆
は
、
寺
院
の
建
設
、
五
山
系
禅
僧
の
招
聘
、
梵
鐘

の
鋳
造
・
掛
着
、
大
蔵
経
の
施
入
（
11
（

と
い
っ
た
寺
院
政
策
だ
け
で
な
く
、
朝
会
儀
礼
に

ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
首
里
・
那
覇
と
い
う
限
定
的
な
エ
リ
ア
で
は

あ
る
が
、
仏
教
信
仰
が
民
衆
社
会
に
根
ざ
し
た
の
も
尚
泰
久
代
で
あ
る
と
い
う
（
1（
（

。

4　
〈
天
子
〉〈
皇
帝
〉
と
し
て
の
尚
泰
久

尚
泰
久
は
〈
天
子
〉〈
皇
帝
〉
に
擬
制
さ
れ
て
は
い
た
が
、「
天
子
」「
皇
帝
」
の

称
号
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
王
朝
交

代
期
以
降
は
「
聖
天
子
」
や
「
帝
王
」
と
い
う
表
現
が
憚
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
違
い
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
の
は
、
王
権
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
漢
文
を
駆
使
す
る
こ
と
の

で
き
る
者
た
ち
の
変
化
で
あ
る
。『
歴
代
宝
案
』
収
録
の
明
・
朝
鮮
・
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
対
す
る
漢
文
体
の
外
交
文
書
が
、
在
琉
華
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
金
石
文
の
文
案
作
成
者
も
尚
泰
久
代
以
前
に
お
い
て

は
在
琉
華
人
で
あ
っ
た
。
一
四
二
七
年
（
宣
徳
二
）
の
「
安
国
山
樹
花
木
記
」
は
、

尚
巴
志
代
の
「
国
相
」
で
あ
る
華
人
懐
機
の
指
導
に
よ
っ
て
、
首
里
城
外
に
龍
沢
を

造
成
し
て
樹
花
木
を
植
え
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
、
全
体
と
し
て
は
明
皇
帝
の

「
上
徳
」
を
賛
美
す
る
内
容
で
あ
る
。
皇
帝
の
恩
徳
に
よ
っ
て
外
地
の
草
木
ま
で
も

が
繁
茂
す
る
と
い
う
華
夷
の
論
理
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
は
琉
球
王
府
を

自
国
の
「
王
相
府
」
に
準
じ
る
も
の
と
み
な
し
、
皇
帝
が
「
王
相
」「
長
史
」
を
直

接
任
命
し
て
い
た
（
11
（

。「
王
相
」「
長
史
」
は
琉
球
国
王
の
臣
下
で
は
な
く
、
客
分
的
な

存
在
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
王
権
の
枢
要
に
参
与
し
つ
づ
け
る
か
ぎ
り
、
琉
球
国
中

山
王
を
天
子
・
皇
帝
に
擬
制
す
る
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
十
五
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
王
権
に
参
与
す
る
在
琉
華
人
が
減
少
す
る

一
方
で
（
11
（

、『
海
東
諸
国
紀
』
琉
球
国
紀
（
一
四
七
一
年
）
に
は
、「
三
発
司
」（
三
司

官
）
の
存
在
が
記
録
さ
れ
、「
当
国
大
臣
」
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
政
務
を
統
べ
る
こ
と
、

お
よ
び
「
本
国
人
」（
琉
球
人
）
で
な
け
れ
ば
任
命
さ
れ
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
長
史
」
と
「
正
議
大
夫
」
が
「
用
事
者
」
と
し
て
「
中
朝
人
来

居
者
」
か
ら
登
用
さ
れ
る
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
し
、
漢
文
体
の
外
交
文
書
が
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消
滅
す
る
わ
け
で
も
な
い
。「
用
事
者
」
と
は
、
同
書
の
国
俗
条
で
は
「
王
命
」
を

「
出
納
」
す
る
者
と
の
説
明
が
あ
り
、
王
の
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
11
（

。
し
か
し
、
政
務
の
統
括
者
は
在
琉
華
人
の
「
王
相
」
か
ら
琉
球
人
の
「
三
発

司
」
へ
と
変
化
し
（
11
（

、「
長
史
」
が
明
皇
帝
か
ら
任
命
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
十
五
世
紀
半
ば
に
は
、
琉
球
王
権
を
支
え
て
き
た
在
琉
華
人
の
影

響
力
が
弱
ま
り
、
琉
球
人
に
よ
る
官
人
組
織
が
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
し
た
王
権
内
部
の
構
造
変
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
琉
球
に
渡
来
す

る
五
山
系
禅
僧
が
増
加
し
た
。
尚
泰
久
は
王
権
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
相
国
寺
住
持
の

渓
隠
安
潜
を
優
遇
し
、
安
潜
も
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
き
尚
泰
久
を

「
法
王
」
と
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
に
擬
し
て
称
揚
し
つ
つ
、
治
心
と
治
国
を
説
き
、
王

権
の
支
配
理
念
の
形
成
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
尚
泰
久
代
に
お
い
て

「
皇
帝
」「
天
子
」
と
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
王
権
内
部
に
お

け
る
在
琉
華
人
の
影
響
力
が
い
ま
だ
強
か
っ
た
こ
と
、
逆
に
い
え
ば
、
第
二
尚
氏
王

朝
に
な
る
と
在
琉
華
人
の
影
響
力
が
さ
ら
に
弱
ま
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

儒
学
思
想
に
も
と
づ
く
天
子
・
皇
帝
の
論
理
は
、
五
山
系
禅
僧
の
渡
来
を
待
つ
ま

で
も
な
く
、
明
皇
帝
が
発
す
る
詔
勅
な
ど
を
と
お
し
て
琉
球
に
受
容
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
詳
細
な
内
容
を
知
り
う
る
最
古
の
事
例
は
、
先
述
の
「
安
国
山
樹
花
木
記
」

（
一
四
二
七
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
聖
天
子
」「
大
明
皇
帝
」
の
ほ
か
、「
天
京
」

「
特
賜
」「
上
徳
」
の
文
言
が
二
字
擡
頭
さ
れ
、「
天
京
」（
北
京
）
の
「
聖
天
子
」
で

あ
る
「
大
明
皇
帝
」
が
琉
球
国
王
に
「
特
賜
」「
上
徳
」
を
施
す
存
在
で
あ
る
こ
と

が
視
覚
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
王
権
に
参
与
す
る
在
琉
華
人
を
媒
介
と
し
て
、
す

で
に
天
子
・
皇
帝
の
論
理
が
受
容
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
尚
泰
久
の
冊
封
に
さ
い
し
て
の
代
宗
詔
書
の
冒
頭
部
分
（
11
（

を
例
に
と
る
と
、

　
　
　

奉

　

天
承
運

　

皇
帝�

、
詔
曰
、
帝
王
主
宰
天
下
、
恒
一
視
而
同
仁
。
藩
屏
表
率
国
中
、
或
同　
　
　

気
以
相
嗣
。
朕
、
恭
膺

　

天
命�

、
撫ぶ

馭ぎ
ょ

華
夷
、
封
建
諸
侯
、
無
間
遠
近
。
況
琉
球
国
、
遠
居
海
涯
、
俾　
　

統
其
民
、
豈
可
無
主
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

天
を
奉
じ
て
運
を
承
け
た
る
皇
帝
、
詔
し
て
曰
く
、
帝
王
の
天
下
を
主
宰
す
る

に
、
恒
に
一
視
し
て
同
仁
た
り
。
藩
屏
は
国
中
を
表
率
し
、
或
い
は
同
気
以も

て

相
嗣
ぐ
。
朕
、
恭
し
く
天
命
を
膺う

け
た
れ
ば
、
華
夷
を
撫ぶ

馭ぎ
ょ

し
、
諸
侯
を
封
建

す
る
に
、
遠
近
を
間へ
だ

つ
る
こ
と
無
し
。
況
ん
や
琉
球
国
は
、
遠
く
海
涯
に
居
し

た
れ
ば
、
其
の
民
を
統
べ
し
む
る
に
、
豈
に
主
無
か
る
べ
け
ん
や
。　

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
帝
王
」（
天
子
）
と
は
、「
天
命
」
を
う
け
て
「
天
下
」
を
「
主

宰
」
す
る
存
在
で
あ
り
、「
遠
近
」
の
区
別
な
く
「
華
夷
」
を
「
撫
馭
」
し
（
い
つ
く

し
み
お
さ
め
）、「
諸
侯
」
を
「
封
建
」
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
詔
勅
や
碑
文
、
あ
る
い
は
四
書
五
経
な
ど
の
漢
籍
（
11
（

に
よ
っ
て
儒
学
思
想

（
天
命
思
想
・
華
夷
思
想
）
が
受
容
さ
れ
、
明
と
の
冊
封
関
係
に
お
け
る
琉
球
国
中

山
王
と
し
て
の
名
分
が
意
識
づ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
尚
泰
久
は
禅
僧
渓

隠
安
潜
を
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
琉
球
王
権
の
支

配
理
念
へ
と
変
換
し
た
の
で
あ
る
。

尚
泰
久
が
〈
天
子
〉〈
皇
帝
〉
に
擬
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
沖
縄
島
に
割
拠

す
る
按
司
（
世
主
）
が
「
諸
侯
」、
王
権
の
直
接
支
配
が
お
よ
ぶ
沖
縄
島
な
い
し

〈
周
辺
〉
諸
島
ま
で
が
〈
中
華
〉、
そ
し
て
〈
辺
縁
〉
諸
島
と
〈
異
域
〉
は
「
蛮
夷
」

に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
二
口
の
梵
鐘
銘
に
み
え
る
「
君

臣
道
合
」
と
は
、〈
皇
帝
〉
と
〈
諸
侯
〉
と
の
君
臣
関
係
の
調
和
を
祈
願
す
る
も
の

で
あ
り
、「
蛮
夷
不
侵
」
と
は
、
沖
縄
島
の
〈
天
子
〉
が
〈
辺
縁
〉
諸
島
と
〈
異
域
〉

の
「
蛮
夷
」
に
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
祈
願
す
る
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
（
11
（

。

❸
尚
泰
久
代
に
お
け
る
王
権
の
課
題

尚
泰
久
代
に
お
け
る
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
へ
の
擬
制
を
み
て
く
る
と
、
あ
た
か
も
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尚
泰
久
の
王
権
が
盤
石
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
そ
う
に
も
な
る
が
、
む

し
ろ
実
態
は
逆
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。「
君
臣
道
合
」
と
「
蛮
夷
不
侵
」

と
い
う
祈
願
文
言
は
、
按
司
と
の
君
臣
関
係
が
未
成
熟
で
あ
り
、
か
つ
〈
辺
縁
〉
諸

島
と
〈
異
域
〉
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
尚
泰
久
代
の
王
権
が
抱
え
る
重
大
な
課
題
で
あ

り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
、〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
へ
の
擬
制
が
必
要

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
章
で
は
、〈
皇
帝
〉・〈
天
子
〉
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を

と
お
し
て
、
尚
泰
久
代
の
王
権
が
直
面
し
て
い
た
問
題
に
迫
り
た
い
。

1　

王
権
の
分
裂
と
「
君
臣
」
の
不
和

尚
泰
久
は
報
喪
の
表
文
に
お
い
て
、「
府
庫
焚
焼
」
に
よ
っ
て
「
鍍
金
銀
印
」
が

焼
失
し
た
と
報
告
し
て
い
る
が
、
実
際
に
首
里
城
で
火
災
が
発
生
し
た
と
み
る
こ

と
に
は
否
定
的
な
見
解
も
呈
さ
れ
て
い
る
（
11
（

。
た
し
か
に
、
尚
泰
久
の
王
位
継
承
が

一
四
五
三
年
の
夏
～
秋
頃
で
あ
り
、
請
封
が
一
四
五
五
年
春
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
そ
の
間
隔
は
一
年
余
し
か
な
く
、
首
里
城
正
殿
の
一
部
や
諸
施
設
が
被
災
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
正
殿
が
全
焼
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
被
災
は
想
定
し
が
た
い
。

首
里
城
の
被
災
の
程
度
は
措
く
と
し
て
、
尚
泰
久
の
王
位
継
承
が
尚
金
福
没
後
の

王
権
の
分
裂
・
抗
争
の
産
物
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
四
五
八
年
六
月
に
「
旧
首
里

城
正
殿
鐘
」
が
首
里
城
正
殿
の
殿
前
（
正
殿
の
正
面
部
）
に
掛
着
さ
れ
た
と
い
う
意

義
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
尚
泰
久
に
よ
っ
て
王
権
が
回

復
さ
れ
た
こ
と
を
誇
示
す
る
た
め
に
、「
旧
首
里
城
正
殿
鐘
」
が
鋳
造
・
掛
着
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
11
（

。「
万
国
津
梁
鐘
」
の
通
称
が
浸
透
し
、
そ
の
銘
文
の

前
半
部
分
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
の
梵
鐘
が
「
正
殿
鐘
」（
殿
前
鐘
）
で
あ

る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
い
ち
お
う
の
説
明
が
可
能
と
な
る
。

さ
て
、「
正
殿
鐘
」
の
銘
文
後
半
部
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
尚
泰
久
の
五
つ
の

属
性
―
琉
球
国
中
山
王
・
大
世
主
・〈
皇
帝
〉・〈
天
子
〉・〈
法
王
〉
―
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、「
憲
章
を
三
代
の
後
に
定
め
、
文
武
を
百
王
の
前さ
き

に
戢あ
つ

む
」
と
の
文
言
も

重
要
で
あ
る
。「
三
代
」
と
は
、
先
述
の
と
お
り
、
古
代
中
国
の
聖
世
で
あ
る
「
唐

虞
三
代
」（
堯
帝
・
舜
帝
と
夏
・
殷
・
周
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

継
者
で
あ
る
尚
泰
久
が
「
憲
章
」
を
制
定
し
、
か
つ
「
百
王
」（
末
裔
（
1（
（

）
に
至
る
ま

で
の
文
武
の
基
礎
を
築
い
た
と
高
ら
か
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。「
憲
章
」
と
い

う
の
は
、
具
体
的
な
条
目
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
仏
教
・
儒

教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
基
礎
と
し
て
王
位
継
承
の
安
定
化
を
図
り
、
か
つ
「
君
臣
道

合
」「
蛮
夷
不
侵
」
を
希
求
す
る
と
い
う
王
権
の
支
配
理
念
を
包
括
的
に
指
す
も
の

で
、
こ
れ
を
後
世
へ
の
規
範
と
し
て
遺
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
英
宗
実
録
』
天
順
三
年
（
一
四
五
九
）
三
月
甲
申
（
二
日
）
条
に
よ
る
と
、
尚

泰
久
は
明
の
英
宗
に
表
文
を
捧
げ
、

���

本
国
王
府
失
火
、
延
焼
倉
庫
銅
銭
・
貨
物
。
欲
将
附
搭
蘇
木
等
貨
、
照
永
楽
・

宣
徳
間
例
、
給
賜
銅
銭
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

本
国
王
府
失
火
し
、
倉
庫
の
銅
銭
・
貨
物
に
延
焼
す
。
附
搭
せ
る
蘇
木
等
の
貨

を
将も
っ

て
、
永
楽
・
宣
徳
間
の
例
に
照
ら
し
、
銅
銭
を
給
賜
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
欲
す
。

と
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
一
四
五
九
年
三
月
の
時
点
で
、
琉
球
の
進
貢
使

節
が
明
の
福
州
に
到
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

「
失
火
」
の
時
期
は
進
貢
船
の
那
覇
出
航
以
前
、
さ
ら
に
い
え
ば
尚
泰
久
の
表
文
作

成
以
前
の
出
来
事
と
な
る
。
前
年
の
一
四
五
八
年
に
発
生
し
た
事
件
と
み
る
の
が
自

然
で
あ
り
、
琉
球
の
正
史
類
に
み
え
る
「
阿
麻
和
利
・
護
佐
丸
の
乱
」
に
関
係
す
る

火
災
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
四
五
三
年
の
首
里
城
火
災
で
は
正
殿
の
一
部
が
被
災
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
に

対
し
、
今
回
の
火
災
は
「
銅
銭
」「
貨
物
」
を
保
管
す
る
「
倉
庫
」
の
火
災
で
あ
る

と
い
う
の
で
、
被
災
エ
リ
ア
は
よ
り
限
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
11
（

。
た
だ
し
、

わ
ざ
わ
ざ
王
権
の
動
揺
を
明
に
対
し
て
報
告
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
た
め
、「
失

火
」
と
し
て
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
の
梁
成
の
陳
述
に
よ
れ
ば
、
一
四
五
六

年
以
降
の
首
里
城
は
「
内
城
」「
中
城
」「
外
城
」
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、「
内
城
」
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は
「
三
層
閣
」（
正
殿
）
が
屹
立
す
る
空
間
、「
中
城
」
は
「
侍
衛
軍
」
が
常
駐
す
る

空
間
、「
外
城
」
は
「
倉
庫
」
と
「
厩
」
が
存
在
す
る
空
間
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、「
外
城
」
に
関
し
て
は
、
肖
得
誠
も
「
倉
庫
」
と
「
内
厩
」
が
存
在
す
る
と
証

言
し
て
い
る
（
11
（

。「
琉
球
国
図
」
で
も
北
西
の
廓
に
「
大
倉
」
の
注
記
が
あ
る
。「
銅

銭
」「
貨
物
」
を
保
管
す
る
「
倉
庫
」
が
首
里
城
の
中
核
（
内
城
）
エ
リ
ア
に
存
在

し
た
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
周
縁
（
外
城
）
エ
リ
ア
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
規
模
な
被
災
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
首
里
城
正
殿
鐘
の
掛
着
に
よ
っ
て
王
権

の
回
復
を
宣
言
し
た
の
ち
に
再
び
戦
乱
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
王
権

に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
四
五
九
年
三
月
、
尚
泰
久

が
現
存
の
か
ぎ
り
で
最
後
と
な
る
梵
鐘
を
一
品
権
現
と
東
光
寺
に
掛
着
し
て
い
る
の

は
、
ま
さ
し
く
「
君
臣
道
合
」
を
祈
願
す
る
と
い
う
切
実
な
現
実
に
対
応
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
四
五
八
年
の
火
災
は
、
王
と
按
司
と
の
確

執
・
争
乱
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

2　
「
蛮
夷
」
と
の
不
和

梵
鐘
銘
に
み
え
る
「
蛮
夷
」
と
い
う
表
現
は
、
沖
縄
島
な
い
し
は
〈
周
辺
〉
諸

島
ま
で
を
〈
中
華
〉
と
位
置
づ
け
、〈
辺
縁
〉
な
い
し
は
〈
異
域
〉
を
「
蛮
夷
」
と

み
な
す
、
琉
球
独
自
の
華
夷
意
識
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。「
蕃
夷
」（
番
夷
）
で
は
な
く
、「
蛮
夷
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

古
代
日
本
の
「
蕃
夷
」
観
念
（
11
（

や
明
代
の
『
大
明
会
典
』
に
み
ら
れ
る
「
番
夷
」
観

念
を
援
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
伝
統
的
な
四
夷
観
念
（
東
夷
・
南
蛮
・
西

戎
・
北
狄
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
島
を
中
心
と
す
る
方
位
に
照
ら
す

な
ら
ば
、「
蛮
」（
南
蛮
）
は
先
島
諸
島
、「
夷
」（
東
夷
）
は
奄
美
大
島
・
喜
界
島
以

東
（
以
北
）
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
蛮
夷
不
侵
」
と
い
う

祈
願
文
は
、
そ
う
し
た
〈
辺
縁
〉
諸
島
な
い
し
は
〈
異
域
〉
と
の
緊
張
関
係
の
裏
返

し
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
琉
球
の
版
図
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
先
島
諸
島
に
関
し
て
は
、

一
四
六
一
年
に
宮
古
島
に
漂
着
し
た
朝
鮮
の
肖
得
誠
が
そ
の
漂
着
先
を
「
琉
球
国
彌ミ

阿ア

槐ク
ィ

島
」
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
11
（

、
宮
古
島
は
既
に
琉
球
国
に
包
摂
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
宮
古
島
か
ら
沖
縄
島
へ
の
漂
流
人
移
送
が
実
現
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
南
西
諸
島
に
お
い
て
は
、
十
四
世
紀
半
ば
（
南
北
朝
期
）
以
降
、
島
津
氏

が
「
拾
弐
嶋
、
此
外
五
嶋
」、
も
し
く
は
「
十
八
嶋
」
を
所
領
と
し
て
い
た
（
11
（

。「
拾
弐

嶋
」
は
「
口
五
島
」
の
竹
島
・
硫
黄
島
・
黒
島
・
口
之
永
良
部
島
・
屋
久
島
、
お
よ

び
「
奥
七
島
」（
吐
噶
喇
列
島
）
の
口
之
島
・
中
之
島
・
臥
蛇
島
・
平
島
・
諏
訪
之

瀬
島
・
悪
石
島
・
宝
島
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
り
、「
五
嶋
」（
奄
美
諸
島
）
は
喜
界

島
・
大
島
・
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
・
与
論
島
を
指
し
て
い
る
（
11
（

。
十
三
～
十
四
世
紀

の
沖
縄
島
で
は
国
家
形
成
が
ま
だ
本
格
化
し
て
い
な
い
た
め
、
奄
美
諸
島
に
ま
で
支

配
を
拡
大
で
き
る
段
階
で
は
な
く
、
日
本
側
の
緩
や
か
な
支
配
が
与
論
島
に
ま
で
及

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
五
世
紀
前
半
の
琉
球
に
統
一
権
力
が
誕
生
す
る
と
、
次
第
に
そ
の

版
図
は
北
方
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
一
四
五
〇
年
、
博
多
商
人
道
安
が
琉
球
に
漂
着

し
た
朝
鮮
人
朴
万
年
ら
を
送
還
し
た
さ
い
、
琉
球
と
「
薩
摩
」
が
臥
蛇
島
を
折
半
し

て
領
有
し
て
い
る
こ
と
、「
琉
球
国
王
弟
」（
尚
泰
久
ヵ
）
が
「
岐キ

浦カ
イ

島
」（
喜
界
島
）

に
遠
征
し
た
こ
と
、
琉
球
と
「
薩
摩
」
は
近
年
「
和
睦
」
し
て
い
な
い
た
め
、「
薩

摩
」
が
博
多
商
人
の
琉
球
渡
航
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
を
陳
述
し
て
い
る
（
11
（

。
こ
う
し

た
状
況
下
で
琉
球
―
朝
鮮
間
を
往
来
す
る
労
苦
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
道
安
は

一
四
五
三
年
に
「
琉
球
国
図
」
を
朝
鮮
に
献
上
し
た
わ
け
で
あ
る
（
11
（

。

そ
の
内
容
年
代
は
概
ね
一
四
五
二
年
頃
と
さ
れ
る
が
、「
琉
球
国
図
」
の
諸
本
に

よ
っ
て
琉
球
と
日
本
と
の
境
界
に
は
段
階
差
が
認
め
ら
れ
る
。
臥
蛇
島
に
関
し
て
は
、

現
存
す
る
「
琉
球
国
図
」
が
「
半
属
日
本
、
半
属
琉
球
」、『
海
東
諸
国
紀
』
所
載
本

が
「
分
属
日
本
・
琉
球
」
と
し
て
お
り
、
両
者
の
記
述
は
一
致
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

「
琉
球
国
図
」
に
つ
い
て
の
み
、
奄
美
大
島
の
西
方
「
二
十
五
里
」
の
地
点
に
あ
る

「
思
柯
未
」
島
を
「
日
本
・
唐
土
之
境
」
と
す
る
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（
11
（

。「
思
柯
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未
」
が
吐
噶
喇
列
島
の
最
南
端
に
あ
る
横
当
島
に
相
当
す
る
と
す
れ
ば
（
1（
（

、
臥
蛇
島
を

境
界
と
す
る
時
期
と
横
当
島
を
境
界
と
す
る
時
期
と
の
先
後
関
係
が
問
題
と
な
る
。

十
五
世
紀
前
半
に
は
吐
噶
喇
列
島
（
七
島
）
の
う
ち
臥
蛇
島
・
平
島
が
種
子
島
氏

の
所
領
、
中
之
島
が
入
来
院
氏
の
所
領
と
な
っ
て
い
た
（
11
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
一
四
五
〇
年

頃
の
琉
球
は
、
薩
摩
・
大
隅
国
人
の
所
領
で
あ
る
島
々
に
勢
力
を
拡
張
し
つ
つ
あ

り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
島
津
氏
と
の
対
立
を
も
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
安

が
証
言
し
た
琉
球
と
「
薩
摩
」
と
の
不
和
、
お
よ
び
臥
蛇
島
の
分
割
領
有
は
、
こ
う

し
た
緊
張
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
四
五
三
年
四
月
に
朝
鮮
に
届
け

ら
れ
た
朝
鮮
国
王
宛
て
琉
球
国
王
咨
文
に
お
い
て
「
日
本
国
薩
摩
州
七
島
嶼
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
（
11
（

、
一
四
五
二
年
頃
の
琉
球
は
吐
噶
喇
列
島
を
「
薩
摩
」
領
と
認
識

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
臥
蛇
島
の
分
割
領
有
は
一
四
五
〇
年
頃

に
生
じ
た
一
時
的
な
現
象
に
す
ぎ
ず
、
琉
球
と
日
本
の
境
界
は
横
当
島
付
近
に
ま
で

南
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
の
版
図
の
北
限
は
、
基
本
的
に
奄

美
大
島
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
11
（

。
現
存
す
る
「
琉
球
国
図
」
は
、
一
四
五
〇
～
五
二

年
頃
の
情
報
と
一
四
五
二
年
頃
以
降
の
情
報
が
レ
イ
ヤ
ー
を
な
し
て
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
古
琉
球
の
版
図
は
、
基
本
的
に
奄
美
大
島
が
北
限
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、「
琉
球
国
図
」
は
大
島
・
喜
界
島
に
「
琉
球
内
」
と
の
注
記
を
付
し
て

い
る
。
一
方
、
琉
球
に
漂
着
し
た
朝
鮮
の
船
軍
で
あ
る
梁
成
は
一
四
六
二
年
に
帰

国
し
、
琉
球
の
「
国
東
」
に
「
池チ

ソ蘇
」（
喜
界
島
）
と
「
吾オ

シ

マ
時
麻
」（
大
島
）
の
「
二

島
」
が
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
も
琉
球
に
「
降
付
」
し
な
か
っ
た
が
、「
吾
時
麻
」
が

「
帰
順
」
し
て
か
ら
「
十
五
余
年
」
が
経
過
し
た
こ
と
、「
池
蘇
」
は
毎
年
征
討
し
て

も
「
服
従
」
し
て
い
な
い
こ
と
を
陳
述
し
て
い
る
（
11
（

。
こ
れ
ら
の
史
料
に
も
と
づ
け

ば
、
一
四
四
〇
年
代
後
半
に
琉
球
に
よ
る
奄
美
遠
征
の
動
き
が
お
こ
り
、
大
島
が
帰

順
し
た
も
の
の
、
喜
界
島
は
抵
抗
を
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
尚
泰
久
代
の
琉
球
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
と
な
る
の
は
喜
界
島
で

あ
っ
た
と
い
え
る
（
11
（

。
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
は
、
十
三
世
紀
以
降
、
喜
界
島
を
断
続
的

に
所
領
と
し
て
き
た
島
津
氏
の
存
在
で
あ
る
。
島
津
忠
国
は
尚
徳
に
対
し
て
書
状
を

送
り
、
尚
徳
も
一
四
六
一
年
六
月
に
返
書
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
尚
徳
は

忠
国
の
書
状
を
「
太
平
書
」
と
称
し
、「
山
礪
河
帯
、
守
千
春
水
魚
約
盟
、
革
故
鼎

新
、
堅
万
歳
邦
家
柱
石
」（
山
礪
河
帯
、
千
春
水
魚
の
約
盟
を
守
り
、
故ふ
る

き
を
革あ
ら
ため

て
新
し
き
を
鼎か
な

え
、
万
歳
邦
家
の
柱
石
を
堅
め
ん
）
と
結
ん
で
い
る
（
11
（

。
島
津
氏
側
か

ら
和
睦
を
も
と
め
る
「
太
平
書
」
が
送
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
琉
球
側
は
こ

れ
に
応
じ
、
永
久
に
「
水
魚
約
盟
」
を
結
ぶ
と
回
答
し
、「
革
故
鼎
新
」
こ
そ
が
国

家
の
安
寧
に
つ
な
が
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
両
者
の
和
睦
が
成
立
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
一
四
四
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
け
る
琉
球
の
版
図
の
北
方
へ
の

拡
大
に
と
も
な
う
「
薩
摩
」
と
の
不
和
は
、
や
は
り
島
津
氏
と
の
対
立
で
あ
っ
た
と

考
え
る
ほ
か
な
い
（
11
（

。

こ
う
し
た
境
界
の
動
態
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
尚
泰
久
が
一
四
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

後
半
に
か
け
て
祈
願
し
た
「
蛮
夷
不
侵
」
の
「
蛮
夷
」
と
は
、〈
辺
縁
〉
の
奄
美
大

島
・
喜
界
島
、
さ
ら
に
は
〈
異
域
〉
と
し
て
の
南
九
州
地
域
や
吐
噶
喇
列
島
が
想
定

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
実
に
お
い
て
は
、
尚
泰
久
が
吐
噶
喇
列

島
へ
の
版
図
拡
大
の
動
き
を
停
止
し
た
こ
と
で
、
尚
徳
代
に
島
津
氏
と
の
和
睦
が
成

立
し
、「
蛮
夷
不
侵
」
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
和
睦
に
あ
た
っ
て
、
島
津
氏

側
か
ら
先
に
「
太
平
書
」
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
琉
球
側
が
優
位
な
か
た
ち
で

和
睦
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
琉
球
国
の
王
は
〈
天
子
〉
に
擬
制
さ
れ
、
理

念
的
に
は
「
蛮
夷
」
を
撫
育
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
従
来
の
武
断
主
義
か
ら
文
治

（
礼
治
）
主
義
へ
の
転
換
を
進
め
る
琉
球
に
と
っ
て
、
島
津
氏
側
か
ら
の
働
き
か
け

で
和
睦
が
成
立
し
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
展
開
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

❹
尚
泰
久
代
の
規
範
性

尚
泰
久
代
に
王
権
の
理
念
形
成
が
進
行
し
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
後
代
の
王
権
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
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る
に
あ
た
っ
て
格
好
の
素
材
と
な
る
の
が
、
第
一
尚
氏
王
朝
か
ら
第
二
尚
氏
王
朝
へ

の
交
代
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
尚
徳
没
後
か
ら
尚
真
代
前
半
に
か
け
て
の
王
権
の
理

念
を
析
出
し
て
い
き
た
い
。

1　

相
国
寺
巨
鐘
銘
と
王
朝
交
代

ま
ず
、
成
化
己
丑
（
一
四
六
九
）
十
月
七
日
の
年
紀
を
も
つ
相
国
寺
巨
鐘
銘
の
全

文
を
引
用
し
よ
う
。

　

�

琉
球
国　

君
世
高
王
、
乗
大
願
力
、
新
鋳
巨
鐘
、
寄
捨
相
国
寺
。
説
偈
以
銘

之
、
祝
王
基
之
万
歳
。
安
国
利
民
聖
天
子
、
継
唐
虞
之
化
、
全
文
偃
武
賢
宰

相
、
霈
霖
雨
之
秋
、
茲
有
巨
鐘
新
鋳
、
就
高
楼
掛
。
粛
万
機
心
無
端
、
扣
起
群

生
夢
、
天
上
人
間
妙
法
音
。
時
成
化
己
丑
十
月
七
日
、
住
持
渓
隠
記
之
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

琉
球
国
の
君
世
高
王
、
大
願
力
に
乗
じ
、
巨
鐘
を
新
鋳
し
、
相
国
寺
に
寄
捨

す
。
偈
を
説
き
て
以
て
之こ
れ

に
銘
じ
、
王
基
の
万
歳
を
祝
す
。
国
を
安
ん
じ
民
を

利
す
る
聖
天
子
は
、
唐
虞
の
化
を
継
ぎ
、
文
を
全
う
し
て
武
を
偃お
さ

む
る
賢
宰
相

は
、
霖
雨
の
秋と
き

を
霈め
ぐ

む
。
茲
に
巨
鐘
の
新
鋳
す
る
有
り
、
高
楼
に
就
き
掛
く
。

万
機
を
粛と
と
のえ

て
心
に
端
無
く
、
群
生
の
夢
を
扣
起
す
る
は
、
天
上
人じ
ん
か
ん間

の
妙
法

音
な
り
。
時
に
成
化
己
丑
十
月
七
日
、
住
持
渓
隠
之こ
れ

を
記
す
。

こ
の
梵
鐘
の
鋳
造
・
寄
進
が
「
世
高
王
」（
尚
徳
）
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
、
相
国

寺
住
持
の
渓
隠
安
潜
が
銘
文
を
製
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、「
聖
天
子
」
で

あ
る
尚
徳
の
「
安
国
利
民
」
の
理
念
は
、「
唐
虞
之
化
」（
堯
帝
・
舜
帝
の
徳
）
に
比

肩
す
る
と
賛
美
す
る
だ
け
な
く
、「
賢
宰
相
」
の
「
全
文
偃
武
」
の
姿
勢
を
も
賛
美

し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
全
文
偃
武
」
と
は
、
文
治
（
礼
治
）
主
義
を
尊
重
し
、
武

断
主
義
を
否
定
す
る
と
い
う
政
治
姿
勢
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
泰
久

代
に
は
暗
示
的
で
あ
っ
た
〈
天
子
〉
が
、
こ
こ
で
は
儒
学
思
想
に
も
と
づ
き
「
聖
天

子
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、「
琉
球
国　

君
」

と
い
う
闕
字
を
と
も
な
う
敬
意
表
現
は
、
尚
泰
久
代
の
梵
鐘
銘
の
「
琉
球
国
／
君
」

（
擡
頭
）
と
対
応
す
る
も
の
で
、「
琉
球
国
の
君
」
と
訓
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
相
国

寺
巨
鐘
銘
で
は
「
世
高
王
」
と
呼
称
し
た
た
め
、「
王
」
の
重
複
を
避
け
て
「
君
」

の
呼
称
が
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
明
皇
帝
の
冊
封
を
受

け
た
琉
球
国
中
山
王
で
あ
る
こ
と
と
、「
聖
天
子
」
で
あ
る
こ
と
と
の
名
分
上
の
矛

盾
を
解
消
す
る
た
め
に
積
極
的
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
11
（

。

さ
て
、
尚
徳
の
没
日
は
「
成（
一
四
六
九
（

化
五
年
八
月
十
八
日
」
と
さ
れ
る
の
で
（
11
（

、
こ
れ
を
信

用
す
る
な
ら
ば
、
尚
徳
は
梵
鐘
の
完
成
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
没
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
、
渓
隠
安
潜
は
「
聖
天
子
」
尚
徳
の
遺
徳
で
あ
る
「
安
国
利
民
」
の
理

念
を
賛
美
す
る
と
と
も
に
、「
賢
宰
相
」
の
「
全
文
偃
武
」
の
善
政
を
賛
美
し
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
賢
宰
相
」
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は

ク
ー
デ
タ
ー
で
王
朝
交
代
を
遂
げ
た
金
丸
（
尚
円
）
で
あ
る
が
、
正
史
類
を
も
っ
て

し
て
も
、
そ
の
役
職
は
御お
も
の
ぐ
す
く
お
さ
す
の
そ
ば

物
城
御
鎖
之
側
（
貿
易
担
当
者
）
に
と
ど
ま
る
た
め
、「
宰

相
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
地
位
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
当
時
は
王
を

補
佐
す
る
「
三
発
司
」（
の
ち
の
三
司
官
）
が
存
在
す
る
の
で
、「
賢
宰
相
」
と
は
尚

徳
代
か
ら
の
三
発
司
を
指
す
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
泰
久
・
尚
徳
父
子
は
相
国

寺
住
持
で
僧
録
の
渓
隠
安
潜
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
金
丸
（
尚

円
）
が
芥
隠
承
琥
を
優
遇
し
た
こ
と
（
1（
（

に
鑑
み
れ
ば
、
相
国
寺
巨
鐘
の
寄
進
は
第
一
尚

氏
王
朝
の
体
制
下
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
丸
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
は
、
尚
徳
薨
去
か
ら
若
干
の
時
間
を
お
い
て
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

尚
徳
の
親
族
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
朝
鮮
の
肖
得
誠
の
陳
述
に
よ
る
と
、

一
四
六
一
年
時
点
で
三
三
歳
の
尚
徳
は
、
四
子
を
も
う
け
て
お
り
、
長
男
は
一
五
歳

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
（
11
（

。
尚
徳
薨
去
の
二
年
後
に
あ
た
る
一
四
七
一
年
冬
、
先
王
尚

徳
の
名
義
に
よ
る
使
節
と
し
て
朝
鮮
を
訪
れ
た
自
端
西
堂
に
よ
る
と
、
現
在
の
王
は

一
六
歳
の
「
中
和
」（
唐
名
未
定
）
で
あ
り
、
弟
に
一
三
歳
の
「
於
思
」
と
一
〇
歳

の
「
截
渓
」
が
い
る
と
い
う
（
11
（

。
こ
れ
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
尚
徳
の
長
男
は
没
し
て

お
り
、
次
男
の
「
中
和
」
が
王
位
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
中
和
」
の
実
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在
性
と
王
位
継
承
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、『
歴
代
宝
案
』に
成
化
六
年（
一
四
七
〇
）

四
月
一
日
付
の
尚
徳
名
義
の
咨
文
、
お
よ
び
同
年
九
月
七
日
付
の
尚
円
符
文
・
執
照

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
五
か
月
の
間
に
金
丸
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

発
生
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
11
（

。
尚
徳
薨
去
後
の
王
権
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態

で
あ
っ
た
た
め
、
渓
隠
安
潜
は
相
国
寺
巨
鐘
銘
を
製
す
る
に
あ
た
り
、
先
王
尚
徳
の

遺
徳
だ
け
で
な
く
「
賢
宰
相
」
の
善
政
を
も
賛
美
す
る
こ
と
で
、
王
権
の
護
持
に
努

め
た
の
で
あ
る
。�

さ
て
、
金
丸
が
尚
姓
を
冒
し
て
「
尚
円
」
と
名
乗
っ
た
事
実
に
も
注
目
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
明
側
に
ク
ー
デ
タ
ー
の
事
実
を
知
ら
れ
て
は
冊
封
に
支
障
が
生
じ
る
た

め
、
尚
徳
の
「
世
子
」
と
し
て
尚
姓
を
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
琉
球
国
内
の
政
治

史
の
文
脈
に
即
し
て
い
え
ば
、
放
伐
（
易
姓
革
命
）
で
は
な
く
、
尚
徳
（
ま
た
は

「
中
和
」）
か
ら
の
禅
譲
に
よ
る
王
位
継
承
で
あ
る
と
主
張
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
第
一
尚
氏
王
朝
に
お
い
て
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
王
権
の
支
配
理

念
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
金
丸
が
王
権
を
支
え
る
一
員
で

あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
束
縛
か
ら
完
全
に
自
由
で
は
あ
り
え
ま
い
。
そ
し
て
、

金
丸
が
即
位
後
に
重
用
し
た
の
が
禅
僧
の
芥
隠
承
琥
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ク
ー
デ

タ
ー
の
正
当
化
に
は
、
や
は
り
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
必
須
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
尚
真
代
の
「
百
浦
添
欄
干
之
銘
」（
一
五
〇
九
年
）
に
お
い
て
察
度
王
統
・

第
一
尚
氏
王
統
・
第
二
尚
氏
王
統
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
（
11
（

、
尚

円
か
ら
尚
真
に
至
る
ま
で
の
王
代
に
王
朝
交
代
の
事
実
が
喧
伝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。

『
中
山
世
鑑
』（
一
六
五
〇
年
）
は
尚
徳
の
暴
政
、
と
り
わ
け
一
四
六
六
年
の
喜
界

島
親
征
が
国
力
の
衰
退
を
招
い
た
と
批
判
し
、
金
丸
（
尚
円
）
に
よ
る
王
位
簒
奪

（
易
姓
革
命
）
を
正
当
化
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
第
一
尚
氏
王
朝
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ

る
渓
隠
安
潜
は
「
安
国
利
民
聖
天
子
」
で
あ
る
尚
徳
と
、「
全
文
偃
武
」
の
善
政
を

施
す
「
賢
宰
相
」
を
賛
美
し
て
い
た
。
現
実
に
お
い
て
も
、
尚
徳
は
一
四
六
一
年
に

島
津
氏
と
の
和
睦
を
成
立
さ
せ
、
奄
美
諸
島
以
北
を
め
ぐ
る
紛
争
を
休
止
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
喜
界
島
親
征
を
裏
づ
け
る
同
時
代
的
な
根
拠
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し

ろ
袋
中
著
『
琉
球
神
道
記
』（
一
六
〇
八
年
）
に
は
喜
界
島
親
征
を
尚
泰
久
の
事
跡

と
す
る
伝
承
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
記
述
と
年
代
的
に
一
致

す
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
中
山
世
鑑
』
が
こ
の
伝
承

を
尚
徳
の
事
跡
と
し
て
読
み
替
え
、
尚
円
に
よ
る
王
位
簒
奪
の
正
当
化
に
利
用
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
古
琉
球
期
の
王
統
を
区
別
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
の
は
『
中
山
世

鑑
』
以
降
の
認
識
の
枠
組
み
な
の
で
あ
っ
て
、
尚
円
に
と
っ
て
王
朝
交
代
は
隠
蔽
す

べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
事
実
と
し
て
の

王
朝
交
代
後
に
お
い
て
も
、
尚
泰
久
代
の
規
範
（「
憲
章
」）
は
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2　
〈
皇
帝
〉・〈
天
子
〉・
法
王
意
識
の
継
承
と
顕
在
化

第
二
尚
氏
王
朝
の
初
代
尚
円
（
金
丸
）
は
、
前
王
朝
（
尚
泰
久
代
）
の
規
範
を
継

承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
古
琉
球
の
盛
世
を
現
出
し
た
尚
真
代

（
三
代
、
在
位
一
四
七
七
～
一
五
二
六
）
前
半
の
様
相
を
探
っ
て
み
よ
う
。
な
お
、

本
稿
で
は
王
権
の
成
熟
を
あ
ら
わ
す
「
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
」（
一
五
〇
九
年
）
の

製
述
を
画
期
と
し
て
、
約
半
世
紀
に
わ
た
る
尚
真
の
治
世
を
前
半
と
後
半
に
区
分
す

る
こ
と
に
す
る
。

尚
真
は
第
二
尚
氏
の
菩
提
寺
と
す
べ
く
、
一
四
九
四
年
に
首
里
城
の
膝
下
に
禅
宗

寺
院
円
覚
寺
を
創
建
し
た
。
開
山
は
芥
隠
承
琥
で
あ
る
。
翌
一
四
九
五
年
に
は
「
大

仏
宝
殿
」
内
の
殿
中
鐘
一
口
と
殿
前
鐘
一
口
が
掛
着
さ
れ
、
住
持
一
樗
が
銘
文
を
製

し
た
。
ま
ず
、
殿
中
鐘
銘
を
み
る
と
、
尚
真
は
「
琉
球
国
中
山
府
君
乙
（
一
四
六
五
（

酉
睿
産
尚

真
帝
王
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。「
帝
王
」（
皇
帝
）
と
し
て
の
理
念
的
地
位
が
初
め
て

明
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
鐘
銘
に
は
陽
鋳
で
廓
を
設
け
て
金

象
嵌
で
文
字
を
示
し
、
か
つ
一
字
擡
頭
し
た
と
こ
ろ
が
三
か
所
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
尚
真
帝
王
」「
檀
施
之
善
利
壮
乎
叢
」「
帝
道
堅
固
」
の
部
分
で
あ
り
、「
帝
王
」
た
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る
尚
真
と
そ
の
檀
越
と
し
て
の
功
徳
に
最
大
の
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
11
（

。

し
か
も
、
明
年
号
を
使
用
し
た
「
大
明
弘
治
八
署
竜
含
〈
乙
卯
〉
孟
秋
吉
日
」
の
年

月
日
に
は
擡
頭
が
な
く
、「
帝
王
」
尚
真
が
「
大
明
」
よ
り
も
優
越
す
る
存
在
で
あ

る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
殿
前
鐘
銘
を
み
る
と
、
尚
真
は
「
今
上
世
主
尚
真
王
」
と
称
さ
れ
、「
徳

越
漢
帝
、
名
逿
梁
武
」（
徳
は
漢
帝
を
越
え
、
名
は
梁
武
を
逿す

ぐ
）
と
賛
美
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
今
上
世
主
尚
真
王
宮
生
」
の
文
字
は
、
陽
鋳
で
廓
を
設
け

て
金
象
嵌
で
表
し
、
か
つ
一
字
擡
頭
を
施
し
て
い
る
。
明
年
号
を
使
用
し
た
「
大
明

弘
治
八
年
乙
卯
七
月
吉
日
」
の
年
月
日
も
同
じ
く
一
字
擡
頭
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は

明
と
の
対
等
が
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
殿
中
鐘
銘
で
「
帝
王
」
意
識
が
強
烈
に
表
出
し
て
い
る
の
に
対

し
、
殿
前
鐘
は
抑
制
的
で
あ
り
、
従
来
ど
お
り
暗
示
的
に
〈
皇
帝
〉〈
天
子
〉
意
識

を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
目
に
触
れ
や
す
い
殿
前
鐘
で
は
「
世
主
」
と
称
し
、

触
れ
に
く
い
殿
中
鐘
で
は
「
帝
王
」
と
称
す
る
と
い
う
空
間
に
応
じ
た
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
11
（

。
円
覚
寺
は
明
の
冊
封
使
が
訪
問
す
る
空
間
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
耳
目
に
触
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
円
覚
寺
境
内
の
碑
文
銘
を
み
る
と
、「
円
覚
禅
寺
記
」（
荒
神

堂
之
南
之
碑
文
、
一
四
九
七
年
）
に
は
「
今
上
国
王
」「
国
君
」
と
あ
り
、「
国
王
頌

徳
碑
」（
荒
神
堂
之
北
之
碑
文
、
一
四
九
八
年
）
で
は
「
大
琉
球
国
王
」
と
し
て
明

に
朝
貢
す
る
尚
真
の
姿
勢
が
賛
美
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
円
覚
寺
松
尾
之
碑
文
」

（
一
五
〇
一
年
）
に
も
「
今
上
国
王
」「
仏
心
天
子
」
と
あ
る
。「
仏
心
天
子
」
は
、

従
来
の
「
法
王
」
と
「
天
子
」
が
融
合
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
仏
教
的
な
文
脈
で

使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
の
天
子
（
天
命
思
想
に
も
と
づ
く
天
子
、「
聖
天
子
」）

と
は
異
な
る
と
い
う
弁
明
が
可
能
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

首
里
城
の
近
く
に
は
、
一
四
九
七
年
に
二
つ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、

「
官
松
嶺
記
」（
下
ミ
ヤ
キ
ジ
ナ
ハ
ノ
碑
文
）
は
尚
真
を
「
国
君
」
と
称
し
、
そ
の
寿

命
を
皇
帝
に
擬
え
て
「
聖
寿
」
と
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、「
万
歳
嶺
記
」（
上
ミ
ヤ

キ
ジ
ナ
ハ
ノ
碑
文
）
に
は
「
漢
武
之
徳
」「
秦
始
之
爵
」
と
の
表
現
が
み
え
、
尚
真

は
漢
の
武
帝
と
秦
の
始
皇
帝
に
比
肩
す
る
存
在
で
あ
る
と
賛
美
さ
れ
て
い
る
。「
嶺
」

と
は
、
一
般
的
な
意
味
で
は
頂
上
へ
登
る
た
め
の
道
が
と
お
る
山
を
指
す
が
、
こ
の

場
合
は
首
里
城
へ
繋
が
る
道
が
と
お
る
山
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
弁
ケ
岳
（
標
高

一
六
五
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
西
側
に
ひ
ろ
が
る
丘
陵
上
に
首
里
城
が
位
置
し
、
そ
こ
か

ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
へ
進
ん
だ
と
こ
ろ
が
「
万
歳
嶺
」（
現
在
の
首
里
観
音
堂

所
在
地
）
で
あ
る
。
こ
こ
は
丘
陵
の
西
端
部
（
標
高
六
五
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
那

覇
方
面
を
よ
く
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
万
歳
嶺
」
か
ら
少
し
ば
か
り
下
っ
た

と
こ
ろ
が
「
官
松
嶺
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
首
里
城
と
崇
元
寺
（
崇
元
寺
と
那
覇
は

長
虹
堤
に
よ
っ
て
接
続
）
を
む
す
ぶ
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
上
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
冊
封
使
の
耳
目
を
意
識
し
て
抑
制
的
な
表
現
に
と
ど
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
尚
真
代
前
半
に
お
け
る
「
帝
王
」
意
識
は
、
菩
提
寺
で
あ
る
円
覚

寺
の
殿
中
鐘
で
の
み
限
定
的
に
発
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
殿
前
・
境
内
、
お
よ

び
道
路
沿
い
で
は
「
世
主
」「
国
王
」
と
し
て
の
建
前
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
四
九
〇
年
代
か
ら
一
五
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
尚
真
は
円
覚
寺
を
創
建
し
た
ほ

か
、
松
の
繁
茂
に
注
力
し
て
い
る
。
首
里
城
に
つ
な
が
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
上
の

松
が
自
生
す
る
と
こ
ろ
を
「
万
歳
嶺
」
と
命
名
し
、
そ
の
近
く
に
「
松
数
千
株
」
を

植
樹
し
て
「
官
松
嶺
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。「
官
松
嶺
記
」
に
「
祝
聖
寿
、
則

松
以
不
古
、
松
以
長
今
、
比
聖
徳
、
則
嶺
以
高
大
、
嶺
以
峻
秀
」（
聖
寿
を
祝
さ
ば
、

則
ち
松
は
以
て
古
か
ら
ず
、
松
は
以
て
長
今
た
り
。
聖
徳
に
比
ぶ
れ
ば
、
則
ち
嶺
は

以
て
高
大
た
り
、
嶺
は
以
て
峻
秀
た
り
）
と
あ
る
よ
う
に
、
尚
真
の
「
聖
寿
」（
寿

命
）
の
長
さ
は
松
の
悠
久
性
に
擬
え
ら
れ
、「
聖
徳
」
の
高
さ
は
嶺
の
高
大
で
峻
秀

な
さ
ま
に
擬
え
ら
れ
た
。
ま
た
、「
円
覚
寺
松
尾
之
碑
文
」
は
、「
松
苗
一
千
株
」
を

境
内
に
植
樹
し
て
将
来
の
修
理
用
材
と
す
る
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
り
、
尚
家

菩
提
寺
の
永
久
性
を
観
念
的
か
つ
即
物
的
に
担
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

尚
真
の
土
木
・
植
樹
事
業
の
推
進
に
と
も
な
い
、
建
碑
の
文
化
が
定
着
し
、
そ
れ
が

王
権
の
正
統
性
を
誇
示
す
る
手
段
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
（
11
（

、
そ
れ
は
尚
泰
久
が
掲
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げ
た
支
配
理
念
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
王
朝
交
代
期
か
ら
尚
真
代
前
半
に
か
け
て
、「
聖
天
子
」「
帝
王
」

（
皇
帝
）
と
い
う
意
識
が
金
石
文
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、「
帝
王
」
に
関
し

て
は
、
円
覚
寺
の
殿
中
鐘
で
の
み
示
さ
れ
、
殿
前
鐘
・
石
碑
で
は
皇
帝
に
擬
え
る
暗

示
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
使
用
す
る
に
と
ど
ま
り
、「
国
王
」「
世
主
」
と
い
う
建
前
の

ほ
う
が
明
示
さ
れ
る
と
い
う
、
空
間
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
帝
王
」
と
「
国
王
」
と
の
不
整
合
性
を
解
消
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
た
の
が
、「
琉
球
国
君
」「
中
山
府
君
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
11
（

。
と
も
あ
れ
、

尚
真
は
「
帝
王
」
と
し
て
の
意
識
を
潜
在
的
に
抱
き
つ
つ
、
局
面
に
応
じ
て
、
琉
球

国
中
山
王
、
あ
る
い
は
「
仏
心
天
子
」（
法
王
）
と
し
て
の
姿
を
使
い
わ
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

❺
尚
真
代
後
半
～
尚
清
代
に
お
け
る
支
配
理
念
の
転
換

尚
泰
久
代
の
王
権
の
支
配
理
念
が
第
二
尚
氏
王
朝
に
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
尚
真
代

前
半
に
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
従
来
の
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
異
な
る
支
配
理
念
も
強
く
表
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
本
章
で
は
、
尚
真
代
後
半
か
ら
尚
清
代
に
か
け
て
の
支
配
理
念
の

あ
り
方
を
析
出
し
て
い
き
た
い
。

1　

尚
真
の
中
華
擬
制
宣
言

首
里
城
正
殿
の
欄
干
の
造
成
を
記
念
し
た
「
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
」（
一
五
〇
九

年
）
は
、
臣
下
が
「
中
山
王
世
主
尚
真
王
」
に
対
し
て
「
中
華
宮
室
之
制
度
」
に

擬
し
て
欄
干
を
造
成
す
る
よ
う
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
尚
真
が
「
堯
の
宮
室
」
に
倣
う

よ
う
に
と
裁
可
を
下
し
た
と
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
建
前
上
は
尚
真
を
「
中
山
王
」

「
世
主
」
と
称
し
て
い
る
も
の
の
、「
中
華
宮
室
之
制
度
」
に
擬
す
る
こ
と
が
公
然
と

宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
章
ま
で
の
検
討
結
果
に
照
ら
せ
ば
、
尚
泰
久
代
以

来
の
皇
帝
擬
制
の
帰
結
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
（11
（

。

皇
帝
擬
制
は
欄
干
の
造
成
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
欄
干
之
銘
」
の
後
半
部
に

は
「
当
代
有
科
之
勝
事
」（
当
代
科し
な

有
る
の
勝
事
）
と
し
て
、
尚
真
の
治
世
の
賛
美

す
べ
き
事
柄
が
十
一
か
条
に
わ
た
っ
て
列
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
第
十
条
で
は
、「
移

中
華
之
風
、
易
此
土
之
土
俗
、
以
起
朝
儀
于
朔
望
、
列
拝
班
爾
左
右
。
蓋
祝
睿
算
万

歳
者
也
」（
中
華
の
風
を
移
し
、
此
の
土
の
土
俗
を
易か

え
、
以
て
朝
儀
を
朔
望
に
起

こ
し
、
拝
班
を
爾そ

の
左
右
に
列
す
。
蓋
し
睿
算
の
万
歳
を
祝
す
る
も
の
な
り
）
と
あ

る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
毎
月
の
朔
望
の
日
に
挙
行
さ
れ
た
朝
儀
（
朝
廷
儀
礼
）

で
あ
る
こ
と
、
紫
禁
城
の
奉
天
殿
に
出
御
し
た
皇
帝
を
、
殿
前
の
東
西
に
列
し
た
百

官
が
拝
礼
す
る
と
い
う
明
の
儀
礼
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
睿
算
」
は
尚

真
の
年
齢
な
い
し
長
寿
を
意
味
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1（
（

。「
睿
算
」
と
あ
る

の
は
、「
官
松
嶺
記
」
の
「
聖
寿
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
欄
干
之
銘
」

に
使
用
さ
れ
た
文
言
を
み
る
だ
け
で
も
、
臣
下
の
進
言
を
「
謹
奏
」、
尚
真
の
命
令

を
「
勅
」「
勅
命
」、
臣
下
の
受
命
を
「
欽
奉
」
と
表
現
し
、
か
つ
尚
真
の
自
称
表
現

を
「
朕
」
と
す
る
な
ど
、
王
の
皇
帝
擬
制
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。���������������������

尚
真
代
に
は
中
央
集
権
化
が
進
み
、
国
内
文
書
で
あ
る
「
辞
令
書
」（
官
人
任
命

文
書
）
が
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
（10
（

。
初
見
年
代
は
一
五
二
三
年
で
あ
る
。
従
来
、

琉
球
で
は
外
交
文
書
の
作
成
・
授
受
は
頻
繁
に
行
っ
て
い
た
が
、
国
内
文
書
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
尚
真
が
初
め
て
国
内
文
書
と
し
て
「
辞
令
書
」
の
様
式
を
定

め
た
わ
け
で
あ
る
が
（
（10
（

、
そ
の
冒
頭
は
「
し
よ
り
の
御
ミ
事
」
と
書
き
、「
し（
首
里
（

よ
り
」

に
か
け
て
朱
方
印
の
「
首
里
之
印
」
が
押
さ
れ
る
。
辞
令
書
は
古
文
書
学
的
な
様
式

と
し
て
は
「
ミ
コ
ト
ノ
リ
の
文
書
（
（10
（

」、「
詔
（
（10
（

」、「
辞
令
詔
書
（
（10
（

」
な
ど
と
評
価
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

「
し
よ
り
の
御
ミ
事
」
と
い
う
表
現
は
、「
玉
御
殿
碑
文
」（
一
五
〇
一
年
）
を
初

見
と
す
る
。「
国
王
頌
徳
碑
」（
一
五
四
三
年
）
の
オ
モ
テ
面
の
仮
名
文
に
も
「
国
王

の
御
ミ
事
」
と
あ
る
が
、
ウ
ラ
面
の
漢
文
で
は
「
国
王
勅
教
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
近
世
琉
球
の
辞
令
書
で
は
「
御
詔
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
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ま
り
、「
ミ
事
」（
御
ミ
事
）
と
は
〈
皇
帝
〉
の
言
葉
（
口
頭
命
令
）
で
あ
る
「
詔
」

「
勅
」
に
相
当
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
詔
・
勅
の
初
見
事
例
は
、「
万
歳
嶺
記
」

（
一
四
九
七
年
）
の
「
奉
詔
」
と
い
う
受
命
文
言
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
君
主
文
書
が
、
大
事
は
詔
、
小
事
は
勅
の
様
式
を
と
っ
て
発
せ

ら
れ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
琉
球
国
の
王
の
「
ミ
事
」
は
、
案
件
の
重
要
性
に
応
じ

て
「
詔
」
と
も
「
勅
」
と
も
漢
訳
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
辞
令
書
は
、
王
命
出
納
者
（
官
人
）
が
奉
じ
た
〈
皇
帝
〉
の
「
詔
」
の
内
容

を
成
文
化
し
て
被
任
命
者
に
交
付
し
た
も
の
で
あ
り
、「
詔
書
」
の
一
種
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。「
ミ
事
」
に
冠
さ
れ
る
「
御
」
と
い
う
接
頭
語
は
、
王
命
出
納

者
か
ら
国
王
へ
の
敬
意
を
表
し
た
も
の
と
い
え
る
（
（10
（

。
ま
た
、「
首
里
之
印
」
を
国
王

印
で
は
な
く
王
府
印
と
み
る
見
解
（
（10
（

に
従
う
な
ら
ば
、
王
が
そ
の
名
の
も
と
に
直
接
発

出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
首
里
王
府
が
一
定
の
手
続
き
に
も
と
づ
き
発
出
し
た
「
詔

書
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
王
言
を
「
ミ
事
」
と
称
し
、「
詔
書
」

様
式
の
辞
令
書
が
出
現
し
た
こ
と
は
、「
中
華
宮
室
之
制
度
」
の
整
備
と
い
う
文
脈

の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

尚
真
代
後
半
に
は
王
言
（
王
命
）
を
「
ミ
事
」（
詔
）、
あ
る
い
は
「
勅
」「
勅
命
」

「
勅
教
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
皇
帝
擬
制
が
一
段
と
進
ん
で
い
た
。
従
来
は
円
覚
寺

の
殿
中
鐘
で
の
み
「
帝
王
」
と
し
て
の
意
識
を
発
露
す
る
と
い
う
抑
制
的
な
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
に
い
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。

2　
「
上
国
」
と
「
下
国
」

「
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
」
の
う
ち
「
当
代
有
科
之
勝
事
」
の
第
三
条
に
注
目
し
た
い
。

　

�

其
三
曰
、
当
西
南
有
国
、
名
曰
太
平
山
。
弘（
一
五
〇
〇
（

治
庚
申
春
、
遣
戦
艦
一
百
艘
攻

之
。
其
国
人
、
竪
降
旗
而
服
従
。
翌
年
、
航
海
来
献
歳
貢
以
穀
布
繇
。
是
上
国

之
勢
、
兪
大
而
兪
盛
矣
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

其
の
三
に
曰
く
、
西
南
に
当
た
り
て
国
有
り
、
名
は
太
平
山
と
曰い

う
。
弘
治
庚

申
春
、
戦
艦
一
百
艘
を
遣
わ
し
て
之こ
れ

を
攻
む
。
其
の
国
の
人
、
旗
を
竪
降
し
て

服
従
す
。
翌
年
、
航
海
し
て
来
り
て
歳
貢
を
献
ず
る
に
穀
・
布
・
繇
を
以
て

す
。
是こ

れ
上
国
の
勢
、
兪い
よ

い
よ
大
に
し
て
兪
い
よ
盛
ん
な
り
。

尚
真
は
一
五
〇
〇
年
に
「
太
平
山
」
と
い
う
名
の
「
国
」
を
征
圧
し
、
翌
年
か
ら

「
太
平
山
」
が
「
歳
貢
」
を
献
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
古
琉
球
期
の
「
太
平

山
」
は
宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
総
称
と
さ
れ
る
（
（10
（

。
た
だ
し
、
宮
古
島
が
十
五
世
紀
半

ば
に
「
琉
球
国
彌
阿
槐
島
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
り
、

こ
こ
で
い
う
「
大
平
山
」
と
は
八
重
山
諸
島
、「
国
」
と
は
そ
の
中
心
を
な
す
石
垣

島
を
指
す
と
み
ら
れ
る
（
（（1
（

。
従
来
、
八
重
山
諸
島
は
〈
異
域
〉
と
〈
辺
縁
〉
の
中
間
的

性
格
を
帯
び
て
い
た
が
、
遠
征
の
結
果
、
琉
球
国
の
〈
辺
縁
〉
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

琉
球
国
は
「
上
国
」
と
し
て
八
重
山
諸
島
に
君
臨
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、「
欄
干
之
銘
」
に
は
「
上
国
属
大
明
」（
上
国
の
大
明
に
属
す
る
こ
と
）
と
も

あ
り
、「
上
国
」
で
あ
る
琉
球
が
「
大
明
」
に
属
す
る
こ
と
も
明
言
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
明
と
琉
球
、
琉
球
と
〈
辺
縁
〉
諸
島
と
い
う
、
華
夷
の
二
重
構
造
（
入
れ

子
構
造
）
が
明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
琉
球
の
「
上
国
」
意
識
は
、「
蛮
」（
南
蛮
）
で
あ
る
「
太
平
山
」
だ
け

で
な
く
、「
夷
」（
東
夷
）
に
む
け
て
も
発
露
さ
れ
て
い
た
。
一
五
〇
八
年
に
島
津
忠

隆
は
尚
真
宛
て
の
書
状
で
薩
摩
を
「
下
国
」
と
表
現
し
（
（（（
（

、
一
五
二
三
年
に
は
種
子
島

恵
時
が
尚
真
の
王
命
を
「
綸
言
」
と
仰
ぎ
、「
忠
節
」
を
尽
く
す
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
（
（（0
（

。「
下
国
」
と
い
う
表
現
は
、
琉
球
の
「
上
国
」
意
識
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

り
、「
綸
言
」
も
琉
球
で
王
言
（
王
命
）
を
「
ミ
事
」（
詔
）、
あ
る
い
は
「
勅
」「
勅

命
」「
勅
教
」
な
ど
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。

島
津
氏
・
種
子
島
氏
が
琉
球
を
「
上
国
」
と
仰
い
だ
の
は
、
奄
美
諸
島
を
め
ぐ
る

攻
防
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
一
四
九
三
年
、
偽
琉
球
国
王
使
の
梵
慶
が
朝
鮮
に

渡
航
し
て
お
り
、
そ
の
書
契
の
一
節
に
、

　

�

宓
以
、
吾
陋
邦
附
傭
曰
大
島
、
近
来
、
日
本
甲
兵
、
来
欲
奪
之
。
由
是
、
戦　
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死
者
甚
多
。
雖
然
、
毎
戦
勝
之
十
八
九
、
折
衝
於
千
里
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

宓ひ
そ

か
に
以お
も
ん
みる

に
、
吾
が
陋ろ
う
ほ
う邦

の
附
傭
は
大
島
と
曰い

い
、
近
来
、
日
本
の
甲
兵
、

来
り
て
之こ
れ

を
奪
わ
ん
と
欲
す
。
是こ
れ

に
由よ

り
、
戦
死
す
る
者
は
甚
だ
多
し
。
然
り

と
雖
も
、
戦
の
毎た
び

に
之こ
れ

に
勝
つ
こ
と
十
に
八
・
九
に
し
て
、
千
里
に
折
衝
す
。

と
あ
る
（
（（0
（

。
偽
使
が
も
た
ら
し
た
情
報
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
が
、

一
四
九
三
年
以
前
に
「
日
本
の
甲
兵
」
が
た
び
た
び
大
島
に
進
攻
し
た
も
の
の
、
琉

球
が
優
位
を
保
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
尚
徳
代
に
島
津
忠
国
と
の
間
で
成

立
し
た
和
睦
が
破
綻
し
、
島
津
氏
側
の
軍
勢
が
大
島
に
進
攻
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
（
（（0
（

。ま
た
、「
千
里
に
折
衝
す
」
と
い
う
表
現
に
も
注
目
し
た
い
。
一
里
を
約
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
し
た
場
合
、「
千
里
」
は
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
れ
は

実
際
の
沖
縄
島
と
大
島
と
の
直
線
距
離
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
の

距
離
と
い
う
よ
り
は
観
念
的
な
空
間
認
識
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

儒
学
思
想
に
お
い
て
は
「
五
服
図
」
が
あ
り
、
王
都
を
中
心
と
す
る
千
里
四
方
は

「
甸で
ん
ぷ
く服

」（
天
子
の
直
轄
地
）
に
相
当
す
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
（
（（0
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

琉
球
の
首
里
を
中
心
と
し
て
、
大
島
を
「
千
里
」
の
範
囲
内
に
あ
る
「
甸
服
」
と
位

置
づ
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
島
は
他
島
よ
り
も
早
く
琉

球
の
中
央
集
権
支
配
が
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

一
四
九
〇
年
代
か
ら
一
五
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
琉
球
で
は
尚
真
の
盛
世
が
現

出
し
た
時
期
で
あ
る
。
一
方
、
南
九
州
に
お
い
て
は
、
島
津
氏
は
い
ま
だ
一
門
・
国

人
を
糾
合
で
き
ず
に
政
治
的
混
迷
を
極
め
て
お
り
（
（（0
（

、
琉
球
は
奄
美
諸
島
の
支
配
を
有

利
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
背
景
と
し
て
、「
上

国
」
琉
球
と
「
下
国
」
南
九
州
と
の
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
琉
球
は

奄
美
諸
島
、
と
り
わ
け
大
島
・
喜
界
島
の
支
配
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
従
来
は
〈
辺
縁
〉
で
あ
っ
た
奄
美
諸
島
の
〈
周
辺
〉
化
が
決
定
的
と
な
っ
た

と
い
え
る
。

尚
真
代
の
琉
球
は
、
奄
美
諸
島
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
南
九
州
の
勢
力
を
退
け
る
だ

け
で
な
く
、「
太
平
山
」
の
「
国
」（
石
垣
島
）
を
征
圧
し
て
「
服
従
」
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
、「
欄
干
之
銘
」
は
「
上
国
の
勢
、
兪い
よ

い
よ
大
に
し

て
愈
い
よ
盛
ん
な
り
」
と
賛
美
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
上
国
の
勢
」
の
賛
美
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
尚
真
の
武
断
主
義
を
賛
美
し
た
も
の
で
あ
り
、
尚
泰
久
代
以
来
の

規
範
で
あ
る
仏
教
的
な
平
和
思
想
、
な
ら
び
に
儒
学
的
な
礼
治
主
義
（
華
夷
意
識
）

か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
内
憂
外
患
の
時
代
に
登
場
し
た
尚

泰
久
・
尚
徳
が
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
「
全
文
偃
武
」
の
理
念
を

掲
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
盛
世
を
現
出
さ
せ
た
尚
真
は
再
び
武
断
主
義

的
に
版
図
を
拡
張
で
き
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、「
欄
干
之
銘
」
の
「
当
代
有
科

之
勝
事
」
の
第
一
条
で
は
、
尚
真
の
仏
教
護
持
の
姿
勢
に
つ
い
て
、「
漢
明
・
梁
武

二
帝
之
心
」（
漢
の
明
帝
と
南
朝
梁
の
武
帝
）
に
比
肩
す
る
も
の
と
賛
美
し
て
お
り
、

仏
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
依
然
と
し
て
王
権
の
性
格
を
規
定
す
る
段
階
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

3　

太
陽
思
想
の
高
揚

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
な
か
で
最
も
古
く
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
尚
清
代
の

一
五
三
一
年
に
成
立
し
た
巻
一
『
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
が
お
も
ろ
』（
首
里
王
府
の
御
さ

う
し
（
（（0
（

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
尚
真
の
治
世
に
お
け
る
聞
得
大
君
（
（（0
（

の
活
躍
を
賛
美
し
た

「
お
も
ろ
」
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
聞
得
大
君
が
太て

だ陽
神
か
ら
得
た
霊
力
が
、

琉
球
の
平
和
と
戦
勝
を
も
た
ら
す
こ
と
を
賛
美
・
予
祝
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
「
笠
利
」（
大
島
）・「
八
重
山
島
」・「
宮
古
島
」
が
「
島
討
ち
」「
国
討
ち
」
の
対

象
と
し
て
唄
わ
れ
る
。

太
陽
思
想
を
支
え
る
神ノ

ロ女
の
組
織
は
、
尚
真
代
の
一
五
二
〇
年
か
ら
編
成
さ
れ
て

お
り
（
（（0
（

、
一
五
二
〇
年
代
に
は
太
陽
信
仰
、
お
よ
び
王
と
太て

だ

こ
陽
子
を
同
一
視
す
る
観
念

が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
（01
（

。
そ
し
て
、「
聞
得
大
君
ぎ
や　

赤
の
鎧　

召
し
よ

わ
ち
へ　

刀
う
ち
い　

大じ
ゃ
く
に国　

鳴と

よ響
み
よ
わ
れ
」
と
い
う
文
句
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
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に
、
太
陽
神
の
霊
力
を
う
け
た
聞
得
大
君
が
「
赤
の
鎧
」
を
着
し
、
か
つ
そ
の
霊
力

を
伝
え
ら
れ
た
王
が
「
刀
」
を
佩
く
こ
と
で
、
琉
球
は
「
大じ
ゃ
く
に国

」
と
し
て
名
高
く
鳴

り
ひ
び
く
の
で
あ
る
、
と
の
観
念
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（0（
（

。
東
ア
ジ
ア
の
普
遍

的
な
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
き
「
全
文
偃
武
」
の
理
念
を
掲
げ
て
い

た
段
階
を
過
ぎ
、
太
陽
思
想
と
い
う
琉
球
固
有
の
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
尚

真
の
武
断
主
義
的
な
姿
勢
が
正
当
化
さ
れ
、
奄
美
・
先
島
諸
島
へ
の
支
配
が
強
化
さ

れ
る
段
階
へ
と
達
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

尚
真
代
前
半
に
お
け
る
「
上
国
」
意
識
は
、「
下
国
」
と
の
名
分
を
区
別
し
よ

う
と
す
る
華
夷
意
識
の
な
か
で
登
場
し
、
か
つ
漢
文
体
で
表
現
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
尚
真
代
後
半
に
な
る
と
、
琉
球
固
有
の
太
陽
思
想
に
も
と
づ

く
「
大じ
ゃ
く
に国

」
意
識
が
「
お
も
ろ
」
と
し
て
さ
か
ん
に
唄
わ
れ
、
か
つ
そ
れ
が
仮
名
文

（
漢
字
仮
名
混
淆
体
）
の
琉
球
語
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4　

仮
名
の
世
界
の
優
越

尚
真
代
前
半
に
お
い
て
は
、
禅
僧
の
起
草
に
な
る
漢
文
体
の
金
石
文
の
占
め
る
割

合
が
大
き
い
が
、
尚
真
代
後
半
か
ら
尚
清
代
に
か
け
て
は
、
辞
令
書
（「
詔
書
」）
の

発
給
や
「
お
も
ろ
」
の
編
纂
な
ど
、
従
来
は
口
頭
伝
達
や
口
碑
の
領
域
で
あ
っ
た
事

柄
が
平
仮
名
を
駆
使
し
、
文
字
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
仮
名
が
「
真
名
」
と
な
っ
た
の
は
、
琉
球
王
権
の
主
体
的
選
択
の
結
果
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
（
（00
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
仮
名
文
と
漢
文
と
の
対
応
関
係
、
お
よ
び
そ
の
背
景
に
あ

る
王
権
の
支
配
理
念
の
変
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

仮
名
文
（
漢
字
仮
名
混
淆
体
）
の
碑
文
銘
の
初
見
は
、「
玉
陵
碑
」（
た
ま
お
と

ん
の
ひ
の
も
ん
、
一
五
〇
一
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
玉
陵
の
被
葬
資
格
者
名
を

琉
球
名
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
ひ
や
ふ
の
御
嶽
の
額
の
字
」

（
一
五
一
九
年
）
以
降
、
仮
名
文
の
使
用
例
が
漢
文
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
尚
真
は
「
首
里
の
王
お
き
や
か
も
い
か
な
し
」（
首
里
の
王
で
あ
る
「
お
ぎ
や

か
も
い
」
様
）
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
王
の
名
を
琉
球
名
で
記
す
こ
と
が
多
く
な

り
、「
真
玉
湊
碑
文
」（
石
門
の
西
の
ひ
の
も
ん
、
一
五
二
二
年
）
で
は
、「
天
」
と

結
び
つ
い
て
「
首
里
の
王
お
き
や
か
も
い
か
な
し
天
」
と
称
さ
れ
て
い
る
（
（00
（

。
こ
う
し

た
文
脈
に
お
け
る
「
天
」
と
は
、
儒
学
思
想
に
も
と
づ
く
「
天
」
で
は
な
く
、
琉
球

固
有
の
太
陽
思
想
に
も
と
づ
く
「
太
陽
」
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、「
尚
真
王
」
と
い
う
よ
う
に
、
王
の
唐
名
の
下
に
「
王
」
の
称
号
を
据
え
て

い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
一
四
九
七
年
の
円
覚
寺
殿
中
鐘
に
「
尚
真
帝
王
」、
殿

前
鐘
に
「
尚
真
王
」
と
あ
る
の
を
嚆
矢
と
す
る
用
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る

琉
球
語
が
「
お
き
や
か
も
い
天
」
で
あ
る
。
琉
球
語
が
漢
語
に
優
越
す
る
段
階
に
い

た
り
、
琉
球
語
の
「
天
」
は
漢
語
の
「
王
」
に
対
応
す
る
称
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
国
王
頌
徳
碑
」（
石
門
之
東
之
碑
文
、
一
五
二
二
年
）
で
は
、
冒
頭
に
仮
名
文
を

大
書
し
、
そ
れ
に
続
け
て
漢
文
を
記
す
こ
と
か
ら
、
仮
名
文
（
琉
球
語
）
を
漢
文
に

優
先
さ
せ
る
意
識
が
読
み
と
れ
る
。
尚
真
に
関
し
て
は
、
仮
名
文
で
は
「
首
里
お
き

や
か
も
い
か
な
し
」、
漢
文
で
は
「
大
琉
球
国
尚
真
王
」
と
表
記
さ
れ
る
。「
尚
真
」

と
い
う
唐
名
よ
り
も
、「
お
き
や
か
も
い
」
と
い
う
琉
球
名
の
ほ
う
が
尊
重
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
大
琉
球
」
と
い
う
表
現
の
用
法
も
尚
真
代
に
変
化
す
る
。
従
来
、
明
は
沖
縄
島

を
「
大
琉
球
」、
台
湾
島
を
「
小
琉
球
」
と
呼
称
し
て
区
別
し
て
お
り
（
（00
（

、
尚
真
代
前

半
の
「
国
王
頌
徳
碑
」（
一
四
九
八
年
）
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
明
側
の
地
理
認

識
に
も
と
づ
く
「
大
琉
球
」
と
そ
れ
に
対
応
し
た
「
大
琉
球
国
王
」
と
い
う
表
現

が
み
ら
れ
る
（
（00
（

。
と
こ
ろ
が
、
尚
真
代
後
半
の
「
国
王
頌
徳
碑
」（
一
五
二
二
年
）
で

は
「
大
琉
球
国
尚
真
王
」
と
あ
り
、
明
側
の
地
理
認
識
に
も
と
づ
か
な
い
、
琉
球
国

の
自
己
表
現
と
し
て
の
「
大
琉
球
国
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
や
や
時
代
は
下
る

が
、
明
の
『
皇
明
世
法
録
』（
陳
仁
錫
、
十
七
世
紀
）
巻
八
十
に
は
、「
国
別
号
大

琉
球
」（
国
は
別
に
大
琉
球
と
号
す
）
と
あ
り
、
明
側
も
「
大
琉
球
」
を
国
号
と
み

な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
尚
真
代
後
半
に
登
場
す
る
「
大
琉
球
国
」
は
、
中

華
擬
制
の
一
環
と
し
て
、
中
国
王
朝
が
「
大
明
」
の
よ
う
に
国
号
に
「
大
」
を
冠
す

る
こ
と
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
琉
球
語
（
口
碑
）
の
領
域
に
お
け
る
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「
大じ
ゃ
く
に国

」
に
対
応
す
る
漢
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尚
真
は
琉
球
固
有
の
論
理
に
お
い
て
は
「
大
国
」
を
治
め
る
「
お

き
や
か
も
い
天
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
漢
訳
し
た
の
が
「
大
琉
球
国
尚
真

王
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
華
擬
制
が
進
行
す
る
一
方
で
、
琉
球
固
有
の
論

理
が
そ
う
し
た
中
国
由
来
の
論
理
に
優
越
し
て
い
っ
た
の
が
尚
真
代
後
半
の
特
徴
な

の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
現
象
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
琉
球
出
身
の
禅
僧
鶴
翁
智
仙
が
語
っ
た

琉
球
事
情
（
（00
（

は
重
要
で
あ
る
。
鶴
翁
は
王
に
近
侍
し
て
「
僧
省
」
を
司
る
地
位
、
す
な

わ
ち
僧
録
の
地
位
に
あ
っ
た
が
（
（00
（

、
一
五
二
〇
年
代
前
半
に
琉
球
を
去
っ
て
鎌
倉
円
覚

寺
の
仙
巌
に
師
事
し
、
そ
の
後
は
一
五
二
四
年
頃
か
ら
三
七
年
ま
で
京
都
東
福
寺
の

彭
叔
守
仙
に
師
事
し
た
（
（00
（

。
鶴
翁
は
建
仁
寺
僧
月
舟
寿
桂
に
面
会
し
た
さ
い
、「
彼
王
、

毎
即
位
、
必
建
一
寺
。
故
多
僧
侶
。
然
儒
亦
不
学
、
禅
亦
不
参
、
不
知
祖
宗
所
由
而

興
矣
」（
彼
の
王
、
即
位
す
る
毎
に
、
必
ず
一
寺
を
建
つ
。
故
に
僧
侶
多
し
。
然
る

に
儒
も
亦ま

た
学
ば
ず
、
禅
も
亦
た
参
ぜ
ず
、
祖
宗
の
由
り
て
興
こ
る
所
を
知
ら
ず
）

と
語
っ
て
い
る
。
袋
中
著
『
琉
球
往
来
』（
一
六
〇
三
年
）
は
、
首
里
円
覚
寺
に
関

し
て
「
開
山
ノ
芥
陰（
隠
（和

尚
以
来
、
次
有
賜
紫
ノ
賞
、
以
為
国
之
僧
録
」（
開
山
の
芥

隠
和
尚
以
来
、
次
い
で
賜
紫
の
賞
有
り
、
以
て
国
の
僧
録
と
為
す
）
と
記
し
て
い
る

の
で
、
僧
録
の
鶴
翁
は
円
覚
寺
住
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
（
（00
（

、
そ

う
し
た
王
権
の
支
配
理
念
を
支
え
る
べ
き
僧
録
の
地
位
に
あ
っ
た
鶴
翁
が
、
尚
真
の

儒
学
・
参
禅
軽
視
の
姿
勢
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
王
権
の
支
配
理
念
に
お

け
る
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
必
要
性
の
低
下
、
そ
し
て
王
権
内
部
に
お
け
る

禅
僧
の
地
位
が
低
下
し
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
王
権
の
支
配
理
念
は
、
東
ア
ジ
ア
の
普
遍
的
な
仏
教
・
儒
教

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
琉
球
固
有
の
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
太
陽
思
想
）
へ
と
傾
倒
を

強
め
て
い
き
、
口
碑
の
内
容
を
的
確
に
表
現
す
る
に
は
、
文
語
体
の
漢
文
は
不
便
で

あ
り
、口
語
体
の
仮
名
文
こ
そ
が
至
便
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
先
述
の
辞
令
書
（「
詔

書
」）
も
口
頭
伝
達
の
内
容
を
仮
名
文
で
文
書
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ

ず
に
い
え
ば
、
琉
球
に
〈
国
風
〉
の
時
代
が
到
来
し
た
の
で
あ
り
、
華
人
や
五
山
系

禅
僧
に
よ
る
漢
文
的
修
辞
に
依
存
せ
ず
と
も
、
琉
球
人
の
官
人
た
ち
が
琉
球
独
自
の

支
配
理
念
を
自
在
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

5　

王
統
認
識
の
形
成

鶴
翁
智
仙
が
批
判
し
た
「
祖
宗
」
に
関
す
る
認
識
の
欠
如
に
も
注
目
さ
れ
る
。
儒

学
の
肝
要
で
あ
る
は
ず
の
祖
先
へ
の
認
識
が
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
尚
真
は
一
五
〇
一
年
の
「
玉
陵
碑
」
で
未
来
の
王
統
を
直
系
に
継
承
さ
せ
る

意
思
を
表
明
し
て
は
い
た
が
（
（01
（

、
過
去
の
王
統
に
関
す
る
認
識
ま
で
は
持
ち
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
五
二
二
年
の
「
国
王
頌
徳
碑
」
に
お
い
て
、

尚
真
が
「
舜
天
・
英
祖
・
察
度
三
代
」
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
が
初
め
て
表
明
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
鶴
翁
の
発
言
と
整
合
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
鶴
翁
が
琉
球
を
去
っ
て

ま
も
な
く
に
建
碑
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
あ
る
い
は
鶴
翁
が
王
統
認
識
に
関
す
る
助

言
（
諫
言
）
を
残
し
て
琉
球
を
去
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
尚
真
代
後
半
に
よ
う
や
く
過
去
の
王
統
（
第
二
尚
氏
の
出
自
）
に
関

す
る
認
識
が
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
尚
泰
久
代
に
は
「
三
代
之
後
」、
す

な
わ
ち
唐
虞
三
代
（
舜
帝
・
堯
帝
、
お
よ
び
夏
・
殷
・
周
の
三
代
）
の
後
継
者
で
あ

る
と
い
う
理
念
的
な
系
譜
認
識
が
表
明
さ
れ
て
い
た
が
、
尚
真
代
の
「
三
代
」
は
舜

天
王
統
・
英
祖
王
統
・
察
度
王
統
の
三
王
統
を
意
味
し
た
（
（0（
（

。
儒
学
的
修
辞
と
し
て

の
「
三
代
」
は
、
琉
球
の
王
統
を
三
分
割
し
て
認
識
す
る
た
め
の
独
自
の
概
念
へ
と

変
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（00
（

。
そ
し
て
、
実
在
が
確
実
な
察
度
を
さ
か
の
ぼ
る
二
代
の
王

統
を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
伝
説
上
の
存
在
で
あ
る
舜
帝
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
舜

天
」
な
る
王
を
創
出
し
、
始
祖
に
定
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
真
代
に
お
け
る

「
王
」（「
帝
王
」）
と
「
天
」
は
同
義
で
あ
る
か
ら
、
舜
帝
も
琉
球
語
で
は
「
舜
天
」

と
な
る
。
そ
し
て
、「
舜
天
」
の
末
裔
こ
そ
が
「
お
き
や
か
も
い
天
」（
尚
真
王
）
で

あ
る
と
の
正
統
意
識
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
伝
説
上
の

存
在
で
あ
る
舜
帝
を
実
体
的
な
始
祖
と
し
て
定
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
尚
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真
代
の
儒
学
軽
視
の
風
潮
に
あ
っ
て
は
、
も
は
や
舜
帝
さ
え
も
琉
球
固
有
の
論
理
に

よ
っ
て
「
舜
天
」
へ
と
変
換
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

尚
清
（
四
代
、
在
位
一
五
二
七
～
五
五
年
）
代
の
「
国
王
頌
徳
碑
」（
一
五
四
三
年
）

で
は
、「
そ
ん
と
ん
よ
り
こ
の
か
た
二
十
一
代
の
王
」
と
あ
る
。
始
祖
で
あ
る
「
舜

天
」
の
儒
学
上
の
意
義
が
忘
却
さ
れ
て
「
そ
ん
と
ん
」
へ
と
変
化
し
、
後
世
に
「
尊

敦
」
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
三
代
」
と
い
う
王
統

を
画
す
る
こ
と
よ
り
も
、
始
祖
「
そ
ん
と
ん
」
か
ら
の
王
の
連
続
性
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（00
（

。『
中
山
世
譜
』
は
尚
清
を
二
十
一
代
と
す
る
の
で
、
近
世

琉
球
へ
と
継
承
さ
れ
る
系
譜
認
識
が
尚
清
代
の
一
五
四
三
年
ま
で
に
確
定
し
た
こ
と

に
な
る
。

6　
「
天
」
観
念
の
変
化

尚
泰
久
以
降
の
歴
代
の
王
は
、
皇
帝
・
天
子
・
法
王
と
い
う
、
仏
教
・
儒
教
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
外
皮
を
ま
と
い
、
沖
縄
島
の
内
外
を
支
配
す
る
た
め
の
理
念

を
形
成
し
て
き
た
が
、
尚
真
代
後
半
に
は
そ
の
必
要
性
が
希
薄
と
な
っ
た
。
そ
も
そ

も
皇
帝
・
天
子
と
い
う
理
念
は
、
王
権
へ
の
帰
属
が
定
ま
ら
な
い
〈
諸
侯
〉（
按
司
）

と
「
蛮
夷
」（〈
辺
縁
〉
諸
島
と
〈
異
域
〉）
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
尚
真
代
に
は
按
司
の
首
里
集
住
と
官
人
制
の
整
備
が
進
行
し
た
こ
と
で
（
（00
（

、

〈
諸
侯
〉
の
実
力
は
弱
ま
り
、
次
第
に
王
権
を
支
え
る
官
人
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。

一
方
、「
蛮
夷
」
に
関
し
て
も
、
武
力
を
行
使
し
て
奄
美
・
先
島
諸
島
の
支
配
を
強

化
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
・
天
子
・
法
王
と
い
う
外
皮
を
ま
と
う
必
要
性
は
薄

れ
て
お
り
、
む
し
ろ
琉
球
の
版
図
拡
大
に
と
っ
て
は
桎
梏
と
な
る
理
念
な
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、琉
球
固
有
の
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
太
陽
思
想
）
に
も
と
づ
く
「
天
」

と
王
権
と
の
結
び
つ
き
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
、「
お
も
ろ
」
に
よ
っ
て
「
蛮
夷
」
へ

の
武
力
行
使
が
正
当
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
天
」
の
観
念
の
変
化
は
、
王
の
神
号
に
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う

に
、
尚
真
の
神
号
は
「
お
き
や
か
も
い
天
」
と
さ
れ
、
こ
こ
に
「
天
」
と
「
王
」
は

同
義
と
な
っ
た
。
つ
づ
く
尚
清
の
琉
球
名
（
神
号
）
は
「
天
つ
き
王
に
せ
の
あ
ん
し

お
そ
ひ
か
な
し
」（「
か
た
の
は
な
碑
文
」
一
五
四
三
年
）
で
あ
る
。「
天
つ
き
王
」

は
、「
天
」（
太
陽
）
の
後
継
者
と
し
て
の
「
王
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
天
」
の
観
念
が
変
化
す
れ
ば
、
必
然
的
に
「
天
下
」
の
観
念
も
変
化
す
る
。
尚

清
代
の
「
や
ら
さ
も
り
く
す
く
の
碑
」（
一
五
五
四
年
）
は
、「
お
き
な
ハ
の
天
き
や

下
」
は
聞
得
大
君
の
霊
力
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、『
お
も
ろ

さ
う
し
』
巻
十
二
「
い
ろ
〳
〵
の
あ
す
び
お
も
ろ
御
さ
う
し
」（
一
六
二
三
年
編
纂
）

に
収
録
さ
れ
た
尚
永
代
の
お
も
ろ
（
一
五
七
八
年
）
に
は
「
天て
に

が
下
」
と
あ
り
、
尚

寧
代
の
「
浦
添
城
の
前
の
碑
文
」（
一
五
九
五
年
）
に
は
「
お
き
な
ハ
の
天
の
下
」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
碑
文
銘
は
漢
語
の
「
天
下
」
で
は
な
く
、
太
陽
神
と
聞
得

大
君
の
霊
力
に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
琉
球
語
の
「
天
き
や
下
」
を
使
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
も
「
お
き
な
ハ
の
」
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
島
と
い
う
限

定
さ
れ
た
空
間
を
指
す
「
天
下
」
観
念
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

尚
真
代
か
ら
尚
寧
代
に
か
け
て
、
儒
学
思
想
（
天
命
思
想
）
に
由
来
す
る
天
・
天

子
・
天
下
観
念
は
希
薄
と
な
り
、
琉
球
固
有
の
観
念
で
あ
る
太
陽
神
・
太
陽
子
・

「
天
き
や
下
」
の
漢
訳
と
い
う
副
次
的
な
位
置
づ
け
に
甘
ん
じ
た
の
で
あ
る
。

❻
〈
周
縁
〉
諸
島
の
服
属
と
太
陽
思
想

尚
真
代
後
半
以
降
、
王
権
の
支
配
理
念
が
東
ア
ジ
ア
の
普
遍
的
な
も
の
か
ら
琉
球

固
有
の
も
の
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
実
に

お
け
る
〈
周
縁
〉
諸
島
の
服
属
と
ど
の
よ
う
な
接
点
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章

で
は
、〈
周
縁
〉
諸
島
の
服
属
の
あ
り
方
を
、
琉
球
国
側
の
支
配
、
な
ら
び
に
奄
美
・

先
島
諸
島
側
の
自
律
性
の
両
面
に
留
意
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
そ

こ
に
太
陽
思
想
（
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の

か
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
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1　

中
央
集
権
支
配
の
時
間
差
と
地
域
差

古
琉
球
期
の
辞
令
書
は
、
沖
縄
島
で
は
尚
真
代
の
一
五
二
三
年
以
降
の
も
の
が
伝

存
す
る
が
、
周
辺
諸
島
に
お
け
る
分
布
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
（00
（

。�

　

大　

島　

一
五
二
九
年
（
尚
清
代
）
～
一
六
〇
七
年
（
尚
寧
代
）　�

二
七
通

　

喜
界
島　

一
五
五
四
年
（
尚
清
代
）
～
一
六
〇
七
年
（
尚
寧
代
）����

�

四
通

　

宮
古
島　

一
五
九
五
年
（
尚
寧
代
）��　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

一
通

　

徳
之
島　

一
六
〇
〇
年
（
尚
寧
代
）　　
　
　
　
　
　
　
　

��　
　
　

�

一
通

あ
く
ま
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
辞
令
書
の
分
布
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
十
六
世
紀
に

お
け
る
琉
球
の
版
図
の
北
限
を
な
す
奄
美
諸
島
に
お
い
て
、
早
い
段
階
か
ら
辞
令
書

が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
辞
令
書
は
官
人
を
任
命
す
る
文
書
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
分
布
は
琉
球
王
権
に
よ
る
中
央
集
権
支
配
の
浸
透
の
程
度
を
は
か
る

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
先
島
諸
島
（
宮
古
・
八
重
山
諸
島
）
よ
り
も

奄
美
諸
島
の
支
配
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
（00
（

。
と
り
わ
け
奄
美
諸
島
の

北
限
に
あ
た
る
大
島
・
喜
界
島
の
支
配
は
、
南
九
州
の
勢
力
の
南
下
を
阻
む
た
め
の

措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

辞
令
書
の
分
布
か
ら
は
、
大
島
に
は
五
つ
の
間
切
（
瀬
戸
内
東
・
瀬
戸
内
西
・
焼

内
・
名
瀬
・
笠
利
）、
喜
界
島
に
は
三
つ
の
間
切
（
荒
木
・
東
・
志
戸
）
が
確
認
さ

れ
る
。
喜
界
島
は
沖
永
良
部
島
・
徳
之
島
と
比
較
す
る
と
、
総
面
積
に
対
し
て
間

切
数
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（00
（

。
袋
中
『
琉
球
往
来
』（
一
六
〇
三
年
）
の

「
諸
島
斂オ
サ
メ物

ノ
帳
」
の
項
目
に
「
鬼
界
船
五
艘
」
は
「
純
情
米
・
稗
・
蕎
麦
」（「
純

情
米
」
は
精
米
の
こ
と
か
）
を
納
付
す
る
と
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
農
産
物
の
収

取
の
た
め
に
細
か
く
間
切
が
設
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
大
島
で
は
西
海
岸
側
の
主
要
港
湾
を
掌
握
す
る
か
た
ち
で
間
切
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。「
琉
球
国
之
図
」
に
は
大
島
の
西
方
沖
に
航
路
が
朱
線
で
示
さ
れ
、
大

島
の
南
西
側
の
港
湾
が
南
北
航
路
の
要
衝
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
港

湾
を
点
と
し
て
掌
握
し
た
う
え
で
、
そ
の
後
背
地
を
包
括
す
る
間
切
を
設
定
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。『
琉
球
往
来
』
の
「
諸
島
斂
物
ノ
帳
」
の
項
目
に
「
大
嶋
船
廿

艘
」
は
「
御
殿
新
造
ノ
具
・
山
枡シ
ウ

・
茸
ク
サ
ヒ
ラ・

麁ソ

米マ
イ

」
を
貢
納
す
る
と
あ
る
。「
御
殿
新

造
ノ
具
」
は
首
里
城
な
ど
の
王
権
に
ま
つ
わ
る
施
設
を
建
築
す
る
た
め
の
材
木
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、「
端
午
之
祝
儀
」
の
項
に
は
進
貢
船
建
造
の
材
木
に
つ
い
て
、「
造
船

者
、
任
材
木
ノ
出
所
ニ
、
大
嶋
ニ
可
申
付
候
」
と
あ
る
。
豊
富
な
山
林
資
源
に
恵
ま

れ
た
大
島
で
は
、
港
湾
の
後
背
地
の
山
林
で
伐
採
さ
れ
た
材
木
と
採
集
さ
れ
た
食
用

植
物
が
主
要
な
租
税
と
し
て
積
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
島
の

辞
令
書
の
分
析
に
よ
っ
て
、
狭
小
な
水
田
を
め
ぐ
る
面
積
の
調
整
、
権
利
関
係
の
移

動
・
調
整
、「
御
貢
」（
ミ
か
な
い
）
の
課
税
基
準
・
納
税
額
の
設
定
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（00
（

。
農
地
面
積
の
少
な
い
大
島
で
は
、
細
分
化
さ
れ
た
水
田
か

ら
「
麁
米
」（
玄
米
）
を
収
取
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
期
に
か
け
て
は
、
琉
球
が
奄
美
諸
島
を
実
効
支

配
し
て
い
た
が
、『
琉
球
往
来
』
は
大
島
・
喜
界
島
の
み
を
記
し
、
徳
之
島
・
沖
永

良
部
島
・
与
論
島
に
関
し
て
は
記
さ
な
い
。
ひ
と
く
ち
に
奄
美
諸
島
と
い
っ
て
も
、

租
税
収
取
の
対
象
と
な
る
資
源
の
差
異
・
特
徴
に
応
じ
て
収
取
を
行
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
島
・
喜
界
島
が
南
九
州
の
武
家
領
主
の
勢
力
圏
と
の
境

界
付
近
に
位
置
す
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
琉
球
国
の
〈
辺
縁
〉
で
あ
る
両
島
を

〈
周
辺
〉
と
し
て
組
み
こ
む
べ
く
、
い
ち
早
く
中
央
集
権
支
配
に
着
手
し
て
い
た
た

め
、
収
取
体
制
が
他
島
よ
り
も
整
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

逆
に
い
え
ば
、
脅
威
を
お
よ
ぼ
す
勢
力
と
隣
接
し
て
い
な
い
徳
之
島
・
沖
永
良
部

島
・
与
論
島
、
な
ら
び
に
先
島
諸
島
に
お
い
て
は
、
中
央
集
権
支
配
は
緩
や
か
に

進
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
先
島
諸
島
に
お
け
る
辞
令
書
の
初
見
は
、
宮
古
島
で
は

一
五
九
五
年
で
あ
り
、
石
垣
島
は
一
六
二
六
年
で
あ
る
（
（00
（

。
近
世
の
琉
球
王
府
は
先
島

諸
島
に
在
番
制
を
敷
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
始
期
は
宮
古
島
が
一
六
二
九
年
、
石

垣
が
一
六
三
二
年
で
あ
る
こ
と
、
在
番
制
以
前
の
先
島
支
配
は
き
わ
め
て
ル
ー
ズ
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
王
府
が
直
接
的
な
統
治
を
め
ざ
す
の
は
在
番
制
以
降
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（01
（

。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
王
府
は
大
島
・
喜
界
島
を
除
く
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〈
辺
縁
〉
諸
島
に
対
し
て
は
個
別
的
・
段
階
的
な
集
権
化
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

古
琉
球
期
に
お
け
る
先
島
諸
島
の
支
配
は
、
奄
美
諸
島
に
比
し
て
、
か
な
り
緩
や
か

な
も
の
で
あ
っ
た
と
の
前
提
の
も
と
に
、
そ
の
様
相
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

2　

宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
自
律
性

宮
古
島
は
一
四
六
二
年
時
点
で
「
琉
球
国
彌ミ

阿ア

槐ク
ィ

島
」
と
あ
る
た
め
（
（0（
（

、
十
五
世
紀

半
ば
頃
に
は
琉
球
国
の
版
図
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
四
七
七
年
に

朝
鮮
漂
流
人
を
琉
球
に
護
送
し
た
「
覓ミ
ョ
ク高コ

是シ

麽マ

」
の
島
人
に
対
し
、
琉
球
の
「
国

王
」
は
褒
賞
を
下
し
た
と
い
う
（
（00
（

。
一
四
九
七
年
に
は
「
禰イ

也ヤ

求ク

多タ

ラ

マ

シ

マ

羅
麻
時
麻
」
の
島

民
が
朝
鮮
の
済
州
島
に
漂
着
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
側
の
尋
問
に
対
し
て
、「
多
羅
麻

時
麻
」
は
「
琉
球
国
」
の
属
島
で
あ
り
、
特
産
の
紅
花
を
琉
球
に
「
輸
貢
」（
貢
物

の
輸
送
）
す
る
途
中
で
遭
難
し
た
と
い
う
（
（00
（

。「
禰
也
求
」
は
「
彌ミ

也ヤ

求ク

」
と
表
記
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
、
広
域
名
称
と
し
て
の
宮
古
を
指
し
、「
多
羅
麻
時
麻
」
は
宮
古

島
の
西
方
に
位
置
す
る
多
良
間
島
を
指
し
て
い
る
。
十
五
世
紀
末
の
宮
古
諸
島
は
琉

球
国
の
〈
辺
縁
〉
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
四
六
二
年
に
朝
鮮
の
梁
成
が
陳
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
（
（00
（

、
彼
の
漂
着
先
で
あ

る
「
仇ク

ミ彌
島
」（
久
米
島
）
に
は
「
小
石
城
」（
グ
ス
ク
）
を
根
拠
と
す
る
「
島
主
」

が
お
り
、「
島
主
」
は
梁
成
を
琉
球
へ
の
「
貢
船
」
に
便
乗
さ
せ
て
護
送
し
た
と
い

う
。
十
五
世
紀
半
ば
の
沖
縄
諸
島
は
琉
球
の
版
図
に
包
摂
さ
れ
、「
貢
船
」
を
琉
球

に
派
遣
し
て
い
た
が
、
依
然
と
し
て
官
人
で
は
な
い
「
島
主
」
が
存
在
し
た
ら
し

い
。
沖
縄
島
内
で
す
ら
中
央
集
権
化
が
進
行
し
た
の
は
十
五
世
紀
末
以
降
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
沖
縄
諸
島
は
琉
球
国
の
〈
周
辺
〉
と
〈
辺
縁
〉
と
の
中
間

的
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、〈
辺
縁
〉
で
あ
る
宮
古
島
に
お

い
て
も
、
依
然
と
し
て
在
地
有
力
者
が
〈
島
主
〉
と
し
て
の
強
い
自
律
性
を
維
持
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
に
お
け
る
「
貢
」
と
は
、
貢
納
制
的
な

意
味
合
い
が
強
い
性
質
の
も
の
と
な
る
。

琉
球
国
が
先
島
諸
島
へ
の
支
配
を
強
化
す
る
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
一
五
〇
〇
年

の
尚
真
に
よ
る
「
太
平
山
」
遠
征
で
あ
る
。
こ
こ
で
直
接
の
征
討
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
、
八
重
山
諸
島
の
中
核
を
な
す
石
垣
島
で
あ
る
が
（
（00
（

、
宮
古
諸
島
へ
の
示
威
行
動

を
兼
ね
て
い
た
と
い
え
よ
う
。「
百
浦
添
欄
干
之
銘
」
の
「
当
代
有
科
之
勝
事
」
第

三
条
に
よ
る
と
、
琉
球
が
戦
艦
一
〇
〇
艘
を
「
太
平
山
」
な
る
「
国
」（
石
垣
島
）

に
派
遣
し
て
服
属
さ
せ
る
と
、
翌
年
か
ら
「
太
平
山
」
は
「
歳
貢
」
を
献
じ
た
と
い

う
。
八
重
山
諸
島
も
琉
球
国
の
〈
辺
縁
〉
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

古
琉
球
期
に
八
重
山
諸
島
の
役
人
を
任
じ
た
辞
令
書
は
確
認
さ
れ
な
い
し
、
近
世

琉
球
の
支
配
下
に
お
い
て
、
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
在
番
奉
行
の
監
視
下
に
あ
り
な

が
ら
も
、
在
地
の
「
頭
役
」
た
ち
が
統
治
を
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
（00
（

、
石
垣

諸
島
の
在
地
有
力
者
は
依
然
と
し
て
強
い
自
律
性
を
保
つ
〈
島
主
〉
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
国
は
〈
辺
縁
〉
で
あ
る
八
重
山
諸
島
の
〈
島
主
〉
か
ら
も
貢

納
物
を
取
得
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

3　

宮
古
島
の
中
央
集
権
支
配

宮
古
島
の
中
央
集
権
支
配
の
画
期
を
示
す
も
の
と
し
て
、
尚
真
代
後
半
の
「
国
王

頌
徳
碑
」（
石
門
之
東
之
碑
文
、
一
五
二
二
年
）
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
宮
古
島

か
ら
尚
真
に
宝
剣
と
玉
が
献
じ
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前

半
部
を
示
せ
ば
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

�

首
里
お（

尚

真

（

き
や
か
も
い
か
な
し
の
御
代
に
、
ミ（
宮
古
（

や
こ
よ
り
ち（
治
（金

丸
・
ミ
こ
し
ミ
玉

の
わ（
渡
（た

り
申
候
時
に
、
た（
立
（て

申
候
ひ（

碑

文

（

の
も
ん

　
　

�

爰
有
宝
剣
、
神
仙
託
曰
、
号
治
金
丸
。
玉
称
真
珠
也
。�

欽
奉
尊
命
、
雕
石

刻
銘
功
名
立
碑
。

　

聖
君
之
朝
、
必
有
応
化
之
祥
瑞
矣
。　
　

恭
粤　
　

大
琉
球
国

　
�

尚
真
王
、
夙
乗
乾
位
、
栄
膺
甚
昌
。
開
功
業
於
邦
畿
、
施
仁
恕
於
士
庶
。
舜
・

禹
之
智
、
不
相
渝
矣
。

〔
書
き
下
し
文
〕

　

�

爰
に
宝
剣
有
り
、
神
仙
の
託
に
曰
く
、「
治ち

金か
ね

丸ま
る

と
号
せ
」
と
。
玉
は
真ま

珠だ
ま

と
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称
す
る
な
り
。
尊
命
を
欽
奉
し
、
石
を
雕
り
て
功
名
を
刻
銘
し
碑
を
立
つ
。
聖

君
の
朝
、
必
ず
応
化
の
祥
瑞
有
り
。
恭
し
く
も
粤こ
こ

に
大
琉
球
国
尚
真
王
は
、
夙

に
乾
位
に
乗
じ
、
栄
膺
は
甚
だ
昌さ
か

ん
な
り
。
功
業
を
邦（
首
里
（畿

に
開
き
、
仁
恕
を
士

庶
に
施
す
。
舜
・
禹
の
智
、
相
渝か

わ
ら
ず
。

宮
古
島
か
ら
「
大
琉
球
国
尚
真
王
」
に
対
し
て
、「
宝
剣
」
と
「
玉
」（「
ミ
こ
し
ミ

玉
」）
が
献
じ
ら
れ
た
こ
と
、「
宝
剣
」
は
「
神
仙
」
の
託
宣
に
よ
り
「
治
金
丸
」
と

命
名
さ
れ
た
こ
と
、「
玉
」
は
「
真
珠
」
と
命
名
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
こ
の
出
来

事
を
「
聖
君
」
の
治
世
に
発
生
す
る
「
応
化
の
祥
瑞
」
と
賛
美
し
て
い
る
。

こ
の
碑
文
の
本
文
（
漢
文
）
は
、
円
覚
寺
僧
仙
岩
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、「
応
化
」
と
い
う
華
夷
意
識
（「
夷
」
が
「
華
」
の
徳
化
を
受
け
る
）
が
発
露

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
太
陽
思
想
の
影
響
も
看
過
で
き
な
い
。
先
述
の
よ
う

に
、『
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
が
お
も
ろ
』（
一
五
三
一
年
）
に
お
い
て
は
、
太
陽
思
想
に

よ
っ
て
〈
辺
縁
〉
諸
島
へ
の
武
力
行
使
の
正
当
性
が
担
保
さ
れ
て
い
た
。
太
陽
神
の

霊
力
を
受
け
た
聞
得
大
君
が
「
赤
の
鎧
」
を
着
し
、
か
つ
そ
の
霊
力
を
伝
え
ら
れ
た

王
が
「
刀
」
を
佩
く
こ
と
で
、「
国
討
ち
」「
島
討
ち
」
が
成
就
す
る
も
の
と
観
念
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宮
古
島
か
ら
献
上
さ
れ
た
「
宝
剣
」
を
「
神

仙
」
の
託
宣
に
よ
っ
て
「
治
金
丸
（
（00
（

」
と
称
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
太
陽
思
想

の
文
脈
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
宝
剣
」「
玉
」
の
献
上
行
為
は
、
宮
古
島
の
〈
島
主
〉
の
自
律
性
を
弱
め
る
こ
と

を
意
図
し
た
服
属
儀
礼
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
宮
古
諸
島
の

中
央
集
権
支
配
に
道
筋
を
つ
け
た
「
大
琉
球
国
」
の
「
尚
真
王
」
の
偉
業
を
賛
美
す

る
と
い
う
意
図
の
も
と
、「
国
王
頌
徳
碑
」
が
建
碑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て

〈
島
主
〉
の
自
律
性
が
弱
ま
っ
た
こ
と
で
、
宮
古
諸
島
は
琉
球
国
の
〈
辺
縁
〉
か
ら

〈
周
辺
〉
へ
と
緩
や
か
に
移
行
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

一
五
四
四
年
、
朝
鮮
を
訪
れ
た
少
弐
殿
使
（
対
馬
宗
氏
に
よ
る
偽
使
）
は
、
宮
古

島
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
の
送
還
に
関
す
る
書
契
の
な
か
で
、「
琉
球
国
之
領
地
美
野

古
島
」
と
表
現
し
て
お
り
、
宮
古
島
が
琉
球
の
「
領
地
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、

日
本
側
に
も
情
報
が
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　

尚
清
代
の
「
添
継
御
門
之
北
之
碑
文
」（
漢
文
、
一
五
四
四
年
）
と
「
添
継
御
門

の
南
の
ひ
の
も
ん
」（
仮
名
文
、
同
年
）
は
、
添
継
御
門
の
石
垣
の
竣
工
を
記
念
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
動
員
に
関
し
て
、「
北
之
碑
文
」
に
は
、

　

�

自
天
子
之
元
子
・
衆
子
、
至
公
卿
・
大
夫
之
元
子
・
適
子
与
百
姓
・
凡
民
、　　

瑣
々
碌
々
、
不
労
遠
近
、

と
あ
り
、「
南
の
ひ
の
も
ん
」
に
は
、

　

�

く（

国

々

（

に
〳
〵
の
あ（
按
司
部
（

ん
し
へ
・
み（
三
番
（

は
ん
の
大
や（

屋

久

達

（

く
も
い
た
・
里
ぬ（
主
部
（

し
へ
・
け（

家

来

赤

頭

（

ら
へ
あ
く
か�

へ
、
こ
く
よ
り
上
下
、
又
お（
奥
渡
（

く
と
よ
り
上
、
ミ（
宮
古
（

や
こ
・
や（
八
重
山
（

へ
や
ま
の
お
ゑ
か
人
、
大

小
の
人
々
そ
ろ
つ
て
、

と
の
記
述
が
あ
る
。「
北
之
碑
文
」
は
漢
文
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
南
の
ひ

の
も
ん
」
に
み
え
る
役
職
名
の
ほ
う
が
実
態
に
近
い
。
沖
縄
諸
島
の
按
司
部
・
大
屋

久
・
里
主
・
家
来
赤
頭
だ
け
で
な
く
、
奄
美
諸
島
（「
お
く
と
の
上
（
（00
（

」）・
先
島
諸
島

の
「
お
ゑ
か
人
」（
地
方
役
人
（
（00
（

）
や
「
大
小
の
人
々
」（「
百
姓
」「
凡
民
」）
ま
で
も

が
造
営
事
業
に
動
員
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
奄
美
・
先
島
諸
島
で

辞
令
書
が
確
認
さ
れ
る
の
は
大
島
だ
け
で
あ
る
が
、
宮
古
島
に
も
「
お
ゑ
か
人
」
が

任
命
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

宮
古
島
に
お
け
る
現
存
最
古
の
辞
令
書
（
一
五
九
五
年
）
に
よ
る
と
、「
大
宮
古

間
切
」
の
首
里
島
尻
大
屋
子
が
下
地
大
首
里
大
屋
子
と
交
代
し
、
給
与
地
（
お
ゑ
か

地
）
の
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
の
で
（
（01
（

、
遅
く
と
も
十
六
世
紀
後
半
に
は
地
方
行
政

区
画
と
し
て
の
「
間
切
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
間
切
も
し
く
は
そ
れ

に
準
じ
る
行
政
単
位
に
設
置
さ
れ
る
役
人
で
あ
る
首
里
大
屋
子
（
（0（
（

が
任
命
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
給
与
地
に
は
多
良
間
島
の
土
地
も
含
ま
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
宮
古
島
の
支
配
は
依
然
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

「
大
宮
古
間
切
」
と
い
う
行
政
区
画
は
前
出
の
辞
令
書
に
だ
け
み
え
る
も
の
で
、
近

世
に
は
三
つ
の
間
切
（
砂
川
・
平
川
・
下
地
）
に
細
分
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
首
里
大

屋
子
の
給
与
地
に
含
ま
れ
る
「
た
ら
ま
大
は
る
」
が
多
良
間
島
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
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「
大
宮
古
間
切
」
は
宮
古
島
だ
け
で
な
く
宮
古
諸
島
全
体
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
奄
美
の
大
島
・
喜
界
島
に
細
分
化
さ
れ
た
間
切
が
設
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
宮
古
諸
島
は
「
大
宮
古
間
切
」
と
し
て
大
雑
把
に
把
握
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

4　

宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
年
貢
と
貢
物

一
四
九
七
年
、
朝
鮮
に
漂
着
し
た
多
良
間
島
民
は
事
情
聴
取
に
対
し
、
島
で
多
く

産
出
す
る
「
紅
花
」
を
琉
球
に
「
輸
貢
」
し
た
の
ち
、
帰
路
で
漂
流
し
た
と
供
述
し

て
い
る
。
こ
の
「
貢
」
が
定
例
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
一

方
、
一
五
〇
一
年
以
降
、「
太
平
山
」
は
「
歳
貢
」
と
し
て
「
穀
」（
穀
物
）、「
布
」

（
布
帛
）、
お
よ
び
「
繇
」（
労
役
）
を
納
め
た
と
い
う
。
前
年
（
一
五
〇
〇
年
）
の

「
太
平
山
」
遠
征
の
直
接
の
対
象
は
石
垣
島
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
八

重
山
諸
島
の
〈
島
主
〉
は
「
歳
貢
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（00
（

。　

一
五
六
九
年
、「
当
（
琉
球
国
（

邦
太
平
嶋
之
百
姓
等
」
が
「
年
貢
・
々
物
」
を
琉
球
に
輸
送

す
る
途
上
で
漂
流
し
、
薩
摩
片
浦
に
漂
着
し
て
い
る
（
（00
（

。
具
体
的
な
島
名
・
品
目
は

不
明
で
あ
る
が
、
定
例
の
「
年
貢
」、
お
よ
び
「
貢
物
」
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
漢
語
と
し
て
の
「
歳
貢
」
を
琉
球
語
な
い
し
日
本
語
に
変
換
し
た
の

が
「
年
貢
」
と
い
え
よ
う
。
古
琉
球
の
租
税
は
、
年
貢
へ
の
固
定
化
が
進
む
ミ
カ
ナ

イ
と
、
貢
納
制
の
色
彩
を
強
く
残
す
ミ
サ
サ
ゲ
・
御
初
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
（
（00
（

。

一
六
一
四
年
に
那
覇
に
入
港
し
た
宮
古
島
の
「
叶
船
（
（00
（

」
は
年
貢
輸
送
船
と
み
ら
れ

る
。一

五
九
〇
年
、「
太
平
山
」
の
「
要
宇
」
な
る
人
物
が
琉
球
方
面
か
ら
朝
鮮
に
漂

流
し
て
い
る
が
、
尚
寧
か
ら
朝
鮮
国
王
宣
祖
に
あ
て
た
咨
文
に
よ
る
と
、
要
宇
は

「
部
衆
」
を
率
い
て
「
米
布
」
を
運
送
し
た
さ
い
、
朝
鮮
に
漂
流
し
た
と
い
う
（
（00
（

。
彼

ら
は
朝
鮮
か
ら
明
に
転
送
さ
れ
た
の
ち
琉
球
へ
送
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
明
側

の
史
料
に
よ
れ
ば
、
漂
流
し
た
の
は
「
男
婦
四
十
六
名
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
う
ち

三
名
の
名
前
が
「
要
宇
」・「
厚
女
注
口
」・「
淳
于
波
」
で
あ
る
こ
と
、
彼
ら
は
「
大

小
米
等
物
」
を
「
本
国
」（
琉
球
）
に
輸
送
し
、「
祈
祷
所
」
で
「
完
納
」
し
た
の

ち
、
帰
路
で
漂
流
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（00
（

。

要
宇
の
名
前
と
職
名
に
つ
い
て
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
。『
事
大
文
軌
』
所
収
の

朝
鮮
国
王
宣
祖
咨
文
案
は
「
要
守
」「
本
国
所
属
太
平
山
官
上
」、『
歴
代
宝
案
』
所

収
の
朝
鮮
国
王
宣
祖
咨
文
写
は
「
要
宇
」「
本
国
所
属
太
平
山
土
官
」
と
す
る
。
ま

た
、『
事
大
文
軌
』
所
収
の
尚
寧
咨
文
写
は
「
要
宇
」「
弊
邑
臣
僚
」
と
す
る
。「
官

上
」
と
は
「
上
官
」
を
意
味
す
る
一
般
名
詞
で
あ
る
が
（
（00
（

、「
土
官
」
は
、
明
で
は
辺

境
地
域
で
領
主
制
を
布
く
世
襲
の
地
方
官
（
（00
（

を
意
味
す
る
。『
大
明
会
典
』
に
お
い
て

は
、「
土
官
」
は
「
蕃
王
」
と
お
な
じ
く
、
明
皇
帝
に
「
朝
貢
」
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
（
（01
（

。

し
た
が
っ
て
、「
要
宇
」
は
「
太
平
山
」（
先
島
諸
島
）
の
い
ず
れ
か
の
島
で
「
部
」

（「
部
衆
」）
を
支
配
す
る
在
地
有
力
者
で
あ
り
、
琉
球
側
が
「
土
官
」
と
称
す
る
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
（0（
（

。「
官
上
」「
臣
僚
」
は
官
人
一
般
を
指
す
表
現
で

あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
琉
球
へ
の
租
税
を
「
土
官
」
み
ず
か
ら
が
輸
送
し
、「
祈

祷
所
」
に
納
付
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
先
島
諸
島
の
租
税
が
依
然
と
し
て
貢
納
制
的

な
意
味
合
い
を
と
ど
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
（
（00
（

。『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
い
て
、

琉
球
の
王
が
太
陽
神
の
霊
力
を
受
け
て
〈
辺
縁
〉
諸
島
を
服
属
さ
せ
た
こ
と
が
賛
美

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
土
官
」
が
み
ず
か
ら
貢
納
品
を
持
参
し
て
「
祈

祷
所
」
に
納
付
す
る
と
い
う
行
為
は
、
単
な
る
租
税
の
納
付
で
は
な
く
、
服
属
の
意

思
を
定
期
的
に
再
確
認
す
る
と
い
う
儀
礼
的
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
て
残
る
の
は
、「
太
平
山
」
が
具
体
的
に
ど
の
島
を
指
す
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
太
平
」
の
用
例
を
探
る
う
え
で
、

「
太
平
布
」
が
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
一
五
七
七
年
に
琉
球
か
ら
島
津
氏
に
「
太
平

布
百
端
」
が
贈
ら
れ
た
の
が
初
見
で
あ
り
（
（00
（

、
翌
年
に
琉
球
が
島
津
氏
に
贈
っ
た
「
太

平
布
五
拾
端
（
（00
（

」
に
つ
い
て
、
近
世
薩
摩
藩
の
編
纂
に
な
る
『
義
弘
公
御
譜
』
は
「
上

布
四
十
端
」
と
記
述
し
て
い
る
（
（00
（

。
端
数
に
齟
齬
が
あ
る
が
、「
太
平
布
」
は
「
上
布
」
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と
同
一
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
以
降
、
琉
球
側
か
ら
島
津
氏
へ
の
礼
物
と
し
て

太
平
布
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
（
（00
（

。
一
方
、
一
五
八
三
年
以
降
に
明
へ
の
附
搭
貨
物

と
し
て
登
場
す
る
「
土
夏
布
」（
苧
布
）
が
太
平
布
・
上
布
に
相
当
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
（
（00
（

。
袋
中
著
『
琉
球
往
来
』（
一
六
〇
三
年
）
に
は
、「
都ミ
ヤ
コ船

十
八
艘ソ
フ　

上

布
・
下
布
・
麻マ

ソ紵
・
船
ノ
黒
綱ツ
ナ

」「
彌ヤ
エ
マ間

船
十
艘　

純
白
米
・
麦
」
と
あ
る
の
で
、

太
平
布
の
特
産
地
は
宮
古
島
と
み
ら
れ
る
。
一
般
に
古
琉
球
期
の
「
太
平
山
」
が
先

島
諸
島
の
総
称
で
あ
る
の
に
対
し
、
近
世
琉
球
で
は
宮
古
諸
島
を
意
味
す
る
よ
う
に

な
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
五
七
〇
年
代
～
八
〇
年
代
の
宮
古
島
に
お
け
る

太
平
布
の
生
産
体
制
の
変
化
に
起
因
す
る
も
の
で
（
（00
（

、
琉
球
王
府
が
宮
古
島
産
の
苧
布

を
「
太
平
布
」
と
命
名
し
た
の
に
と
も
な
い
、
宮
古
島
を
指
し
て
「
太
平
山
」
と
称

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
（00
（

。

や
や
迂
遠
と
な
っ
た
が
、
一
五
九
〇
年
に
朝
鮮
に
漂
着
し
た
「
太
平
山
土
官
」
の

要
宇
と
は
、
宮
古
島
の
「
部
」（
集
落
）
を
支
配
す
る
在
地
有
力
者
で
あ
っ
た
と
結

論
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
宮
古
島
の
支
配
機
構
の
実
態
は
不
明
な
部
分
が
多

い
が
、
琉
球
王
府
が
在
地
有
力
者
の
一
人
で
あ
る
要
宇
を
地
方
役
人
と
し
て
任
命
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
古
島
に
在
番
制
が
敷
か
れ
る
一
六
二
九
年
以
前
に

は
、
要
宇
の
よ
う
な
在
地
有
力
者
が
依
然
と
し
て
自
律
性
を
維
持
し
て
お
り
、
中
央

集
権
支
配
は
貫
徹
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
宮
古
諸
島
に
行
政
区
画
と
し
て
の
大
宮
古
間
切
が
設
定
さ
れ
、
首

里
大
屋
子
が
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
段
階
で

の
首
里
大
屋
子
は
、
宮
古
諸
島
に
お
け
る
得
分
権
を
認
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

実
質
的
な
支
配
を
担
う
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
宮
古
島
の
在
地
有

力
者
た
ち
は
首
里
大
屋
子
の
も
と
に
緩
や
か
に
統
合
さ
れ
、〈
周
辺
〉
諸
島
の
地
方

役
人
と
し
て
租
税
を
納
付
す
る
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
依
然
、〈
辺
縁
〉
諸
島
の

「
土
官
」
と
し
て
「
年
貢
」・「
貢
物
」
を
捧
げ
る
存
在
で
あ
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
貢
納
と
い
う
行
為
は
、
太
陽
思
想
（
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
強
く
結
び

つ
け
ら
れ
た
服
属
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
琉
球
国
側
と
し
て
は
、
社

会
的
・
文
化
的
な
差
異
の
あ
る
先
島
諸
島
の
〈
周
辺
〉
化
（
中
央
集
権
化
）
を
推
進

す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
〈
辺
縁
〉
に
留
め
お
い
て
緩
や
か
な
支
配
を
お
よ
ぼ
し
、
各

島
の
在
地
有
力
者
に
貢
納
（
服
属
儀
礼
）
を
課
す
こ
と
の
ほ
う
が
、
王
権
の
称
揚
・

強
化
に
適
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

論
点
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
最
後
に
古
琉
球
期
王
権
の
支
配
理
念
の
形
成
・
変

容
過
程
を
整
理
し
た
い
。

尚
泰
久
代
に
は
東
ア
ジ
ア
の
普
遍
的
な
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
支
配

理
念
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
儒
仏
一
致
を
基
本
と
す
る
京

都
五
山
系
の
禅
僧
で
あ
り
、
従
来
の
在
琉
華
人
に
代
わ
っ
て
王
権
の
ブ
レ
ー
ン
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
王
位
継
承
が
不
安
定
で
あ

り
、
か
つ
君
臣
関
係
も
未
成
熟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
琉
球
弧
の
諸
島
に
中

央
集
権
的
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
琉
球
国

中
山
王
・
大
世
主
と
い
う
制
度
的
・
実
体
的
地
位
だ
け
で
な
く
、
法
王
・〈
皇
帝
〉・

〈
天
子
〉
と
し
て
の
理
念
的
地
位
を
標
榜
す
る
こ
と
で
、
琉
球
孤
の
諸
島
を
緩
や
か

に
統
合
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
尚
泰
久
代
の
支
配
理
念
は
規
範
化
し
て
、
後
代
の
王
権
を
規
定
し
た
。

第
一
尚
氏
王
朝
と
第
二
尚
氏
王
朝
は
、
研
究
史
上
は
区
別
さ
れ
る
が
、
後
者
の
初
代

で
あ
る
尚
円
は
前
王
（
尚
徳
ま
た
は
中
和
）
の
後
継
者
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。
古
琉

球
期
に
お
い
て
両
王
統
を
区
別
す
る
と
い
う
発
想
は
み
ら
れ
な
い
。
尚
円
が
易
姓
革

命
で
は
な
く
禅
譲
を
主
張
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
儒
学
思
想
に
規
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
尚
円
・
尚
宣
威
二
代
を
経
て
、
尚
真
代
の
前
半
に
お
い
て
、
禅

僧
に
よ
る
王
権
の
称
揚
が
一
段
と
進
み
、
王
の
「
皇
帝
」（
帝
王
）
や
「
天
子
」
と

し
て
の
理
念
的
地
位
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
詔
書
（
辞
令

書
）
の
登
場
は
、
皇
帝
擬
制
の
達
成
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
一
方
で
、
尚
真
代
後
半
に
お
い
て
は
、
沖
縄
諸
島
お
よ
び
奄
美
諸
島
の
大
島
・

喜
界
島
に
中
央
集
権
支
配
を
及
ぼ
し
た
。
こ
こ
に
大
島
・
喜
界
島
は
琉
球
国
の
〈
辺

縁
〉
か
ら
〈
周
辺
〉
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
島
諸
島
を
武
力
で
制
圧

す
る
こ
と
で
、
宮
古
諸
島
は
〈
辺
縁
〉
か
ら
〈
周
辺
〉
へ
と
緩
や
か
に
移
行
す
る
よ

う
に
な
り
、
八
重
山
諸
島
は
〈
辺
縁
〉
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
先
島
諸
島
は
奄
美
諸

島
に
比
べ
て
自
律
性
が
強
く
、
中
央
集
権
化
の
進
行
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
む
し
ろ
〈
辺
縁
〉
と
し
て
の
先
島
諸
島
に
貢
納
（
服
属
儀
礼
）
を
課
す
こ
と

に
よ
っ
て
王
権
の
称
揚
が
図
ら
れ
た
。
古
琉
球
期
王
権
の
最
盛
期
を
現
出
さ
せ
た
尚

真
の
武
断
的
な
姿
勢
は
、
尚
泰
久
代
以
来
の
普
遍
的
な
仏
教
・
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
も
と
づ
く
支
配
理
念
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

琉
球
独
自
の
神
祇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
理
念
の
中
核
に
位
置
づ
い
た
の
で
あ
る
。

尚
真
代
か
ら
尚
清
代
に
か
け
て
は
、
太
陽
思
想
の
高
揚
が
図
ら
れ
、
太
陽
神
は
聞

得
大
君
を
媒
介
と
し
て
王
に
武
力
を
授
け
る
存
在
と
な
り
、「
島
討
ち
」「
国
討
ち
」

の
お
も
ろ
が
創
作
さ
れ
た
。
儒
学
思
想
に
お
け
る
舜
帝
は
、
琉
球
独
自
の
「
天
」
観

念
と
結
合
し
て
「
舜
天
」
と
な
り
、
王
統
の
始
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
従
来
の

「
天
下
」「
上
国
」
と
い
う
観
念
も
儒
学
的
な
も
の
か
ら
琉
球
独
自
の
も
の
へ
と
変
容

を
と
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配
理
念
の
転
換
を
担
っ
た
の
は
、
琉
球
人
に
よ
る
官
人

組
織
、
お
よ
び
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
神
女
組
織
で
あ
り
、
尚
泰
久
代
に
確
立
し

た
禅
僧
の
地
位
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
そ
う
し
た
動
向
と
連
動
す
る
か
た
ち

で
、
仮
名
文
が
漢
文
に
優
越
す
る
と
い
う
現
象
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』（
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書

一
八
、
一
九
七
九
年
）。

（
2
）　

高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
の
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
3
）　

上
里
隆
史
「
古
琉
球
期
の
印
章
」、屋
良
健
一
郎
「
琉
球
辞
令
書
の
様
式
変
化
に
関
す
る
考
察
」。

い
ず
れ
も
黒
嶋
敏
・
屋
良
編
『
琉
球
史
料
学
の
船
出
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
。

（
4
）　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
金
石
文
』（
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
五
、
一
九
八
五
年
）、
那
覇
市

編
『
石
碑
復
元
計
画
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
四
年
）。

（
5
）　

高
橋
康
夫
「
古
琉
球
の
環
境
文
化
」（
鈴
木
博
之
ほ
か
編
『
中
世
の
文
化
と
場
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
同
『
海
の
「
京
都
」』〈
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
〉
再
録
）。

（
6
）　

村
井
章
介
「
か
な
碑
文
に
古
琉
球
を
読
む
」（
前
掲
註
（
3
）
黒
嶋
・
屋
良
編
著
書
）。

（
7
）　

高
良
倉
吉
「
尚
真
期
の
中
央
集
権
」（『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
三
・
古
琉
球
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
8
）　

前
掲
註
（
3
）
黒
嶋
・
屋
良
編
著
書
、『
琉
球
王
府
発
給
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
六
―
一
、
研
究
代
表
者�

屋
良
健
一
郎
、
二
〇
一
六
年
）。

（
9
）　

外
間
守
善
校
註
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
上
・
下
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
10
）　

村
井
章
介
『
古
琉
球　

海
洋
ア
ジ
ア
の
輝
け
る
王
国
』（K

A
D
O
K
A
W

A

、
二
〇
一
九
年
）

は
、
一
般
書
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
古
琉
球
期
の
一
次
史
料
お
よ
び
同
時
代
史
料
（
海

外
史
料
）
を
駆
使
し
て
古
琉
球
像
を
描
き
出
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

（
11
）　

末
次
智
『
琉
球
の
王
権
と
神
話
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
12
）　

高
良
倉
吉
「
中
央
集
権
体
制
の
確
立
」（『
那
覇
市
史
』
通
史
編
一
、
一
九
八
五
年
）、
矢
野

美
沙
子
『
古
琉
球
期
首
里
王
府
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
13
）　

知
名
定
寛
『
琉
球
仏
教
史
の
研
究
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
14
）　

豊
見
山
和
行
編
著
『
琉
球
・
沖
縄
史
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
総
論
。

（
15
）　

豊
見
山
和
行
「
明
朝
の
冊
封
関
係
か
ら
み
た
琉
球
王
権
と
身
分
制
」（
同
『
琉
球
王
国
の
外

交
と
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
入
間
田
宣
男
・
豊
見
山
和
行
『
北
の
平
泉
、
南

の
琉
球
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
16
）　

荒
木
敏
夫
「
古
代
王
権
研
究
の
現
状
」（
同
『
日
本
古
代
王
権
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
六
年
）
で
は
、「
王
権
」
概
念
を
、
①
王
の
権
力
、
②
王
を
王
た
ら
し
め
て
い
る
構
造
・

制
度
、
③
時
代
を
支
配
す
る
者
・
集
団
の
権
力
、
の
三
つ
に
腑
分
け
し
た
う
え
で
、
②
に
関
し

て
、
八
世
紀
の
王
権
は
天
皇
・
太
上
天
皇
、
皇
后
・
皇
太
后
、
皇
太
子
、
お
よ
び
太
政
官
か
ら

構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
古
琉
球
期
王
権
の
王
相
・
王
弟
・
王
府
を
扱
っ
た
前
掲
註
（
12
）

矢
野
著
書
は
、
②
に
着
目
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
②
だ
け
で
な
く
、
①
に
も
着

目
し
、
と
り
わ
け
古
琉
球
期
の
王
が
自
ら
を
何
者
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
た
の
か
を
考
え
た
い
。

（
17
）　

有
富
純
也
『
日
本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
国

家
の
指
標
に
つ
い
て
、
領
域
の
確
定
、
公
権
力
の
確
立
（
警
察
・
軍
事
機
構
、
徴
税
機
構
、

官
僚
機
構
）
だ
け
で
な
く
、「
支
配
理
念
」
と
し
て
の
勧
農
や
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
儒
教
、

仏
教
、
神
祇
）
を
追
加
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
標
を
古
琉
球
に
あ
て
は
め
る

な
ら
ば
、
中
央
集
権
を
実
現
し
た
尚
真
代
（
前
掲
註
（
7
）（
12
）
高
良
論
文
）
が
琉
球
国
な

る
国
家
の
確
立
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
島
・
奄
美
支
配
（
領
域
の
確
定
）、
官
人
制
・
ヒ

キ
制
（
軍
事
・
行
政
・
徴
税
機
構
）、
ノ
ロ
組
織
（
神
祇
・
豊
穣
祈
念
）
と
い
う
点
に
お
い
て
、

著
し
い
進
展
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
三
山
の
統
一
が
な
っ
た

一
四
二
〇
年
代
か
ら
十
五
世
紀
後
半
に
か
け
て
は
、
琉
球
国
の
形
成
・
整
備
期
と
な
ろ
う
。

（
18
）　

鈴
木
靖
民
「
東
ア
ジ
ア
世
界
史
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
史
」（
同
編
『
梁
職
貢
図
と
東
部

註
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一
四
六
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
29
）　
「
琉
球
国
図
」
に
は
「
法
音
寺
」
と
「
慶
禅
寺
」
も
記
載
さ
れ
る
。
前
者
は
報
恩
寺
を
指
す

（
上
里
隆
史
・
深
瀬
公
一
郎
・
渡
辺
美
季
「
沖
縄
県
立
博
物
館
蔵
『
琉
球
國
圖
』」〈『
古
文
書

研
究
』
六
〇
、
二
〇
〇
五
年
〉）。
一
方
、「
慶
禅
寺
」
は
建
善
寺
（
建
善
禅
寺
）
の
誤
記
と
み

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
聴
覚
的
な
記
憶
に
頼
っ
て
註
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
錯
誤
で
あ
る
と
す
れ

ば
、「
相
国
寺
」
が
「
国
聖
寺
」
と
誤
記
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
に
一
応
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

（
30
）　

園
原
謙
・
崎
原
恭
子
「
重
要
文
化
財
「
銅
鐘
（
旧
首
里
城
正
殿
鐘
）」
の
X
線
撮
影
に
よ
る

状
態
調
査
に
つ
い
て
」（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
『
博
物
館
紀
要
』
八
、
二
〇
一
五
年
）

に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
九
九
二
年
の
沖
縄
復
帰
二
〇
周
年
事
業
と
し
て
の

首
里
城
正
殿
の
復
元
整
備
以
降
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
31
）　

後
半
部
に
関
し
て
若
干
言
及
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
、
前
掲

註
（
12
）
矢
野
著
書
第
六
章
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

（
32
）　

前
掲
註
（
12
）
矢
野
著
書
第
六
章
は
、「
三
代
」
を
舜
天
王
統
・
英
祖
王
統
・
察
度
王
統
の

三
王
統
と
解
釈
す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
王
統
観
念
は
十
六
世
紀
前

半
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
「
堯
風
」「
舜
日
」
と
い
う
文
言
と
関

連
す
る
修
辞
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、「
三
代
」
は
「
唐
虞
三
代
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
33
）　

前
掲
註
（
5
）
高
橋
論
文
。

（
34
）　

前
掲
註
（
5
）
高
橋
論
文
。

（
35
）　

原
田
正
俊
「
日
本
中
世
に
お
け
る
禅
僧
の
講
義
と
室
町
文
化
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
史
研

究
』
二
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
36
）　

川
本
慎
自
「
中
世
禅
宗
と
儒
学
学
習
」（『
歴
史
と
地
理
』
日
本
史
の
研
究
二
五
〇
、
二
〇
一

五
年
）。

（
37
）　

前
掲
註
（
13
）
知
名
著
書
は
、
尚
泰
久
の
仏
教
興
隆
を
対
日
外
交
の
人
材
と
し
て
の
禅
僧

の
確
保
に
求
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
禅
僧
が
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
琉
球
王
権
の
支
配
理
念
形
成
に
寄
与
す
る
禅
僧
の
役
割
を
重
視
し
た
い
。

（
38
）　

報
喪
に
関
し
て
は
、
孫
薇
「
冊
封
・
朝
貢
に
つ
い
て
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
一
七
、
一
九
九

一
年
）
参
照
。

（
39
）　

高
瀬
恭
子
「
首
里
城
は
炎
上
し
た
か
」（
内
田
晶
子
・
高
瀬
恭
子
・
池
谷
望
子
『
ア
ジ
ア
の

海
の
古
琉
球
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
志
魯
・
布
里
の
抗
争
と
「
府
庫
」
の
火
災

に
よ
る
鍍
金
銀
印
の
焼
失
を
虚
構
と
み
な
し
た
う
え
で
、
尚
泰
久
が
尚
金
福
か
ら
王
権
を
簒

奪
し
た
が
、
印
を
入
手
・
継
承
で
き
な
か
っ
た
と
の
見
方
を
提
示
す
る
。

（
40
）　

前
掲
註
（
14
）
豊
見
山
編
著
書
第
二
章
、
前
掲
註
（
12
）
矢
野
著
書
第
三
章
。

（
41
）　

明
『
英
宗
実
録
』
巻
二
五
二
・
景
泰
六
年
四
月
辛
卯
条
で
は
、
尚
泰
久
を
冊
封
す
る
根
拠
と

し
て
、
そ
の
個
人
的
資
質
で
あ
る
「
性
資
英
厚
」
と
と
も
に
「
国
衆
帰
心
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
明
側
の
冊
封
に
対
す
る
姿
勢
に
関
し
て
は
、
孫
薇
「
中
国
（
明
朝
廷
）
の
琉
球
に
対

す
る
勅
封
の
歴
史
」（『
史
料
編
集
室
紀
要
』
二
七
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、
同
『
日
本
古
代
の
周
縁
史
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）
は
、
古
代
の
歴
史
空
間
の
世
界
構
造
を
、
中
央
（
中
心
）
―
周
辺
―
辺
縁
の
三

部
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
、
辺
縁
の
外
部
を
異
域
と
す
る
。
こ
の
見
方
は
古
琉
球
の
分

析
に
も
有
効
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
沖
縄
島
を
琉
球
国
の
〈
中
央
〉、
版
図
内
を

〈
周
縁
〉、
版
図
外
を
〈
異
域
〉
と
定
義
し
た
う
え
で
、〈
周
縁
〉
の
な
か
で
も
〈
中
央
〉
の
支

配
が
浸
透
す
る
地
域
を
〈
周
辺
〉、
自
律
性
の
高
い
地
域
を
〈
辺
縁
〉
と
区
分
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
や
や
複
雑
で
は
あ
る
が
、
南
西
諸
島
の
個
々
の
島
々
が
〈
異
域
〉
―
〈
辺
縁
〉
―
〈
周

辺
〉
の
あ
い
だ
を
揺
れ
動
き
つ
つ
、
段
階
差
を
と
も
な
い
な
が
ら
琉
球
国
へ
と
包
摂
さ
れ
て
い

く
様
相
を
動
態
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
19
）　

小
島
瓔
禮
『
万
国
津
梁
の
鐘
』（
沖
縄
総
合
図
書
、
一
九
九
一
年
）。

（
20
）　

名
幸
芳
章
『
沖
縄
仏
教
史
』（
護
国
寺
、
一
九
六
八
年
）、
島
尻
勝
太
郎
「
沖
縄
の
外
来
宗

教
」（『
沖
縄
県
史
』
第
五
巻
・
各
論
編
四
・
文
化
一
、
一
九
七
五
年
）。

（
21
）　

高
橋
公
明
「
琉
球
王
国
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
一
〇
・
中
世
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

四
年
）。

（
22
）　

豊
見
山
和
行
「
琉
球
国
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
」（
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
鈴
木
稔
編
『
中

世
日
本
列
島
の
地
域
性
』
名
著
出
版
、
一
九
九
七
年
）。
屋
良
健
一
郎
「
中
世
後
期
の
種
子
島

氏
と
南
九
州
海
域
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
一
―
一
一
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
近
年
の
研
究
動

向
を
と
り
い
れ
つ
つ
、
華
夷
意
識
の
あ
り
よ
う
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
な
お
、
上

里
隆
史
『
海
の
王
国
・
琉
球
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
梵
鐘
銘
か
ら
「
華
夷
秩
序
」

を
読
み
と
る
が
、
尚
泰
久
代
に
お
い
て
「
秩
序
」
と
い
う
べ
き
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と

即
断
す
る
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
。

（
23
）　

尚
泰
久
の
仏
教
政
策
は
、
そ
の
特
異
性
が
註
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
過
性
の
も
の
と
み
な
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
尚
泰
久
の
治
世
を
琉
球
国
の
国
家
形
成
・
整
備
期
の
一
段
階

と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
王
権
の
仏
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
と
し
て
正
面
か
ら
と
ら

え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
金
石
文
の
端
々
に
み
え
る
儒
学
的
修
辞
を
表
面
的
な
も
の
と
し
て

片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
と
し
て
汲
み
あ
げ
て
み
る
必
要
が
あ

る
。
国
家
確
立
期
の
尚
真
代
以
降
、
仏
教
が
影
を
ひ
そ
め
て
、
神
女
（
ノ
ロ
）
が
優
位
に
な

る
と
い
う
流
れ
が
あ
る
が
（
前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
）、
こ
れ
は
王
権
の
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
仏
教
・
儒
教
か
ら
神
祇
へ
と
重
点
を
移
し
た
も
の
と
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
24
）　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
沖
縄
の
金
工
品
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
八
年
）、
前
掲

註
（
5
）
高
橋
論
文
な
ど
。

（
25
）　

前
掲
註
（
5
）
高
橋
論
文
。

（
26
）　

前
掲
註
（
13
）
知
名
著
書
。

（
27
）　
『
歴
代
宝
案
』
巻
十
七
・
正
統
三
年
（
一
四
三
八
）
月
日
尚
巴
志
咨
文
案
。

（
28
）　

安
里
進
「
太
宰
府
神
社
旧
蔵
「
琉
球
国
図
」
に
み
る
一
五
世
紀
の
琉
球
王
国
」（『
浦
添
市
立

図
書
館
紀
要
』
一
五
、
二
〇
〇
四
年
）、
渡
辺
美
季
「
竹
森
道
悦
と
地
図
奉
納
」（『
九
州
史
学
』
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（
42
）　

前
掲
註
（
21
）
高
橋
論
文
・（
39
）
高
瀬
論
文
は
、「
権
国
事
」
と
「
掌
国
事
」
を
同
一
視
し

て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
景
泰
五
年
の
勅
諭
の
冒
頭
部
分
に
欠
損
が
あ
る
が
、「
皇
帝
勅
諭

□
□
□
□
□
事
王
弟
尚
泰
久
」
と
読
め
る
。
勅
諭
で
は
「
琉
球
国
権
国
事
」
で
は
な
く
「
琉

球
国
掌
国
事
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
43
）　

王
が
琉
球
国
中
山
王
だ
け
で
な
く
大
世
主
・
法
王
・〈
天
子
〉・〈
皇
帝
〉
と
い
う
属
性
を
帯

び
る
存
在
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
王
位
継
承
の
時
点
を
冊
封
に
求
め
る
必
要
は
な
い
。「
浦
添

城
の
前
の
碑
」（
一
五
九
五
年
）
に
お
い
て
「
り（

琉

球

国

中

山

王

（

う
き
う
こ
く
ち
う
さ
ん
わ
う
し（

尚

寧

（

や
う
ね
い
ハ
、

そ（

尊

敦

（

ん
と
ん
よ
り
こ
の
か
た
二
十
四
代
の
わ（
王
（う

の
御
く（

位

（
ら
ゐ
を
つ
（
継
（き

め
し
よ
わ
ち
へ
」
と
あ
り
、

受
封
前
の
尚
寧
が
「
琉
球
国
中
山
王
」
を
称
し
た
こ
と
は
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
同
碑
銘
に
は
「
て（
天
（ん

よ
り
わ
う
の
御
な
（
名
（を

ば
、
て
だ
が
す
ゑ
あ
ん
じ
お
そ
ひ
す
ゑ
ま

さ
る
わ
う
に
せ
、
て
て
つ
け
め
し
よ
わ
ち
へ
」
と
あ
り
、
尊
敦
の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
と
、「
天
」

か
ら
神
号
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
王
位
継
承
の
正
統
性
が
担
保
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
な
尚
真
代
以
降
の
系
譜
認
識
の
形
成
や
「
天
」
観
念
の

変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
十
五
世
紀
段
階
に
遡
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
受

封
前
に
琉
球
独
自
の
論
理
に
よ
る
王
位
継
承
が
実
現
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

（
44
）　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
編
『
海
の
琉
球
』（
展
覧
会
図
録
、
二
〇
一
七
年
）。

（
45
）　

清
代
の
事
例
で
あ
る
が
、
一
六
八
二
年
（
康
煕
二
十
一
）
十
一
月
に
那
覇
を
出
航
し
た
進
貢

使
節
は
、
十
二
月
に
福
州
に
到
着
し
た
の
ち
、
翌
年
六
月
に
北
京
に
到
着
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
七
五
四
年
（
乾
隆
十
九
）
十
一
月
に
那
覇
を
出
航
し
た
進
貢
使
節
は
、
翌
年
正
月
に
福
州

に
到
着
し
た
の
ち
十
一
月
に
北
京
に
到
着
し
て
い
る
。
以
上
の
デ
ー
タ
は
、
陳
碩
炫
「
清
代

琉
球
進
貢
使
節
派
遣
日
程
に
つ
い
て
」（
赤
嶺
守
・
朱
徳
蘭
・
謝
必
震
編
『
中
国
と
琉
球
』〈
彩

流
社
、
二
〇
一
三
年
〉）
に
よ
る
。

（
46
）　

前
掲
註
（
45
）
陳
論
考
に
よ
る
と
、
一
六
六
六
～
一
七
七
二
年
の
進
貢
船
五
〇
例
の
う
ち
二

八
例
が
十
一
月
に
那
覇
を
出
航
し
て
お
り
（
一
七
七
三
年
以
降
は
不
規
則
と
な
る
た
め
、
こ

こ
で
は
除
外
し
た
）、
以
下
、
十
二
月
（
七
例
）、
正
月
（
四
例
）、
二
月
（
三
例
）、
十
月
・

三
月
（
い
ず
れ
も
一
例
）
の
順
と
な
る
。

（
47
）　

前
掲
註
（
12
）
矢
野
著
書
は
、
王
弟
の
権
力
を
「
新
た
な
権
力
」
と
評
す
る
。
し
か
し
、「
新

た
な
権
力
」
が
生
起
し
た
と
み
る
よ
り
は
、
王
弟
が
既
存
の
王
権
の
な
か
で
権
限
を
分
掌
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
実
力
を
蓄
え
、
王
権
の
分
裂
を
招
い
た
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
48
）　

夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』（
一
六
〇
六
年
）
の
「
歴
朝
使
琉
球
姓
氏
考
」
に
は
「
景
泰
七
年　

欽
差
正
使
給
事
中
李
秉（
彝
脱
（・

副
使
行
人
劉
倹
勅
封
国
王
尚
泰
久
」
と
あ
る
。『
明
史
』
巻
三
二
三
・

列
伝
二
一
一
・
外
国
四
・
琉
球
は
景
泰
六
年
四
月
の
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
は
冊
封
使
（
正

使
厳
誠
）
が
発
遣
さ
れ
た
時
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
『
英
宗
実
録
』
巻
二
五
二
・
景

泰
六
年
四
月
辛
卯
条
に
か
け
て
採
録
さ
れ
る
、
同
年
七
月
二
十
日
付
の
詔
書
は
、
正
使
が
李

秉
彝
に
交
代
し
た
こ
と
を
う
け
て
差
し
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
冊
封
使
の
琉
球
渡
航
は
、

同
年
七
月
以
降
の
こ
と
と
な
る
。

（
49
）　

前
掲
『
英
宗
実
録
』
景
泰
六
年
四
月
辛
卯
条
。

（
50
）　

一
五
三
二
年
（
嘉
靖
一
一
）
五
月
に
冊
封
使
に
任
命
さ
れ
た
陳
侃
は
、
一
五
三
三
年
五
月
福

建
到
着
、
一
五
三
四
年
三
月
造
船
完
了
、
四
月
出
航
、
五
月
那
覇
着
で
あ
る
か
ら
、
丸
二
年

を
要
し
て
い
る
（『
使
琉
球
録
』）。
一
六
〇
三
年
（
万
暦
三
十
一
）
五
月
に
冊
封
使
に
任
命
さ

れ
た
夏
子
陽
は
、
同
年
一
〇
月
福
建
着
、
造
船
に
足
か
け
四
年
を
費
や
し
、
一
六
〇
六
年
六

月
に
那
覇
に
到
着
し
て
お
り
、
四
年
余
を
要
し
て
い
る
（『
使
琉
球
録
』）。

（
51
）　

前
掲
註
（
45
）
陳
論
考
よ
る
と
、
一
六
六
六
～
一
七
七
二
年
の
進
貢
船
五
〇
例
・
一
〇
〇
艘

の
う
ち
二
二
艘
が
十
二
月
に
福
州
に
到
着
し
て
お
り
、
以
下
、
二
月
（
一
三
艘
）、
正
月
（
一

〇
艘
）、
三
月
（
五
艘
）、
十
一
月
・
四
月
（
と
も
に
二
艘
）、
閏
三
月
（
一
艘
）
の
順
と
な
る

（
一
六
八
六
年
十
一
月
に
那
覇
を
出
航
し
た
も
の
の
、
暴
風
雨
の
た
め
一
六
八
七
年
九
月
に
出

航
し
た
事
例
は
除
く
）。『
英
宗
実
録
』
天
順
元
年
（
一
四
五
七
）
三
月
辛
巳
（
十
八
日
）
条

に
は
進
貢
使
節
（
正
使
程
鵬
）
の
朝
貢
記
事
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
時
期
的
に
み
て
謝

恩
使
と
同
時
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
謝
恩
使

は
通
常
の
進
貢
船
の
派
遣
時
期
に
あ
わ
せ
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
52
）　

高
橋
康
夫
「
古
琉
球
期
那
覇
の
三
つ
の
天
妃
宮
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
三
六
、
二
〇
一
〇

年
、
前
掲
註
（
5
）
高
橋
著
書
再
録
）
は
、「
天
妃
宮
」
を
那
覇
所
在
の
天
妃
宮
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
近
世
琉
球
の
事
例
で
あ
る
が
、
進
貢
船
の
出
航
に
さ
い
し
て
は
、
天
后
宮
の
「
菩

薩
」（
媽
祖
）
像
が
船
内
に
勧
請
さ
れ
た
（
真
栄
平
房
昭
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
航
海
と
信
仰
」

『
沖
縄
文
化
』
七
七
、
一
九
九
三
年
）。
な
お
、
進
貢
船
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

琉
球
船
は
出
航
前
に
「
海
辺
」
の
「
天
妃
娘
娘
殿
」
で
「
馬
猪
」
を
斬
っ
て
供
え
る
と
い
う

祭
祀
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
朝
鮮
『
世
祖
実
録
』
八
年
〈
一
四
六
二
〉
二
月
癸
巳
条
）。

（
53
）　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
九
月
二
十
九
日
条
（『
増
補
続
史
料
大

成
』
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
一
）
に
よ
る
と
、
同
年
八
月
に
足
利
義
政
の
も
と
を
訪
れ
た
「
嶋

人
」（
琉
球
人
）
が
明
の
「
天
尊
（
順
（」

改
元
の
情
報
を
伝
え
た
と
い
う
。
琉
球
と
日
本
と
の
遣
明

使
節
の
派
遣
頻
度
の
相
違
が
天
順
改
元
情
報
の
時
間
差
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
一

四
六
四
年
（
寛
正
五
）
六
月
頃
、
朝
鮮
か
ら
日
本
に
帰
国
し
た
商
船
が
英
宗
の
重
祚
と
天
順

改
元
の
情
報
を
伝
え
て
き
た
と
す
る
史
料
も
あ
り
（『
善
隣
国
宝
記
』
足
利
義
政
表
文
案
按

文
）、
情
報
伝
播
の
あ
り
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
54
）　

前
掲
（
52
）
高
橋
論
文
は
「
上
天
妃
宮
」
を
波
上
所
在
の
天
妃
宮
と
す
る
。

（
55
）　

朝
鮮
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
56
）　

米
谷
均
「
日
朝
・
日
明
間
に
お
け
る
粛
拝
儀
礼
に
つ
い
て
」（
中
島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
編

『
寧
波
と
博
多
』〈
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
〉）。

（
57
）　

石
田
実
洋
・
橋
本
雄
「
壬
生
家
旧
蔵
本
『
宋
朝
僧
捧
返
牒
記
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
文
書

研
究
』
六
九
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
足
利
義
満
が
明
使
応
接
に
あ
た
り
、
明
側
が
求
め
る
四

拝
礼
を
忌
避
し
、「
法
王
」
と
し
て
の
立
場
で
三
拝
し
た
と
い
う
。

（
58
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
癸
巳
条
。
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（
59
）　

朝
鮮
『
世
祖
実
録
』
七
年
（
一
四
六
一
）
十
二
月
戊
辰
条
。
な
お
、
尚
真
期
の
大
蔵
経
求
請

に
お
い
て
も
「
鎮
国
家
」
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（『
燕
山
君
日
記
』
六
年
十
一
月

丁
卯
条
）。

（
60
）　

一
四
五
七
年
に
琉
球
が
朝
鮮
か
ら
大
蔵
経
を
獲
得
し
た
と
み
る
既
往
説
に
対
し
て
、
前
掲
註

（
10
）
村
井
著
書
は
否
定
的
な
見
解
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
一
四
五
八
年
の
琉
球
国
王
使
の
吾

羅
沙
也
文
（
五
郎
左
衛
門
）
が
琉
球
人
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
偽
使
と
み
な
し
、
彼

が
持
参
し
た
咨
文
に
「
去
歳
蒙
賜
礼
物
并
大
蔵
尊
経
」
と
あ
る
の
は
、
一
四
五
七
年
に
日
本

国
王
使
全
密
が
大
蔵
経
を
獲
得
し
た
事
実
と
混
同
し
た
た
め
と
す
る
。
し
か
し
、
琉
球
国
王

使
の
真
偽
判
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
外
交
文
書
の
様
式
が
咨
文
で
あ
る
か
書
契
で
あ
る
か
と

さ
れ
て
い
る
た
め
（
橋
本
雄
『
中
世
日
本
の
国
際
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
吾

羅
沙
也
文
が
琉
球
人
で
な
い
こ
と
だ
け
を
も
っ
て
偽
使
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
に

琉
球
国
王
使
が
偽
使
で
あ
る
と
し
て
も
、
真
使
で
あ
る
日
本
国
王
使
（
建
仁
寺
勧
進
船
）
が

大
蔵
経
を
獲
得
し
た
事
実
と
混
同
し
て
咨
文
を
作
成
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
も
ち
ろ
ん
大

蔵
経
が
無
事
に
琉
球
に
届
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
残
る
が
、
こ
こ
で
は
大
蔵

経
の
獲
得
・
施
入
と
い
う
王
権
の
意
思
を
重
視
し
た
い
。

（
61
）　

知
名
定
寛
「
仏
教
の
伝
来
と
展
開
」（『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
三
・
古
琉
球
）。

（
62
）　

前
掲
註
（
12
）
矢
野
著
書
第
一
章
。

（
63
）　

岡
本
弘
道
『
琉
球
王
国
海
上
交
渉
史
研
究
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
64
）　

長
史
が
王
命
の
出
納
者
で
あ
る
こ
と
は
、
尚
徳
の
遣
朝
鮮
使
で
あ
る
普
須
古
が
証
言
し
て
お

り
（
前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
癸
巳
条
）、
こ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
『
海
東
諸
国
紀
』

の
記
述
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
65
）　

前
掲
註
（
38
）
孫
薇
論
文
は
、「
王
相
」
が
本
来
の
役
割
を
担
っ
た
の
は
初
期
の
み
で
あ
り
、

そ
の
後
は
琉
球
王
府
の
執
政
官
へ
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
66
）　
『
歴
代
宝
案
』
巻
一
・
景
泰
六
年
（
一
四
五
五
）
七
月
二
十
日
代
宗
詔
書
写
。
本
稿
で
引
用

す
る
『
歴
代
宝
案
』
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
歴
代
宝
案
』
校
訂
本
第
一
冊

〈
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
〉）
所
収
の
影
印
に
拠
る
。
な
お
、『
明
実
録
』（
英
宗

実
録
）
景
泰
六
年
四
月
十
六
日
条
に
当
該
詔
書
を
抄
出
し
た
記
事
が
み
え
る
。

（
67
）　

夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
巻
下
・
群
書
質
異
・
星
槎
勝
覧
（
原
田
禹
雄
訳
註
『
夏
子
陽
使
琉

球
録
』
榕
樹
書
林
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
と
、
明
初
に
下
賜
さ
れ
た
四
書
・
五
経
・
韻
府
・

通
鑑
・
唐
賢
三
体
詩
が
円
覚
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
68
）　

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
の
土
木
の
変
に
よ
っ
て
、
明
の
正
統
帝
が
オ
イ
ラ
ト
の
エ
セ

ン
に
よ
っ
て
捕
縛
・
連
行
さ
れ
た
こ
と
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
博
多
商
人
宗

金
に
よ
る
と
、「
殿
下
」（
足
利
義
政
）
が
琉
球
に
明
の
情
勢
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
琉
球
側
は

「
中
国
与
達
子
相
戦
、
有
兵
乱
、
未
可
朝
也
」
と
回
答
し
た
と
い
う
（『
世
宗
実
録
』
二
十
九

年
〈
一
四
四
七
〉
五
月
丙
辰
条
）。
ど
こ
ま
で
真
相
を
語
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
頻
繁

に
朝
貢
す
る
琉
球
が
オ
イ
ラ
ト
の
動
静
を
察
知
し
て
い
た
こ
と
ま
で
疑
う
必
要
は
な
か
ろ
う
。

土
木
の
変
に
よ
る
皇
帝
の
権
威
失
墜
に
と
も
な
い
、
琉
球
に
〈
中
華
〉
と
し
て
の
自
尊
意
識

と
「
蛮
夷
」
を
畏
怖
す
る
意
識
が
同
時
に
芽
生
え
た
可
能
性
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

（
69
）　

前
掲
註
（
39
）
高
瀬
論
文
。

（
70
）　

伊
従
勉
「
遺
構
か
ら
み
る
古
琉
球
の
首
里
城
」（
前
掲
註
（
7
）『
沖
縄
県
史
』）
は
、
首
里

城
正
殿
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
考
古
学
的
見
解
を
整
理
し
、
正
殿
正
面
（
西
側
）
の
基
壇
が

六
段
階
を
経
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
、
第
一
石
列
（
創
建
当
初
）
の
火
災
痕
は
一
四
五
三
年
の

火
災
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
石
列
は
尚
泰
久
が
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。「
首
里
城
正
殿
鐘
」
が
「
殿
前
」（
正
面
）
に
掛
着
さ
れ
た
こ
と
は
、
正
殿
正

面
の
基
壇
の
再
整
備
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
、
①
一
四
五
三
年
に
少
な
く
と

も
首
里
城
正
殿
の
一
部
を
焼
く
程
度
の
火
災
は
発
生
し
て
い
た
、
②
冊
封
儀
礼
が
挙
行
さ
れ

た
一
四
五
六
年
に
は
修
築
が
完
了
し
て
い
た
、
③
そ
の
後
に
「
正
殿
鐘
」
の
鋳
造
が
企
画
さ

れ
、
一
四
五
八
年
に
正
殿
の
「
殿
前
」
に
掛
着
さ
れ
た
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
知

名
定
寛
「
古
流
球
王
国
と
仏
教
」（『
南
島
史
学
』
五
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、
足
利
義
政
代

の
琉
球
使
節
の
来
日
が
一
四
五
八
年
時
点
で
既
に
六
度
を
数
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
王
宮
再

建
費
用
の
調
達
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
一
四
五
七
年
頃
か
ら
「
大
世
通
宝
」

が
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
（
東
恩
納
寛
淳
「
室
町
期
頃
南
島
の
通
貨
」〈『
日
本
歴
史
』
二

八
、
一
九
五
〇
年
〉）、
そ
れ
が
日
本
向
け
の
貨
幣
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
（
宮
城
弘
樹
「
中

世
の
銭
と
琉
球
王
国
」
前
掲
『
沖
縄
県
史
』
各
論
編
三
）
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
71
）　

平
安
期
日
本
に
み
ら
れ
た
末
法
思
想
と
し
て
の
「
百
王
思
想
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な

く
、
本
来
的
な
意
味
で
の
「
百
王
」（
百
代
後
の
王
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
72
）　

高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
史
の
探
求
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
一
年
）
は
、
一
四
五
八
年
六
月

の
首
里
城
正
殿
鐘
の
掛
着
を
根
拠
に
「
首
里
城
焼
失
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
が
、
正
殿
が
焼

失
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
城
内
某
所
か
ら
「
失
火
」
し
て
「
倉
庫
」
に
「
延
焼
」
し
た
こ
と

は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
首
里
城
跡
―
京
の
内
発
掘
調
査

報
告
書
（
Ⅰ
）』（
一
九
九
八
年
）
は
、「
失
火
」
の
時
期
を
一
四
五
九
年
三
月
と
み
な
し
、「
京

の
内
」
出
土
の
被
災
遺
物
と
関
連
づ
け
る
。
遺
物
の
被
災
・
廃
棄
年
代
は
筆
者
が
判
断
で
き

る
範
囲
を
超
え
て
い
る
が
、
明
『
英
宗
実
録
』
に
み
え
る
「
失
火
」
の
時
期
は
一
四
五
八
年

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
73
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
74
）　

大
高
広
和
「
大
宝
律
令
の
制
定
と
「
蕃
」「
夷
」」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
二
―
一
二
、
二
〇
一

三
年
）、
梁
暁
弈
「
日
本
古
代
に
お
け
る
華
夷
思
想
と
そ
の
影
響
」（『
日
本
歴
史
』
八
四
四
、

二
〇
一
八
年
）。

（
75
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
76
）　
「
島
津
家
文
書
」
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
四
月
十
日
島
津
道
鑑
（
貞
久
）
譲
状
案
（『
大
日

本
古
文
書
』
島
津
家
文
書
一
―
一
五
〇
号
、
以
下
「
島
津
一
―
一
五
〇
号
」
の
よ
う
に
略
す
）、

年
月
日
未
詳
島
津
氏
所
領
注
文
（
島
津
一
―
三
一
四
号
）。
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（
77
）　

石
上
英
一
編
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
』
古
琉
球
期
編
上
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）、

前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
第
一
章
。

（
78
）　
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
端
宗
元
年
（
一
四
五
三
）
五
月
丁
卯
条
。「
岐
浦
島
」
の
発
音
に
関
し
て

補
足
す
る
と
、
朝
鮮
前
期
に
お
け
る
「
浦
」
の
漢
字
音
が
「
보ポ
」、
国
訓
が
「
개カイ
」（
筆
者
注

―
母
音
は
애エ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
아ア
イ이

が
短
縮
し
た
も
の
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
長
節
子
『
中

世
国
境
海
域
の
倭
と
朝
鮮
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
二
二
五
～
二
二
六
頁
に
詳
し
い
。

（
79
）　

佐
伯
弘
次
「
室
町
後
期
の
博
多
商
人
道
安
と
東
ア
ジ
ア
」（『
史
淵
』
一
四
〇
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
80
）　

前
掲
註
（
29
）
上
里
・
深
瀬
・
渡
辺
論
文
。

（
81
）　
「
思
柯
未
」（『
海
東
諸
国
紀
』
は
「
思
何
未
」）
は
奄
美
大
島
の
西
方
に
あ
る
直
近
の
島
で
あ

り
、
そ
の
北
西
に
は
「
嶋
子
」
と
い
う
小
島
が
対
を
な
し
て
い
る
。
現
在
の
地
図
に
照
ら
せ

ば
、「
思
柯
未
」
は
横
当
島
、「
嶋
子
」
は
上
ノ
根
島
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
横
当
島

の
「
中
の
岳
」（
火
山
）
は
航
海
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、「
中
の
う
が
ん
」（『
名
瀬
市
誌
』
上

〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
〉
第
三
章
）、「
中
ノ
オ
ガ
ン
（
拝
山
）」
と
称
さ
れ
た
と
い
う

（
大
山
麟
五
郎
「
海
の
神
と
粟
の
ア
ニ
マ
」〈
谷
川
健
一
編
『
沖
縄
の
思
想
』、
木
耳
社
、
一
九

七
〇
年
〉）。
ま
た
、
宝
島
の
島
民
な
ど
が
横
当
島
を
「
オ
ガ
ミ
」
と
称
し
て
い
る
と
も
い
う

（
清
水
浩
史
『
秘
島
図
鑑
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
）。
こ
う
し
た
呼
称
が
中
世
―
古

琉
球
期
に
遡
る
と
す
れ
ば
、
日
本
人
が
「
オ
ガ
ミ
」
に
「
思
柯
未
」
ま
た
は
「
思
何
未
」
の

漢
字
を
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
82
）　

村
井
章
介
「
中
世
日
本
と
古
琉
球
の
は
ざ
ま
」（
池
田
榮
史
編
『
古
代
中
世
の
境
界
領
域
』

高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。
紙
屋
敦
之
『
幕
藩
制
国
家
と
琉
球
支
配
』（
校
倉
書
房
、
一
九

八
五
年
）、
お
よ
び
前
掲
註
（
22
）
屋
良
論
文
は
、「
七
島
」
の
知
行
は
、
土
地
に
加
え
て
廻

船
を
知
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
。

（
83
）　

朝
鮮
『
端
宗
実
録
』
元
年
（
一
四
五
五
）
四
月
辛
亥
条
。�

（
84
）　

一
六
〇
六
年
の
冊
封
正
使
夏
子
陽
の
著
作
『
使
琉
球
録
』（
一
六
〇
六
年
）
の
「
群
書
質
異
」

で
は
、「
七
島
」（
吐
噶
喇
列
島
）
を
挙
げ
、「
七
島
」
の
半
分
は
日
本
の
版
図
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る
。
一
五
七
九
年
の
冊
封
副
使
謝
杰
の
著
作
『
琉
球
録
撮
要
補
遺
』（
一
五
七
九
年
、

前
掲
『
使
琉
球
録
』
所
引
）、
お
よ
び
『
閩
書
』（
何
喬
遠
著
、
一
六
〇
八
年
）
も
「
七
島
」

（
吐
噶
喇
列
島
）
を
挙
げ
る
。
十
六
世
紀
後
半
に
琉
球
が
吐
噶
喇
列
島
を
領
有
し
て
い
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
十
五
世
紀
半
ば
の
古
い
情
報
を
も
と
に
記
述
さ
れ
て
い
る
可
能
性

の
ほ
う
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

（
85
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。
朝
鮮
音
で
「
吾
時
麻
」
は
오オ
シ
マ
시
마
、
池
蘇
は
지チ
ソ소

と
な
る
。
先
行
研
究
が
池
蘇
を
喜
界
島
に
比
定
す
る
こ
と
に
は
同
意
す
る
が
、
発
音
上
、
大
き

な
隔
た
り
が
あ
る
。
喜
界
島
が
「
チ
ソ
」
に
近
い
音
の
別
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
86
）　

な
ぜ
喜
界
島
と
い
う
小
さ
な
島
が
琉
球
の
支
配
に
頑
強
に
抵
抗
し
、
隣
島
の
大
島
が
た
や
す

く
服
属
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
喜
界
島
の
台
地
に
位
置

す
る
城
久
遺
跡
群
が
古
代
大
宰
府
の
南
島
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
（
池
田
榮
史
編

『
古
代
中
世
の
境
界
領
域
』〈
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
〉
な
ど
参
照
）
は
示
唆
的
で
あ
る
。

（
87
）　
『
旧
記
雑
録
』
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
六
月
三
日
尚
徳
書
状
写
（『
鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記

雑
録
前
編
二
―
一
三
七
〇
号
、
以
下
「
旧
記
前
編
二
―
一
三
七
〇
号
」
の
よ
う
に
略
す
）。

（
88
）　

冊
封
使
（
冠
船
）
の
来
琉
（
一
四
六
三
年
）
を
控
え
、
島
津
氏
と
和
睦
す
る
こ
と
で
、
日
本

商
船
の
来
航
を
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
89
）　
『
海
東
諸
国
紀
』
琉
球
国
紀
（
一
四
七
一
年
）
に
は
、「
天
地
壇
」
の
祭
祀
（「
祈
祷
」）
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
が
琉
球
固
有
の
信
仰
に
も
と
づ
く
祭
祀
で
あ
る
の
か
、
明
皇
帝

を
模
倣
し
た
祭
祀
で
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、〈
天
子
〉〈
皇
帝
〉
と
し
て
の
立
場
で

祭
天
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
90
）　

朝
鮮
『
成
宗
実
録
』
二
年
（
一
四
七
一
）
十
一
月
庚
子
条
。
琉
球
の
正
史
類
は
四
月
二
十
二

日
と
す
る
。

（
91
）　

小
島
瓔
禮
「
芥
隠
承
琥
伝
」（
島
尻
勝
太
郎
・
嘉
手
納
宗
徳
・
渡
口
真
清
三
先
生
古
希
記
念

論
集
刊
行
委
員
会
編
『
球
陽
論
叢
』
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
92
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
93
）　
『
海
東
諸
国
紀
』
琉
球
国
紀
。
本
書
の
成
立
は
一
四
七
一
年
一
二
月
で
あ
る
。

（
94
）　

前
掲
註
（
21
）
高
橋
論
文
、
高
瀬
恭
子
「
同
時
代
史
料
に
み
る
古
琉
球
の
王
た
ち
」（『
史
料

編
集
室
紀
要
』
二
八
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
高
橋
公
明
「
朝
鮮
外
交
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
海

域
の
交
流
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
七
三
、
一
九
八
七
年
）
は
、
尚
徳
名
義
の
咨
文
が
第
二
尚

氏
と
親
密
で
な
い
勢
力
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
が
、
相
国
寺
梵
鐘
銘
と
あ
わ
せ

て
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
尚
氏
の
王
権
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
95
）　

前
掲
註
（
21
）
高
橋
論
文
。

（
96
）　

皇
帝
の
権
威
が
金
で
表
象
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
代
・
地
域
を
こ
え
て
、
い
く
つ
か

の
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
橋
本
雄
「
中
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
金
銀
銅
」（
小
野
正

敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
『
金
属
の
中
世
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
は
、
明
皇
帝

に
対
す
る
周
辺
諸
国
（
日
本
・
朝
鮮
・
安
南
・
真
臘
・
暹
羅
・
爪
哇
）
か
ら
の
進
貢
品
と
し

て
金
な
い
し
金
製
品
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
暹
羅
・
安
南
の
国
王
は
「
皇
帝
」
と
称
し
て
「
金

葉
」（
金
製
の
薄
板
に
線
刻
さ
れ
た
国
書
）
を
明
皇
帝
に
送
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
暹
羅
・
安

南
の
「
皇
帝
」
の
自
尊
意
識
も
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
四
日
市
康
博
「
ユ
ー

ラ
シ
ア
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル
＝
ハ
ン
朝
公
文
書
」（『
史
苑
』
七
五
―
二
、
二
〇
一
五
年
）、

お
よ
び
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
日
本
の
中
世
文
書
』（
二
〇
一
八
年
）
所
収
の
四
日
市
氏

に
よ
る
解
説
は
、
イ
ル
ハ
ン
朝
の
君
主
文
書
に
お
い
て
、「
朕
」「
勅
命
」
な
ど
の
文
字
が
金

文
字
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
や
、
朱
で
押
し
た
御
璽
の
印
影
を
金
泥
で
上
書
き
す
る
「
金
印
」

の
作
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
清
代
の
事
例
で
あ
る
が
、
清
皇
帝
か
ら
上

皇
太
后
へ
の
慶
賀
表
文
（
中
国
国
家
博
物
館
編
『
中
国
国
家
博
物
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』
明

清
档
案
巻
・
清
代
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
や
朝
鮮
国
王
か
ら
清
皇
帝
へ
の
表

文
な
ど
に
お
い
て
は
、
黄
綾
に
受
信
者
側
の
称
号
を
記
し
て
貼
付
す
る
と
い
う
作
法
も
み
ら
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れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
・
皇
族
の
自
敬
、
も
し
く
は
皇
帝
・
皇
族
に
対
す
る
敬
意
を
視

覚
的
に
表
示
す
る
手
法
と
し
て
金
や
黄
綾
に
よ
る
装
飾
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

尚
真
の
事
例
も
そ
の
一
例
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
97
）　

前
掲
村
井
（
6
）
論
文
は
、
石
碑
に
は
表
面
と
裏
面
の
対
応
関
係
、
あ
る
い
は
左
右
一
対
の

対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
円
覚
寺
梵
鐘
の
場
合
、
仏
殿
の
内
と
外
で
明
白
な
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。
古
琉
球
の
金
石
文
の
意
義
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
言
だ
け
で
は

な
く
、
梵
鐘
・
石
碑
等
の
モ
ノ
と
し
て
の
観
察
や
、
そ
れ
ら
の
空
間
配
置
を
読
み
解
く
必
要

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
98
）　

一
四
九
七
年
以
前
の
建
碑
と
し
て
は
、「
安
国
山
樹
華
木
之
記
」（
一
四
二
七
年
）・「
大
安
禅

寺
碑
記
」（
一
四
三
〇
年
）・「
千
仏
閣
碑
記
」（
一
四
三
三
年
）
の
三
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
在
琉
明
人
の
発
起
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
99
）　

一
四
九
四
年
に
朝
鮮
を
訪
れ
た
偽
琉
球
国
王
使
（
正
使
天
章
）
は
、「
琉
球
国
中
山
府
主
」

の
使
節
と
称
し
て
い
る
が
（『
成
宗
実
録
』
二
十
五
年
〈
一
四
九
四
〉
五
月
戊
戌
条
）、
そ
の

称
号
に
つ
い
て
、「
前
王
已
薨
、
嗣
王
新
立
、
時
未
受
命
故
也
」
と
弁
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

尚
真
の
受
封
は
一
四
七
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
偽
使
の
詭
弁
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
当
時
、
琉
球
国
内
で
「
府
主
」「
府
君
」「
国
君
」
な
ど
の
称
号
が
喧
伝
さ
れ
て
い
た
か

ら
こ
そ
知
り
え
た
情
報
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
100
）　

高
良
倉
吉
氏
は
、
前
掲
註
（
7
）
高
良
論
文
（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、「
欄
干
之
銘
」
の
記

述
を
抽
象
的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
同
著
『
琉
球
の
時
代
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二

年
、
初
刊
一
九
八
〇
年
）
で
は
、「
欄
干
之
銘
」
に
み
え
る
尚
真
の
姿
を
「
小
さ
な
中
国
皇
帝
」

と
評
し
て
い
る
。

（
101
）　

前
掲
註
（
22
）
屋
良
論
文
。

（
102
）　

前
掲
註
（
2
）
高
良
著
書
。

（
103
）　

前
掲
註
（
7
）
高
良
論
文
。

（
104
）　

石
上
英
一
「
琉
球
の
奄
美
諸
島
統
治
の
諸
段
階
」（『
歴
史
評
論
』
六
〇
三
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
105
）　

高
良
倉
吉
「
奄
美
喜
界
島
の
古
琉
球
辞
令
書
に
つ
い
て
」（『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
一
〇
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
106
）　

橋
本
雄
「
古
琉
球
「
辞
令
詔
書
（
辞
令
書
）
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
科
研
報
告

書
『
8
―
17
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
』
下
、
研
究
代
表
者

村
井
章
介
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
107
）　

辞
令
書
の
文
末
は
「
○
○
（
官
職
名
）
ハ
△
△
（
被
任
命
者
名
）
に
た
ま
ハ
り
申
候
」
と

結
ぶ
の
が
定
型
で
あ
り
、
前
掲
註
（
3
）
屋
良
論
文
は
、「
た
ま
ハ
り
申
候
」
の
部
分
の
主
語

を
被
任
命
者
と
み
る
。
し
か
し
、
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、「
た
ま
ハ
り
」
の
主
語
は
官
職
名
で

あ
り
、「
◯
◯
」
は
「
△
△
」
に
お
与
え
に
な
り
ま
し
た
、
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
問
題
は

「
申
候
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
辞
令
書
が
王
の
言
葉
（
口
頭
命
令
）
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
謙
譲
表
現
な
い
し
丁
寧
表
現
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
あ
え
て

推
測
す
れ
ば
、「
〇
〇
ハ
△
△
に
た
ま
へ�

」〈
〇
〇
ハ
△
△
に
与
え
よ
・
く
れ
て
や
れ
〉
と
い

う
自
敬
・
命
令
の
表
現
と
な
る
の
で
は
な
い
か
）。
し
た
が
っ
て
、
王
命
出
納
者
な
い
し
は
詔

書
作
成
者
が
、
王
の
言
葉
を
奉
じ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
す
る
た
め
に
「
た
ま
ハ
り

申
候
」
で
締
め
括
っ
た
の
で
あ
り
、
漢
文
に
お
け
る
受
命
文
言
の
「
奉
詔
」「
欽
奉
」
に
相
当

す
る
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
108
）　

濱
地
龍
磨
「
古
琉
球
期
に
お
け
る
「
し
よ
り
」（
首
里
）
の
語
句
に
関
す
る
一
考
察
」（『
七

隈
史
学
』
一
九
、
二
〇
一
七
年
）
は
、「
首
里
之
印
」
が
押
さ
れ
た
那
覇
里
主
書
状
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
国
王
印
と
み
る
見
解
を
否
定
し
て
王
府
印
と
み
な
し
て
い
る
。
前
掲

註
（
12
）
矢
野
著
書
第
一
章
は
、
印
の
性
格
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
同
書
状
を
首
里
王

府
が
公
的
な
保
証
を
与
え
た
も
の
と
す
る
。

（
109
）　

前
掲
註
（
7
）
高
良
論
文
。

（
110
）　

正
史
類
に
み
え
る
石
垣
島
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
を
指
す
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
か
ろ

う
。
こ
の
戦
い
で
は
宮
古
島
の
仲
曽
根
豊
見
親
が
石
垣
島
に
派
兵
し
た
と
い
う
。

（
111
）　

村
井
章
介
「
古
琉
球
を
め
ぐ
る
冊
封
関
係
と
海
域
交
流
」（
村
井
章
介
・
三
谷
博
編
『
琉
球

か
ら
み
た
世
界
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
拙
稿
「
一
五
・
一
六
世
紀
の
島

津
氏
―
琉
球
関
係
」（『
九
州
史
学
』
一
四
四
、
二
〇
〇
六
年
）
で
「
下
国
」
を
室
町
幕
府
と

対
置
さ
せ
て
解
釈
し
た
こ
と
に
対
す
る
村
井
氏
の
批
判
は
妥
当
で
あ
る
の
で
、
自
説
を
修
正

し
た
い
。

（
112
）　

前
掲
註
（
111
）
村
井
論
文
。

（
113
）　

朝
鮮
『
成
宗
実
録
』
二
四
年
（
一
四
九
三
）
六
月
癸
亥
条
。

（
114
）　

都
城
島
津
家
に
伝
来
し
た
、
琉
球
国
王
（
尚
真
）
宛
て
弘
治
十
三
年
（
一
五
〇
〇
）
朝
鮮
国

王
（
燕
山
君
）
国
書
は
、
日
向
の
国
人
野
辺
氏
が
押
収
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
新
名
一
仁
「
都
城
島
津
家
史
料
の
朝
鮮
国
王
国
書
と
野
辺
・
向
井
氏
」『
都
城
市

史
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
六
年
）。
一
四
五
〇
年
代
に
琉
球
と
「
薩
摩
」
が
対
立
す
る
状
況
に

お
い
て
、
琉
球
に
渡
航
す
る
博
多
商
人
が
薩
摩
で
抑
留
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
一
四
九
〇
年
代
の
対
立
が
野
辺
氏
に
よ
る
押
収
に
つ
な
が
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

（
115
）　

檀
上
寛
『
天
下
と
天
朝
の
中
国
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）。

（
116
）　

新
名
一
仁
『
島
津
貴
久
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
117
）　

前
掲
註
（
9
）
外
間
校
註
本
・
上
。

（
118
）　

尚
真
代
の
聞
得
大
君
は
、
妹
の
「
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
」
で
あ
る
（
前
掲
註
（
7
）
高
良

論
文
）。

（
119
）　

前
掲
註
（
12
）
高
良
論
文
。

（
120
）　
「
万
歳
嶺
記
」（
一
四
九
七
年
）
を
初
見
と
し
て
、
尚
真
代
の
石
碑
に
は
、
上
部
に
日
輪
を
線

刻
で
表
現
す
る
も
の
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
太
陽
思
想
が
強
ま
り
は
じ
め
る
時
期
は
、
こ
の

頃
に
ま
で
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
121
）　
「
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
」（
一
五
〇
九
年
）
に
み
え
る
軍
備
の
増
強
や
、
真
玉
橋
の
整
備
（
一

五
二
二
年
）
と
首
里
城
―
豊
見
城
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
強
化
も
行
わ
れ
て
お
り
（
前
掲
註
（
12
）

高
良
論
文
）、
そ
れ
ら
も
「
大
国
」
意
識
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
122
）　

前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
第
四
章
。

（
123
）　

池
宮
正
治
「
琉
球
国
王
の
神
号
と
『
お
も
ろ
さ
う
し
』」（『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
一
一
、
二

〇
〇
五
年
）
は
、「
お
ぎ
や
か
も
い
」
の
「
き
や
か
」
は
、「
き
や
が
る
」（
輝
く
）
に
由
来
す
る

も
の
で
、「
お
ぎ
や
か
も
い
」
は
「
光
り
輝
く
太
陽
王
尚
真
の
尊
称
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
124
）　

前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
第
一
章
。

（
125
）　
「
国
王
頌
徳
碑
」（
一
四
九
八
年
）
は
明
と
の
冊
封
・
朝
貢
関
係
を
重
視
し
た
も
の
で
、「
大

琉
球
は
東
南
海
東
の
国
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
大
琉
球
」
は
明
を
中
心
と
し
た
地
理
認
識
に
も

と
づ
い
て
い
る
。

（
126
）　
『
幻
雲
文
集
』
鶴
翁
字
銘
并
序
。

（
127
）　

葉
貫
磨
哉
『
中
世
禅
林
成
立
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

（
128
）　

前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
は
、
鶴
翁
智
仙
の
日
本
渡
航
を
一
五
二
〇
年
代
と
し
、
か
つ
一
五

二
四
年
頃
に
は
東
福
寺
の
彭
叔
守
仙
に
近
侍
し
て
い
た
と
す
る
。

（
129
）　

前
掲
註
（
12
）
矢
野
著
書
第
六
章
で
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
に
尚
泰
久
代
の
天
界
寺
住
持

を
鶴
翁
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
鶴
翁
は
尚
真
代
の
天
界
寺
住
持
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鶴
翁
が
天
界
寺
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
積
極
的
な
根
拠

が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
130
）　

前
掲
註
（
10
）
村
井
著
書
。����������

（
131
）　

田
名
真
之
「
琉
球
王
権
の
系
譜
意
識
と
源
為
朝
渡
来
伝
承
」（
九
州
史
学
研
究
会
編
『
境
界

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）。�������������������������

（
132
）　

前
掲
註
（
15
）
入
間
田
・
豊
見
山
共
著
書
、
お
よ
び
前
掲
註
（
22
）
豊
見
山
論
文
に
お
い

て
、
豊
見
山
和
行
氏
は
、
琉
球
王
権
に
は
時
間
・
空
間
を
三
分
割
す
る
思
考
の
枠
組
み
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、「
三
代
」
と
い
う
王
統
認
識
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

（
133
）　

前
掲
註
（
131
）
田
名
論
文
は
、
二
十
一
代
と
い
う
系
譜
認
識
は
、
禅
譲
も
簒
奪
も
関
わ
り
な

く
連
続
的
に
と
ら
え
た
も
の
と
評
価
す
る
。

（
134
）　

前
掲
註
（
12
）
高
良
論
文
。

（
135
）　

前
掲
註
（
73
）
石
上
『
奄
美
諸
島
編
年
史
料
』。

（
136
）　

前
掲
註
（
14
）
豊
見
山
編
著
書
参
照
。

（
137
）　

前
掲
註
（
105
）
高
良
論
文
。

（
138
）　

高
良
倉
吉
「
奄
美
の
古
志
辞
令
書
の
分
析
」（『
日
本
東
洋
文
化
論
集
』
一
六
、
二
〇
一
〇

年
）。

（
139
）　

万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
八
月
二
十
九
日
辞
令
書
（
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵

文
書
）、
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
八
月
二
十
八
日
辞
令
書
（
個
人
蔵
）。

（
140
）�　

高
良
倉
吉
「
近
世
八
重
山
派
遣
使
者
在
番
年
譜
に
つ
い
て
」（『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』

五
、
一
九
八
〇
年
）。

（
141
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
142
）　

朝
鮮
『
成
宗
実
録
』
十
年
（
一
四
七
七
）
六
月
乙
未
条
。

（
143
）　

朝
鮮
『
燕
山
君
日
記
』
三
年
（
一
四
九
七
）
十
月
壬
午
条
・
乙
酉
条
。

（
144
）　

前
掲
『
世
祖
実
録
』
八
年
二
月
辛
巳
条
。

（
145
）　

前
掲
註
（
14
）
豊
見
山
編
著
書
。

（
146
）　

新
城
敏
男
『
首
里
王
府
と
八
重
山
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（
147
）　
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
資
料
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
は
「
治
金
丸
」
と
伝
わ
る
刀

（
無
銘
）
と
黒
漆
脇
差
拵
が
含
ま
れ
て
い
る
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
編
『
国
宝
「
琉
球
国
王
尚

家
関
係
資
料
」
の
す
べ
て
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
148
）　

宮
城
栄
昌
「
本
琉
球
と
道
之
島
と
の
歴
史
的
関
係
」（『
南
島
文
化
』
創
刊
号
、一
九
七
九
年
）。

（
149
）　

豊
見
山
和
行
「
官
人
制
度
の
一
側
面
」（『
新
琉
球
史
』
近
世
編
下
、
琉
球
新
報
社
、
一
九
九

〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
近
世
の
宮
古
・
八
重
山
の
間
切
行
政
で
は
、
地
頭
代
（
一
名
）
―
首
里

大
屋
子
（
一
名
）
―
大
掟
（
一
名
）・
南
風
掟
（
一
名
）・
西
掟
（
一
名
）
―
村
掟
（
一
名
）、

お
よ
び
夫
地
頭
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
役
人
層
が
「
お
ゑ
か
人
」
と
称
さ
れ
て
免
租
特
権

と
給
与
地
（
お
ゑ
か
地
）
を
保
証
さ
れ
て
い
た
。

（
150
）　

前
掲
万
暦
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
辞
令
書
。

（
151
）　

前
掲
註
（
138
）
高
良
論
文
。　

（
152
）　

前
掲
註
（
14
）
豊
見
山
編
著
参
照
。
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』（
一
六
〇
六
年
）
群
書
質
異
条

に
は
「
独
太
平
一
帯
貢
献
布
米
」（
独
り
太
平
一
帯
の
み
布
・
米
を
貢
献
す
）
と
あ
り
、「
太

平
山
」
が
「
布
」「
米
」
を
貢
納
す
る
と
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
153
）　
「
島
津
家
文
書
」
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
正
月
十
一
日
琉
球
国
三
司
官
書
状
（
前
掲
註

（
8
）
報
告
書
六
号
）。

（
154
）　

前
掲
註
（
15
）
入
間
田
・
豊
見
山
著
書
、
前
掲
註
（
22
）
豊
見
山
論
文
。

（
155
）　

石
上
英
一
「
古
奄
美
諸
島
社
会
の
一
七
世
紀
に
お
け
る
近
世
的
編
成
の
前
提
」（
笹
山
晴
生

編
『
日
本
律
令
制
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
156
）　
『
事
大
文
軌
』
巻
十
七
・
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
八
月
十
九
日
朝
鮮
国
王
宣
祖
咨
文

案
、『
歴
代
宝
案
』
巻
三
十
九
・
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
八
月
六
日
宣
祖
咨
文
写
。

（
157
）　

明
『
神
宗
実
録
』
十
七
年
（
一
五
九
〇
）
十
一
月
庚
戌
条
。

（
158
）　
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
三
。

（
159
）　

山
崎
岳
「
同
化
と
異
化
」（『
史
林
』
九
四
―
一
、
二
〇
一
一
年
）。

（
160
）　
『
正
徳
大
明
会
典
』
巻
九
十
九
・
礼
部
五
十
八
・
朝
貢
四
（『
正
徳
大
明
会
典
』〈
汲
古
書
院
、

一
九
八
九
年
〉
二
）。

（
161
）　

琉
球
国
内
で
「
土
官
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
む
し
ろ
朝
鮮
向
け

に
要
宇
の
地
位
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
明
の
官
制
に
お
け
る
土
官
の
語
を
も
ち
い
て
説
明
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（
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日
審
査
終
了
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
臣
僚
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
王
に
直
属
す
る
官
人
の
よ
う
に

も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
対
外
的
な
局
面
で
の
表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
162
）　

前
掲
註
（
14
）
豊
見
山
編
著
書
は
、
年
貢
＝
ミ
カ
ナ
イ
、
貢
納
＝
ミ
サ
サ
ゲ
と
い
う
構
図
を

提
示
す
る
。
一
方
、
前
掲
註
（
138
）
高
良
論
文
は
、
古
琉
球
時
代
の
辞
令
書
に
散
見
す
る
「
正

月
」「
な
つ
こ
ほ
り
」「
ミ
し
や
も
ち
」「
お
れ
ず
む
」
と
称
さ
れ
る
ミ
カ
ナ
イ
に
つ
い
て
は
、

「
首
里
王
府
で
行
な
わ
れ
た
儀
礼
・
祭
祀
用
の
供
物
も
し
く
は
捧
げ
物
と
見
ら
れ
る
」
と
す
る
。

先
島
諸
島
の
場
合
、
ミ
カ
ナ
イ
・
ミ
サ
サ
ゲ
と
も
に
貢
納
制
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

（
163
）　
「
島
津
家
文
書
」
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
八
月
二
十
一
日
琉
球
国
進
物
目
録
案
（
島
津
四

―
一
六
四
八
号
）。
梅
木
哲
人
「
太
平
布
・
上
布
生
産
の
展
開
に
つ
い
て
」（
高
良
倉
吉
・
豊

見
山
和
行
・
真
栄
平
房
昭
編
『
新
し
い
琉
球
史
像
』〈
榕
樹
社
、
一
九
九
六
年
〉）
参
照
。

（
164
）　
「
島
津
家
文
書
」
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
四
月
五
日
琉
球
国
進
物
目
録
（
前
掲
註
（
8
）

報
告
書
九
号
）、
同
日
三
司
官
連
署
書
状
（
同
八
号
）、『
旧
記
雑
録
』
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）

八
月
二
十
日
島
津
氏
老
中
連
署
書
状
案
写
（
旧
記
後
編
一
―
一
〇
〇
〇
号
）。

（
165
）　
『
旧
記
雑
録
』
後
編
巻
十
所
引
。

（
166
）
た
と
え
ば
、
一
五
八
四
年
の
「
太
平
布
五
拾
端
」
の
贈
答
に
関
し
て
は
、「
島
津
家
文
書
」
万

暦
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
二
月
二
十
三
日
琉
球
国
三
司
官
連
署
書
状
（
前
掲
註
（
8
）
報

告
書
一
一
号
）、
お
よ
び
『
旧
記
雑
録
』
天
正
一
三
年
七
月
十
八
日
（
一
五
八
五
）
島
津
氏
老

中
連
署
書
状
案
写
（
旧
記
後
編
二
―
五
七
）
で
確
認
さ
れ
る
。

（
167
）　

前
掲
註
（
163
）
梅
木
論
文
。

（
168
）　

現
在
、
宮
古
島
で
は
「
宮
古
上
布
」
と
称
さ
れ
る
苧
布
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
宮
古
上
布
」
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
五
八
二
年
に

下
地
間
切
の
洲
鎌
与
人
上
地
真
栄
の
妻
で
あ
る
稲
石
が
首
里
王
府
に
幅
十
九
升
の
綾
錆
布
を

献
上
し
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
（
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
図
録
『
宮
古

の
自
然
と
風
土
』
二
〇
一
〇
年
）。
煕
春
龍
喜
の
遺
稿
集
『
清
渓
稿
』（『
続
群
書
類
従
』
一
三

下
）
の
「
答
瑠
球
国
書
」
に
は
、
一
五
八
三
年
六
月
頃
に
琉
球
の
禅
僧
（
円
覚
寺
僧
ヵ
）
に

送
っ
た
書
簡
の
案
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
廿
升
之
唐
布
」
を
「
拝
受
」
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
未
見
如
此
奇
物
」（
未
だ
此
く
の
如
き
奇
物
を
見
ず
）
と
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
宮
古

上
布
に
関
す
る
伝
承
や
島
津
氏
へ
の
太
平
布
の
贈
与
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
琉
球
僧
か
ら
贈

ら
れ
た
「
廿
升
之
唐
布
」
と
は
、
宮
古
諸
島
産
の
太
平
布
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
一
五
七

〇
年
代
後
半
～
八
〇
年
代
前
半
頃
に
、
従
来
の
規
格
を
こ
え
た
幅
一
九
～
二
〇
升
程
度
の
大

型
の
太
平
布
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
部
が
琉
球
経
由
で
日
本
・
明
に
む
け
て

贈
与
・
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
169
）　

夏
子
陽
は
『
使
琉
球
録
』（
一
六
〇
六
年
）
の
「
群
書
質
異
」
に
お
い
て
、「
南
則
有
太
平

山
、
俗
呼
苗（
宮
古
（菰

」
と
記
録
し
て
い
る
。
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During the period stretching from Sho Shin’s reign to Sho Sei’s reign, the Taiyo ideology was 

promoted and the Taiyoshin (the sun god) came to be considered the only power to bestow military 

power on the King through Kikoe-ogimi (the royal priestess), and the [Omoro] of [island conquer-

or] [country conqueror] was created.  In Confucian thought, the Shun Emperor combined with 

the unique Ryukyu idea of ten (heaven), and became shunten, and was positioned as the earliest 

ancestor of the royal line. The traditional ideas of tenka (ruling power) and jokoku (province of 

the highest rank) also transformed from Confucian concepts into unique Ryukyu concepts. It was 

the Kannin (government officials) system overseen by the people of Ryukyu and the Noro (female 

priestess) system that considered Kikoe-ogimi to be the highest rank that supported this transfor-

mation in the ruling philosophy, and Kanji characters were selected to express this.

Key words: Royal authority, periphery, Buddhism, Confucianism, Jingi or gods of heaven and earth
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A Theory of Royal Authority in the Old Ryukyu Period:
The Ruling Philosophy and the “Periphery” Islands

ARAKI Kazunori

This paper seeks to identify the ruling philosophy of the royal authority through an analysis of 

primary historical materials, including kinseki-bun (ancient inscriptions on monuments) that were 

created as integral elements of the royal authority in the Old Ryukyu Period. This is taken as the 

key to clarifying the relationship between the royal authority and the various “periphery” (peripheral 

and border) islands. This paper reached the following conclusions.    

The ruling philosophy was formulated based on Buddhist and Confucian ideologies that were 

widespread in East Asia during the era of Sho Taikyu. The carriers of this philosophy were Zen 

priests of Kyoto Gozan who took the convergence of Buddhism and Confucianism to be the basis 

of the philosophy.  At this stage, there was instability surrounding the succession to the throne, the 

relationship between the ruler and the ruled had not yet evolved, and control of the “periphery” 

islands remained moderate. Furthermore, in addition to claiming to be the Ryukyu-koku Chuzan-o 

(King of Chuzan of the State of Ryukyu) and the Oho-yononushi, Sho Taikyu also declared himself 

to hold the idealistic position of Houou (Imperial Holiness), Koutei (Emperor or King of Kings), and 

Tenshi (Emperor with a heavenly mandate). He also tried to gradually integrate the islands inside 

and outside Okinawa.　

The ruling philosophy that took shape in the era of Sho Taikyu took hold as the established ide-

al royal authority for a period of time and remained in place even after the transition to the Second 

Sho-shi Dynasty.  In the first half of Sho Shin’s reign, the Zen priests further glorified the royal au-

thority, and the idealistic position of the Emperor as Koutei (Emperor or King of Kings), Teio (Mon-

arch), and Tenshi (Emperor with a heavenly mandate) became well defined.

In the latter half of Sho Shin’s reign, centralized rule developed again on both Oshima Island 

of the Amami Islands and on Kikaijima Island, and further expanded to the periphery. In addition, 

following the military suppression of the Sakishima Islands, the Miyako Islands transitioned from 

border to periphery islands, and the Yaeyama Islands were positioned as a border island. Sho Shin’s 

militaristic stance, which marked the highest stage of development of the royal authority, stood in 

contrast to the ruling philosophy based on the traditional ideologies of Buddhism and Confucian-

ism. Instead, Ryukyu’s unique Jingi ideology became the core of the ruling philosophy.




